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ここが聞きたい！（会派代表質問・市政一般質問）13

　百村の「百堂念仏舞」（４月29日）
　百村地区で古くから行われている五穀豊穣、
家内安全を祈る念仏踊り。昭和48年11月に
国の選択民俗文化財となった。

もむら ひゃくどうねんぶつまい
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■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

い
て　
　

     　
　
　
　

 

―
同　
　

意
―

　

人
権
擁
護
委
員
１３
名
の
う
ち
４
名
が
平

成
１８
年
６
月
３０
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
こ
と
で
、
佐
久
間
洋
子
委
員（
黒
磯
）、

河
原
啓
子
委
員
（
清
住
町
）
、
市
川　

理
委

員
（
三
区
町
）
の
３
名
を
再
任
と
し
て
、

ま
た
、
白
井
弥
太
郎
委
員
の
退
任
に
伴
い
、

柳
田
章
子
氏
（
上
中
野
）
を
後
任
と
し
て
推

薦
す
る
こ
と
に
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

―
同　
　

意
―

　

教
育
委
員
会
委
員
の
臼
井
祥
朗
委
員（
塩

原
）
が
、
本
年
３
月
２３
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
る
こ
と
で
、
引
き
続
き
委
員
と

し
て
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
を
求
め
る
も

の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
一
般
会
計
予

算　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

ま
ち
づ
く
り
や
予
算
編
成
の
指
針
と
な

る
総
合
計
画
が
策
定
の
途
上
に
あ
る
た
め
、

　

①
新
市
建
設
計
画
を
着
実
に
実
施
す
る
。

　

②
行
政
改
革
大
綱
及
び
集
中
行
財
政
改

革
プ
ラ
ン
を
履
行
す
る
。

　

③
既
に
着
手
し
て
い
る
継
続
事
業
の
早

期
完
了
に
努
め
る
。

　

④
平
成
１７
年
度
予
算
（
種
ま
き
・
芽
吹

き
予
算
）
で
計
画
策
定
し
た
事
業
の
具

現
化
を
図
る
。

　

⑤
こ
ど
も
の
安
全
対
策
、
耐
震
対
策
な

ど
、
当
面
の
懸
案
事
項
を
解
決
す
る
。

を
目
指
し
、
住
民
の
満
足
度
を
高
め
る
た

め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
安
心
」「
安
全
」

を
掲
げ
、
新
た
に
芽
吹
い
た
芽
を
育
成
す

る
た
め
の
予
算
と
す
る
こ
と
を
基
本
に
、

施
設
修
繕
費
な
ど
を
前
倒
し
計
上
し
た
平

成
１７
年
度
３
月
補
正
予
算
と
あ
わ
せ
、「
安

心
・
安
全
１３
ヶ
月
予
算
」
と
し
て
、
一
般

会
計
予
算
総
額
を
４
０
５
億
円
と
す
る
も

の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
板
室
本
村
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

年
間
の
有
収
水
量
を
２
万
８
２
０
０
㎥

と
し
、
料
金
収
入
、
一
般
会
計
繰
入
金
等

で
、
予
算
総
額
を
５
１
５
万
８
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
す
。

全
72
案
件

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

全
72
案
件

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

　

平
成
１８
年
第
１
回
那
須
塩
原
市
議
会
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら
３
月
22
日
ま
で
の
20
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
及
び
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
関
す
る
２
件
の
人
事
案
件
の
ほ
か
、
平
成
１８
年
度
当
初
予
算
及
び

平
成
17
年
度
補
正
予
算
に
関
す
る
案
件
が
27
件
、
国
民
保
護
協
議
会
条
例
の
制
定
な
ど
に
関
す
る
条
例
案
件
が
２０
件
、
そ
の
他
及
び
報
告
案
件
で
２２
件
、

合
計
７１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
、
補
正
予
算
は
各
常
任
委
員
会
で
集
中
し
て
審
査
を
行
い
、
本
会
議
に
お
い
て
審
議
し
た
結
果
、
提
出
さ
れ
た
案
件
す
べ
て
を
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、「
児
童
扶
養
手
当
の
減
額
に
関
す
る
意
見
書
」
の
提
出
案
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
に
つ
い
て
は
、12
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

― 

定
例
会
の
あ
ら
ま
し 

―

人

事

案

件

当

初

予

算

　

討　

論　
　

早
乙
女
順
子 

議
員（
反
対
）

　

産
廃
容
認
と
な
る
廃
棄
物
処
理
施
設
等
周
辺
整
備

事
業
助
成
寄
付
金
の
予
算
や
新
市
と
し
て
事
業
の
抜

本
的
見
直
し
を
し
な
か
っ
た
予
算
編
成
で
あ
る
。

若
松
東
征 

議
員（
賛
成
）

　

少
子
高
齢
化
、
環
境
問
題
に
取
り
組
む
中
、
後
世

に
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
に
、
起
債
の
抑
制
を
重
要

課
題
と
認
識
し
対
応
し
て
い
る
姿
を
評
価
す
る
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

急
速
な
高
齢
化
の
進
行
や
疾
病
構
造
の

変
化
、
さ
ら
に
は
医
療
技
術
の
高
度
化
に

伴
う
大
幅
な
保
険
給
付
費
の
増
加
に
加
え
、

前
期
高
齢
者
の
増
加
や
市
全
体
の
経
済
動

向
等
を
勘
案
し
、
予
算
総
額
を
１
０
８
億

７
２
１
１
万
９
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
老
人
保
健
特

別
会
計
予
算　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

各
種
医
療
保
険
の
当
面
の
財
政
安
定
化

を
図
る
目
的
で
、
平
成
１４
年
１０
月
に
老
人

保
健
法
等
が
改
正
さ
れ
、
老
人
医
療
制
度

対
象
年
齢
と
公
費
負
担
を
５
年
間
で
段
階

的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
平

成
２０
年
度
に
は
新
た
な
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
導
入
さ
れ
る
見
込
み
と
な
り
、
入

院
費
等
が
増
大
す
る
現
状
に
あ
る
こ
と
も

踏
ま
え
、
予
算
総
額
を
70
億
９
３
９
２
万

４
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

介
護
保
険
制
度
が
、
要
介
護
状
態
の
予

防
・
改
善
を
重
視
し
た
予
防
重
視
型
シ
ス

テ
ム
の
転
換
を
柱
と
す
る
大
幅
な
見
直
し

が
行
わ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
第
３
期
介

護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基

づ
く
事
業
運
営
を
行
う
た
め
の
予
算
計
上

で
、
予
算
総
額
を
46
億
１
６
２
９
万
３
０

０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

討　

論　
　

早
乙
女
順
子 

議
員（
賛
成
）

　

基
金
を
取
り
崩
し
保
険
料
の
値
上
げ
幅
を
抑
え
な

が
ら
も
、
継
続
し
た
安
定
し
た
事
業
運
営
が
で
き
る

よ
う
な
順
当
な
予
算
の
組
み
方
を
し
て
い
る
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
板
室
温
泉
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

年
間
の
有
収
水
量
を
７
万
１
０
０
０
㎥

と
し
、
料
金
収
入
、
そ
の
ほ
か
財
産
収
入

等
で
、
予
算
総
額
を
８
７
６
万
１
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
西
塩
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

年
間
の
有
収
水
量
を
27
万
２
５
９
２
㎥

と
し
、
料
金
収
入
と
加
入
金
等
で
２
４
５

５
万
３
０
０
０
円
、
老
朽
管
更
新
に
伴
う

施
設
整
備
費
の
財
源
に
簡
易
水
道
事
業
債

７
９
２
０
万
円
、
そ
の
ほ
か
水
道
事
業
負

担
金
、
基
金
及
び
一
般
会
計
繰
入
金
等
で
、

予
算
総
額
を
１
億
２
５
４
６
万
６
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

水
処
理
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
費
や
汚
水
・

雨
水
管
整
備
に
係
る
国
庫
補
助
対
象
事
業
、

栃
木
県
流
域
下
水
道
建
設
費
の
市
町
村
負

担
金
の
減
等
に
よ
り
、
率
に
し
て
９
・
０

％
減
の
36
億
８
４
４
２
万
４
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
予
算　

―
全
員
賛
成
―

　

南
赤
田
地
区
、
東
部
地
区
の
管
理
費
に

お
い
て
業
務
手
数
料
、
業
務
委
託
料
等
が

対
前
年
度
比
６
・
８
％
減
と
な
り
ま
す
が
、

事
業
の
起
債
償
還
元
金
の
増
額
に
よ
り
、

予
算
総
額
を
対
前
年
度
比
８
・
６
％
増
の

８
１
７
９
万
４
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
予
算　

―
全
員
賛
成
―

　

那
須
塩
原
駅
北
土
地
区
画
整
理
事
業
の

推
進
を
図
る
た
め
、
起
債
借
り
入
れ
等
に

よ
り
事
業
を
実
施
す
る
も
の
で
、
物
件
移

転
補
償
金
や
起
債
の
償
還
な
ど
、
予
算
総

額
２
億
６
６
９
２
万
３
０
０
０
円
す
る
も

の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
公
共
用
地
先

行
取
得
事
業
特
別
会
計
予
算　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
度
は
、
新
た
な
用
地
取
得
に

関
す
る
予
算
の
計
上
は
な
く
、
過
去
に
取

得
し
た
黒
磯
駅
西
口
駅
前
広
場
、
文
化
会

館
駐
車
場
用
地
、
保
健
福
祉
施
設
用
地
、

市
道
用
地
に
関
す
る
償
還
を
行
う
も
の
で
、

予
算
総
額
を
対
前
年
度
比
37
・
８
％
減
の

５
５
９
７
万
９
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
温
泉
事
業
特

別
会
計
予
算　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

市
営
温
泉
事
業
に
お
い
て
、
大
口
加
入

に
よ
る
温
泉
使
用
料
が
増
額
と
な
っ
た
こ

と
に
伴
い
、
予
算
総
額
を
対
前
年
度
比
３
・

３
％
増
の
５
５
１
１
万
５
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

平成18年第1回

3月3日～3月22日

定  例  会
さ
く
ま  

ひ
ろ
こ

う
す
い
さ
ち
お

か
わ
は
ら
ひ
ろ
こ

し
ら
い  

や
た
ろ
う

や
な
ぎ
だ
し
ょ
う
こ

い
ち
か
わ
お
さ
む
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■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

い
て　
　

     　
　
　
　

 

―
同　
　

意
―

　

人
権
擁
護
委
員
１３
名
の
う
ち
４
名
が
平

成
１８
年
６
月
３０
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
こ
と
で
、
佐
久
間
洋
子
委
員（
黒
磯
）、

河
原
啓
子
委
員
（
清
住
町
）
、
市
川　

理
委

員
（
三
区
町
）
の
３
名
を
再
任
と
し
て
、

ま
た
、
白
井
弥
太
郎
委
員
の
退
任
に
伴
い
、

柳
田
章
子
氏
（
上
中
野
）
を
後
任
と
し
て
推

薦
す
る
こ
と
に
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

―
同　
　

意
―

　

教
育
委
員
会
委
員
の
臼
井
祥
朗
委
員（
塩

原
）
が
、
本
年
３
月
２３
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
る
こ
と
で
、
引
き
続
き
委
員
と

し
て
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
を
求
め
る
も

の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
一
般
会
計
予

算　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

ま
ち
づ
く
り
や
予
算
編
成
の
指
針
と
な

る
総
合
計
画
が
策
定
の
途
上
に
あ
る
た
め
、

　

①
新
市
建
設
計
画
を
着
実
に
実
施
す
る
。

　

②
行
政
改
革
大
綱
及
び
集
中
行
財
政
改

革
プ
ラ
ン
を
履
行
す
る
。

　

③
既
に
着
手
し
て
い
る
継
続
事
業
の
早

期
完
了
に
努
め
る
。

　

④
平
成
１７
年
度
予
算
（
種
ま
き
・
芽
吹

き
予
算
）
で
計
画
策
定
し
た
事
業
の
具

現
化
を
図
る
。

　

⑤
こ
ど
も
の
安
全
対
策
、
耐
震
対
策
な

ど
、
当
面
の
懸
案
事
項
を
解
決
す
る
。

を
目
指
し
、
住
民
の
満
足
度
を
高
め
る
た

め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
安
心
」「
安
全
」

を
掲
げ
、
新
た
に
芽
吹
い
た
芽
を
育
成
す

る
た
め
の
予
算
と
す
る
こ
と
を
基
本
に
、

施
設
修
繕
費
な
ど
を
前
倒
し
計
上
し
た
平

成
１７
年
度
３
月
補
正
予
算
と
あ
わ
せ
、「
安

心
・
安
全
１３
ヶ
月
予
算
」
と
し
て
、
一
般

会
計
予
算
総
額
を
４
０
５
億
円
と
す
る
も

の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
板
室
本
村
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

年
間
の
有
収
水
量
を
２
万
８
２
０
０
㎥

と
し
、
料
金
収
入
、
一
般
会
計
繰
入
金
等

で
、
予
算
総
額
を
５
１
５
万
８
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
す
。

全
72
案
件

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

全
72
案
件

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

　

平
成
１８
年
第
１
回
那
須
塩
原
市
議
会
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら
３
月
22
日
ま
で
の
20
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
及
び
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
関
す
る
２
件
の
人
事
案
件
の
ほ
か
、
平
成
１８
年
度
当
初
予
算
及
び

平
成
17
年
度
補
正
予
算
に
関
す
る
案
件
が
27
件
、
国
民
保
護
協
議
会
条
例
の
制
定
な
ど
に
関
す
る
条
例
案
件
が
２０
件
、
そ
の
他
及
び
報
告
案
件
で
２２
件
、

合
計
７１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
、
補
正
予
算
は
各
常
任
委
員
会
で
集
中
し
て
審
査
を
行
い
、
本
会
議
に
お
い
て
審
議
し
た
結
果
、
提
出
さ
れ
た
案
件
す
べ
て
を
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、「
児
童
扶
養
手
当
の
減
額
に
関
す
る
意
見
書
」
の
提
出
案
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
に
つ
い
て
は
、12
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

― 

定
例
会
の
あ
ら
ま
し 

―

人

事

案

件

当

初

予

算

　

討　

論　
　

早
乙
女
順
子 

議
員（
反
対
）

　

産
廃
容
認
と
な
る
廃
棄
物
処
理
施
設
等
周
辺
整
備

事
業
助
成
寄
付
金
の
予
算
や
新
市
と
し
て
事
業
の
抜

本
的
見
直
し
を
し
な
か
っ
た
予
算
編
成
で
あ
る
。

若
松
東
征 

議
員（
賛
成
）

　

少
子
高
齢
化
、
環
境
問
題
に
取
り
組
む
中
、
後
世

に
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
に
、
起
債
の
抑
制
を
重
要

課
題
と
認
識
し
対
応
し
て
い
る
姿
を
評
価
す
る
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

急
速
な
高
齢
化
の
進
行
や
疾
病
構
造
の

変
化
、
さ
ら
に
は
医
療
技
術
の
高
度
化
に

伴
う
大
幅
な
保
険
給
付
費
の
増
加
に
加
え
、

前
期
高
齢
者
の
増
加
や
市
全
体
の
経
済
動

向
等
を
勘
案
し
、
予
算
総
額
を
１
０
８
億

７
２
１
１
万
９
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
老
人
保
健
特

別
会
計
予
算　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

各
種
医
療
保
険
の
当
面
の
財
政
安
定
化

を
図
る
目
的
で
、
平
成
１４
年
１０
月
に
老
人

保
健
法
等
が
改
正
さ
れ
、
老
人
医
療
制
度

対
象
年
齢
と
公
費
負
担
を
５
年
間
で
段
階

的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
平

成
２０
年
度
に
は
新
た
な
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
導
入
さ
れ
る
見
込
み
と
な
り
、
入

院
費
等
が
増
大
す
る
現
状
に
あ
る
こ
と
も

踏
ま
え
、
予
算
総
額
を
70
億
９
３
９
２
万

４
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

介
護
保
険
制
度
が
、
要
介
護
状
態
の
予

防
・
改
善
を
重
視
し
た
予
防
重
視
型
シ
ス

テ
ム
の
転
換
を
柱
と
す
る
大
幅
な
見
直
し

が
行
わ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
第
３
期
介

護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基

づ
く
事
業
運
営
を
行
う
た
め
の
予
算
計
上

で
、
予
算
総
額
を
46
億
１
６
２
９
万
３
０

０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

討　

論　
　

早
乙
女
順
子 

議
員（
賛
成
）

　

基
金
を
取
り
崩
し
保
険
料
の
値
上
げ
幅
を
抑
え
な

が
ら
も
、
継
続
し
た
安
定
し
た
事
業
運
営
が
で
き
る

よ
う
な
順
当
な
予
算
の
組
み
方
を
し
て
い
る
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
板
室
温
泉
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

年
間
の
有
収
水
量
を
７
万
１
０
０
０
㎥

と
し
、
料
金
収
入
、
そ
の
ほ
か
財
産
収
入

等
で
、
予
算
総
額
を
８
７
６
万
１
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
西
塩
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

年
間
の
有
収
水
量
を
27
万
２
５
９
２
㎥

と
し
、
料
金
収
入
と
加
入
金
等
で
２
４
５

５
万
３
０
０
０
円
、
老
朽
管
更
新
に
伴
う

施
設
整
備
費
の
財
源
に
簡
易
水
道
事
業
債

７
９
２
０
万
円
、
そ
の
ほ
か
水
道
事
業
負

担
金
、
基
金
及
び
一
般
会
計
繰
入
金
等
で
、

予
算
総
額
を
１
億
２
５
４
６
万
６
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

水
処
理
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
費
や
汚
水
・

雨
水
管
整
備
に
係
る
国
庫
補
助
対
象
事
業
、

栃
木
県
流
域
下
水
道
建
設
費
の
市
町
村
負

担
金
の
減
等
に
よ
り
、
率
に
し
て
９
・
０

％
減
の
36
億
８
４
４
２
万
４
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
予
算　

―
全
員
賛
成
―

　

南
赤
田
地
区
、
東
部
地
区
の
管
理
費
に

お
い
て
業
務
手
数
料
、
業
務
委
託
料
等
が

対
前
年
度
比
６
・
８
％
減
と
な
り
ま
す
が
、

事
業
の
起
債
償
還
元
金
の
増
額
に
よ
り
、

予
算
総
額
を
対
前
年
度
比
８
・
６
％
増
の

８
１
７
９
万
４
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
予
算　

―
全
員
賛
成
―

　

那
須
塩
原
駅
北
土
地
区
画
整
理
事
業
の

推
進
を
図
る
た
め
、
起
債
借
り
入
れ
等
に

よ
り
事
業
を
実
施
す
る
も
の
で
、
物
件
移

転
補
償
金
や
起
債
の
償
還
な
ど
、
予
算
総

額
２
億
６
６
９
２
万
３
０
０
０
円
す
る
も

の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
公
共
用
地
先

行
取
得
事
業
特
別
会
計
予
算　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
度
は
、
新
た
な
用
地
取
得
に

関
す
る
予
算
の
計
上
は
な
く
、
過
去
に
取

得
し
た
黒
磯
駅
西
口
駅
前
広
場
、
文
化
会

館
駐
車
場
用
地
、
保
健
福
祉
施
設
用
地
、

市
道
用
地
に
関
す
る
償
還
を
行
う
も
の
で
、

予
算
総
額
を
対
前
年
度
比
37
・
８
％
減
の

５
５
９
７
万
９
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
温
泉
事
業
特

別
会
計
予
算　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

市
営
温
泉
事
業
に
お
い
て
、
大
口
加
入

に
よ
る
温
泉
使
用
料
が
増
額
と
な
っ
た
こ

と
に
伴
い
、
予
算
総
額
を
対
前
年
度
比
３
・

３
％
増
の
５
５
１
１
万
５
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

平成18年第1回

3月3日～3月22日

定  例  会
さ
く
ま  

ひ
ろ
こ

う
す
い
さ
ち
お

か
わ
は
ら
ひ
ろ
こ

し
ら
い  

や
た
ろ
う

や
な
ぎ
だ
し
ょ
う
こ

い
ち
か
わ
お
さ
む
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■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
墓
地
事
業
特

別
会
計
予
算　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

赤
田
霊
園
及
び
塩
原
さ
く
ら
公
園
墓
地

の
墓
地
管
理
に
か
か
る
経
費
と
赤
田
霊
園

の
需
要
増
加
に
伴
う
区
画
増
設
の
た
め
の

測
量
設
計
業
務
委
託
料
な
ど
、
予
算
総
額

３
０
９
１
万
１
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
黒
磯
水
道
事

業
会
計
予
算　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
度
の
業
務
の
予
定
量
を
給
水

戸
数
２
万
７
５
０
戸
、
年
間
総
給
水
量
を

５
９
５
万
㎥
と
定
め
、
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。
収
益
的
収
入
及
び
支
出
で
は
、

収
益
的
収
入
の
総
額
を
11
億
１
２
７
６
万

９
０
０
０
円
、
支
出
の
総
額
を
10
億
４
８

２
２
万
１
０
０
０
円
、
ま
た
、
資
本
的
収

入
及
び
支
出
で
は
、
資
本
的
収
入
の
総
額

を
５
億
８
５
１
万
８
０
０
０
円
、
支
出
の

総
額
を
７
億
８
２
５
８
万
４
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
西
那
須
野
水

道
事
業
会
計
予
算　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
度
の
業
務
の
予
定
量
を
給
水

戸
数
２
万
３
０
０
戸
、
年
間
総
給
水
量
を

５
１
３
万
５
０
０
０
㎥
と
定
め
、
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。
収
益
的
収
入
及
び
支

出
で
は
、
収
益
的
収
入
の
総
額
を
10
億
１

３
７
８
万
６
０
０
０
円
、
支
出
の
総
額
を

９
億
４
５
４
２
万
６
０
０
０
円
、
ま
た
、

資
本
的
収
入
及
び
支
出
で
は
、
資
本
的
収

入
の
総
額
を
３
億
２
９
５
５
万
３
０
０
０

円
、
支
出
の
総
額
を
６
億
１
５
７
８
万

9
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
塩
原
水
道
事

業
会
計
予
算　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
度
の
業
務
の
予
定
量
を
給
水

戸
数
２
７
２
３
戸
、
年
間
総
給
水
量
を
１

８
３
万
㎥
と
定
め
、
予
算
編
成
を
行
い
ま

し
た
。
収
益
的
収
入
及
び
支
出
で
は
、
収

益
的
収
入
の
総
額
を
２
億
８
９
７
６
万
５

０
０
０
円
、
支
出
の
総
額
を
３
億
１
５
６

６
万
７
０
０
０
円
、
ま
た
、
資
本
的
収
入

及
び
支
出
で
は
、
資
本
的
収
入
の
総
額
を

９
８
８
０
万
１
０
０
０
円
、
支
出
の
総
額

を
１
億
９
６
６
１
万
７
０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
す
。

条

例

案

件

■
那
須
塩
原
市
国
民
保
護
協
議
会
条
例
の

制
定
に
つ
い
て　
　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の

保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
で
、

市
町
村
に
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
た
、
市

町
村
国
民
保
護
計
画
を
審
議
す
る
た
め
の

国
民
保
護
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
定
め

る
も
の
で
す
。

　

討　

論　
　

h
久
好
一 

議
員（
反
対
）

　

国
民
保
護
と
は
名
ば
か
り
で
、
市
民
を
戦
争
に
協

力
・
動
員
す
る
為
の
条
例
で
あ
り
、
平
和
憲
法
に
も

非
核
平
和
都
市
宣
言
の
精
神
に
も
反
す
る
も
の
。

金
子
哲
也 

議
員（
賛
成
）

　

竹
島
や
尖
閣
諸
島
領
有
権
、
海
底
資
源
や
漁
場
領

海
侵
犯
、
北
方
領
土
や
拉
致
問
題
等
、
外
交
紛
争
は

多
い
。
こ
の
緊
張
関
係
の
中
、
体
制
づ
く
り
は
必
要
。

早
乙
女
順
子 

議
員（
反
対
）

　

首
相
が
地
方
自
治
体
を
統
制
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、

自
衛
隊
が
介
入
し
、
日
常
的
に
戦
争
協
力
の
施
策
が

協
議
会
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

■
那
須
塩
原
市
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び

緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
条
例
の
制
定
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

武
力
攻
撃
事
態
等
が
起
き
た
場
合
に
、

市
民
の
生
命
、
財
産
等
を
保
護
す
る
た
め
、

「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保

護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
で
義

務
付
け
ら
れ
た
国
民
保
護
対
策
本
部
と
緊

急
対
処
事
態
対
策
本
部
の
設
置
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
障
害
者
自
立
支
援
審
査
会

の
委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
か
ら
障
害
者
自
立
支
援

法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
審
査

会
の
委
員
の
定
数
を
定
め
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制

定
に
つ
い
て　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１５
年
度
か
ら
国
庫
補
助
を
受
け
、

関
谷
日
の
出
地
区
に
整
備
し
て
い
た
牛
ふ

ん
尿
と
生
ご
み
の
堆
肥
化
施
設
の
完
成
に

伴
い
、
当
該
施
設
の
設
置
と
管
理
運
営
等

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
温
泉
公
園
条
例
の
制
定
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

塩
原
温
泉
地
内
に
、
平
成
１８
年
７
月
に

開
園
を
予
定
し
て
い
る
温
泉
公
園
に
つ
い

て
、
当
該
施
設
の
設
置
と
管
理
運
営
等
に

つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

■
地
方
自
治
法
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
つ
い
て　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
９
月
１
日
か
ら
す
べ
て
の「
公

の
施
設
」
が
直
営
又
は
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
り
運
営
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
直

営
と
す
る
市
の
９
つ
の
「
公
の
施
設
」
の
設

置
条
例
か
ら
「
管
理
の
委
託
」
の
規
定
を
一

括
し
て
削
除
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て　
　
　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

市
の
防
災
会
議
に
、
従
来
の
委
員
に
加

え
て
「
市
長
が
必
要
と
認
め
る
者
」
を
出
席

さ
せ
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

討　

論　
　

早
乙
女
順
子 

議
員（
反
対
）

　

防
災
会
議
に
自
衛
隊
関
係
者
を
入
れ
、
有
事
の
時

に
い
ち
早
く
国
の
管
理
下
に
お
く
た
め
と
地
域
住
民

を
日
頃
か
ら
戦
争
体
制
に
組
み
込
む
準
備
で
あ
る
。

鈴
木　

紀 

議
員（
賛
成
）

　

新
潟
中
越
地
震
、
那
須
水
害
で
被
災
者
の
救
援
復

旧
に
自
衛
隊
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
災
害
対

策
と
し
て
自
衛
隊
関
係
者
の
委
員
を
賛
成
す
る
。

■
那
須
塩
原
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

国
民
保
護
協
議
会
委
員
、
障
害
者
自
立

支
援
審
査
会
委
員
及
び
塩
原
温
泉
湯
っ
歩

の
里
副
所
長
の
報
酬
額
を
定
め
る
た
め
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常

勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
か
ら
栃
木
県
市
町
村
総

合
事
務
組
合
に
お
い
て
、
議
会
議
員
の
公

務
災
害
補
償
に
係
る
事
務
を
共
同
処
理
す

る
こ
と
及
び
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
改
正

に
よ
り
「
身
体
障
害
者
療
護
施
設
」
が
「
障

害
者
支
援
施
設
」
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
職
員
互
助
会
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
度
以
降
、
市
の
求
め
に
応
じ

国
、
県
か
ら
派
遣
さ
れ
た
者
又
は
関
係
団

体
か
ら
研
修
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
者
が
、

市
の
業
務
に
従
事
し
た
場
合
に
、
そ
の
職

員
の
互
助
会
へ
の
加
入
を
認
め
る
た
め
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
福
祉
事
務
所
設
置
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て　
　

―
全
員
賛
成
―

　

福
祉
事
務
所
の
所
管
事
務
に
、
障
害
者

自
立
支
援
法
に
関
す
る
事
務
を
加
え
る
た

め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
乳
幼
児
医
療

費
助
成
の
対
象
年
齢
を
６
歳
か
ら
９
歳
に

引
き
上
げ
、
３
歳
未
満
の
子
ど
も
に
つ
い

て
、
現
物
給
付
方
式
を
導
入
、
３
歳
か
ら

９
歳
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
償
還
払
い

と
し
、
７
歳
か
ら
９
歳
の
子
ど
も
に
つ
い

て
は
一
部
を
自
己
負
担
と
す
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
国
民
健
康
保
険
法
に
規
定
す
る

住
所
地
主
義
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
者

に
つ
い
て
、
保
険
者
で
あ
る
市
町
村
の
助

成
対
象
者
と
す
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の

で
す
。

■
那
須
塩
原
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保

険
法
に
規
定
す
る
住
所
地
主
義
の
特
例
を

受
け
る
者
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
で
あ
る

市
町
村
の
助
成
対
象
者
と
す
る
た
め
に
改

正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保

険
法
に
規
定
す
る
住
所
地
主
義
の
特
例
を

受
け
る
者
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
で
あ
る

市
町
村
の
助
成
対
象
者
と
す
る
た
め
に
改

正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
を

踏
ま
え
た
第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

基
づ
い
て
市
が
行
う
介
護
保
険
事
業
の
運

営
上
、
必
要
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
規
定

す
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ

る
土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生
防
止
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

「
栃
木
県
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ
る

土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生
の
防
止
に

関
す
る
条
例
」
の
改
正
条
例
が
平
成
１８
年

７
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県

条
例
の
改
正
に
あ
わ
せ
て
、
関
連
す
る
市

の
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

現
在
、
整
備
を
進
め
て
い
る
都
市
計
画

公
園
「
太
夫
塚
公
園
」
の
一
部
を
平
成
１８
年

度
に
供
用
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
管
理

等
を
教
育
委
員
会
へ
委
任
す
る
た
め
に
改

正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
商
工
振
興
協
議
会
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て　
　

―
全
員
賛
成
―

　

組
織
機
構
の
見
直
し
に
伴
い
、
那
須
塩

原
市
商
工
振
興
協
議
会
の
庶
務
を
処
理
す

る
部
署
の
名
称
が
「
黒
磯
支
所
商
工
観
光

担
当
課
」
か
ら
産
業
観
光
部
商
工
観
光
課
」

に
変
更
と
な
る
こ
と
か
ら
改
正
す
る
も
の

で
す
。

■
那
須
塩
原
市
公
民
館
条
例
及
び
那
須
塩

原
市
図
書
館
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

東
那
須
野
公
民
館
が
平
成
１８
年
度
４
月

か
ら
供
用
開
始
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
東

那
須
野
公
民
館
及
び
東
那
須
野
公
民
館
内

に
設
置
し
て
い
る
図
書
館
分
室
の
位
置
に

つ
い
て
、
新
た
な
位
置
に
改
め
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

条
例
の
廃
止
に
つ
い
て　

―
全
員
賛
成
―

　

組
織
機
構
の
見
直
し
に
伴
い
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
業
務
が
、
平
成
１８
年

度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
及
び
黒
磯
、
塩

原
両
支
局
の
教
育
課
に
新
た
に
設
置
さ
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
に
移
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
当
該
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

補

正

予

算

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
６
号
）　
　

   

―
賛
成
多
数
―

　

各
種
事
務
事
業
の
確
定
等
に
伴
う
事
業

費
の
調
整
や
国
の
補
正
予
算
に
伴
う
対
応

を
行
う
ほ
か
、
安
心
・
安
全
の
た
め
の
緊

急
対
応
事
業
費
を
計
上
す
る
も
の
で
、
予

算
総
額
を
３
８
６
億
３
０
２
６
万
４
０
０

０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

決
算
を
見
込
ん
だ
各
種
事
業
費
の
過
不

足
の
調
整
行
う
も
の
で
、
予
算
総
額
を
１

０
８
億
５
５
３
２
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

不
足
が
見
込
ま
れ
る
医
療
諸
費
な
ど
へ

の
対
応
で
、
予
算
総
額
を
７２
億
９
２
４
６

万
４
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

歳
出
予
算
内
の
組
替
え
調
整
を
行
う
も

の
で
、
予
算
総
額
を
４２
億
２
８
５
６
万
９

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
板
室
本
村
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）　
　
　
　
　
　
　
　

 

―
全
員
賛
成
―

　

水
道
使
用
水
量
の
落
ち
込
み
と
、
県
道

中
塩
原
板
室
那
須
線
乙
女
橋
に
添
架
し
て

い
る
送
水
管
の
漏
水
事
故
復
旧
工
事
の
精

算
に
よ
る
減
額
な
ど
を
行
う
も
の
で
、
予

算
総
額
を
１
２
６
７
万
２
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
板
室
温
泉
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）　
　
　
　
　
　
　

 　

―
全
員
賛
成
―

　

水
道
使
用
水
量
の
落
ち
込
み
に
よ
り
、

水
道
使
用
料
な
ど
を
減
額
す
る
も
の
で
、

予
算
総
額
を
８
６
１
万
1
0
0
0
円
と
す

る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
西
塩
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

水
道
事
業
費
に
お
け
る
需
用
費
等
を
減

額
す
る
も
の
で
、
予
算
総
額
を
６
３
６
９

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

受
益
者
負
担
金
前
納
報
奨
金
や
下
水
道

使
用
料
徴
収
委
託
費
等
の
委
託
料
を
増
額

す
る
一
方
、
下
水
道
事
業
費
の
確
定
に
よ

る
減
額
な
ど
の
調
整
を
行
う
も
の
で
、
予

算
総
額
を
４０
億
３
４
７
２
万
円
３
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

那
須
塩
原
駅
西
地
区
区
画
整
理
事
業
の

保
留
地
処
分
に
お
い
て
、
当
初
の
額
が
見

込
め
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
減
額
を
行
い
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
計
上
す
る
も

の
で
、
予
算
総
額
を
３
億
７
９
０
０
万

4
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
西
那
須
野
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

・
収
益
的
収
入　

雨
水
準
幹
線
整
備
事
業

に
伴
う
既
設
管
切
替
工
事
の
補
償
金
を
増

額
す
る
も
の
で
、
補
正
後
の
予
算
額
を
９

億
９
３
８
４
万
８
０
０
０
円
と
す
る
も
の

で
す
。

・
収
益
的
支
出　

配
水
管
切
替
工
事
等
に

よ
る
固
定
資
産
の
除
却
増
と
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
支
出
増
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
補
正
後
の
予
算
額
を
９
億
５
７
９
９

万
9
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

・
資
本
的
収
入　

出
資
金
・
負
担
金
・
補

償
金
へ
の
一
般
会
計
か
ら
の
支
出
の
減
額

分
と
県
の
河
川
改
修
工
事
の
補
償
金
の
増

額
分
と
の
差
し
引
き
で
、
補
正
後
の
予
算

額
を
１
億
２
５
７
５
万
４
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
塩
原
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

資
本
的
支
出
で
は
、
簡
易
水
道
事
業
の

建
設
改
良
費
を
減
額
す
る
も
の
で
、
予
算

総
額
を
１
億
１
０
９
６
万
４
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
す
。
資
本
的
収
入
で
は
、
企

業
債
、
一
般
会
計
補
助
金
を
減
額
す
る
も

の
で
、
予
算
総
額
を
３
４
９
０
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

６０
の
「
公
の
施
設
」
に
お
け
る
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
基
づ
き
、「
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
よ

う
と
す
る
公
の
施
設
の
名
称
」「
指
定
管
理

者
と
な
る
団
体
の
名
称
」「
指
定
の
期
間
等
」

の
３
つ
の
事
項
に
つ
い
て
、
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　

討　

論　
　

早
乙
女
順
子 

議
員（
反
対
）

　

執
行
機
関
単
独
の
選
定
で
、
公
平
性
と
透
明
性
が
確

保
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
議
会
に
は
形
だ
け
の
情
報

提
供
で
、
議
会
が
責
任
を
持
て
な
い
提
案
で
あ
る
。

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
﹇
三
島
学
校
給

食
共
同
調
理
場
（
仮
称
）
改
築
事
業
に
伴
う

用
地
﹈　
　
　
　
　

 　
　

―
全
員
賛
成
―

　

（
仮
称
）
三
島
学
校
給
食
共
同
調
理
場
改

築
事
業
に
要
す
る
用
地
の
取
得
に
つ
い
て
、

「
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財

産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
」
の

規
定
に
基
づ
き
、
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　

取
得
予
定
地
の
合
計
面
積
は
、
６
１
９

７
・
66
㎡
、
取
得
予
定
価
格
は
、
１
億
８

４
５
万
９
０
５
０
円
と
な
り
ま
す
。

■
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
―
全
員
賛
成
―

　

市
営
住
宅
家
賃
滞
納
者
訴
訟
要
綱
第
５

条
の
規
定
に
よ
り
、
宇
都
宮
地
方
裁
判
所

大
田
原
支
部
に
対
し
て
、
滞
納
家
賃
の
支

払
い
及
び
市
営
住
宅
の
明
渡
し
の
訴
え
を

提
起
す
る
も
の
で
す
。

■
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

道
路
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
の
土
地

開
発
市
道
要
綱
に
よ
る
開
発
道
路
１
路
線

を
受
け
入
れ
、
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
結
果
、
市
道
の
総
延
長
は
、
１
２

２
５
・
１
㎞
、
実
延
長
は
、
１
１
７
８
・

４
㎞
、
市
道
路
線
の
総
数
は
２
２
８
４
路

線
と
な
り
ま
す
。

■
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
に
お
い

て
、
市
町
村
の
合
併
に
よ
る
構
成
市
町
村

の
数
の
減
少
に
伴
い
、
組
合
議
員
の
定
数

の
見
直
し
を
行
い
、
組
合
規
約
を
変
更
し

て
、
議
員
の
定
数
を
１４
名
か
ら
９
名
と
し
、

そ
の
構
成
を
大
田
原
市
３
名
、
那
須
塩
原

市
３
名
、
那
須
町
３
名
と
す
る
も
の
で
す
。

■
黒
磯
那
須
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

黒
磯
那
須
消
防
組
合
に
お
い
て
、
組
合

議
員
の
定
数
の
見
直
し
を
行
い
、
組
合
規

約
を
変
更
し
て
、
議
員
の
定
数
を
１６
名
か

ら
８
名
と
し
、
そ
の
構
成
を
那
須
塩
原
市

４
名
、
那
須
町
４
名
と
す
る
も
の
で
す
。

■
大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
大
田

原
地
区
広
域
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
に
お
い
て
、

市
町
村
の
合
併
に
よ
る
構
成
市
町
村
の
数

の
減
少
に
伴
い
、
組
合
議
員
の
定
数
の
見

直
し
を
行
い
、
組
合
規
約
を
変
更
し
て
、

議
員
の
定
数
を
１５
名
か
ら
８
名
と
し
、
そ

の
構
成
を
大
田
原
市
４
名
、
那
須
塩
原
市

４
名
と
す
る
も
の
で
す
。

■
黒
磯
那
須
公
設
卸
売
市
場
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て　
　

―
全
員
賛
成
―

　

黒
磯
那
須
公
設
卸
売
市
場
事
務
組
合
に

お
い
て
、
組
合
議
員
の
定
数
の
見
直
し
を

行
い
、
組
合
規
約
を
変
更
し
て
、
議
員
の

定
数
を
１４
名
か
ら
８
名
と
し
、
そ
の
構
成

を
那
須
塩
原
市
４
名
、
那
須
町
４
名
と
す

る
も
の
で
す
。

■
栃
木
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
等
組
合

の
解
散
に
つ
い
て　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
栃
木
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
を
設
立
し
、
同
組
合
に

お
い
て
栃
木
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
等

組
合
で
処
理
し
て
い
る
事
務
を
共
同
処
理

す
る
こ
と
か
ら
、
３
月
３１
日
を
も
っ
て
解

散
す
る
も
の
で
す
。

■
栃
木
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
等
組
合

の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

栃
木
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
等
組
合

の
解
散
に
伴
い
、
財
産
の
処
分
を
行
う
も

の
で
す
。

■
栃
木
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
の

解
散
に
つ
い
て　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
栃
木
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
を
設
立
し
、
同
組
合
に

お
い
て
市
職
員
の
退
職
手
当
支
給
に
係
る

事
務
を
共
同
処
理
す
る
こ
と
か
ら
、
栃
木

県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
３
月
31

日
も
っ
て
解
散
す
る
も
の
で
す
。

　

討　

論　
　

h
久
好
一 

議
員（
反
対
）

　

市
民
と
市
役
所
を
戦
争
に
協
力
・
動
員
す
る
も
の

で
、
指
定
公
共
機
関
に
さ
れ
る
と
、
消
防
や
救
急
・

病
院
も
ア
メ
リ
カ
軍
や
自
衛
隊
が
優
先
さ
れ
る
。

金
子
哲
也 

議
員（
賛
成
）

　

国
民
保
護
協
議
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
の
討
論

と
同
じ
内
容
で
あ
る
。

早
乙
女
順
子 

議
員（
反
対
）

　

国
民
の
生
命
も
財
産
も
守
ら
な
い
と
わ
か
っ
て
も
、

職
務
拒
否
し
た
場
合
、
処
分
対
象
と
な
る
。
そ
の
仕

事
に
市
職
員
が
携
わ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
他
の
案
件

（
平
成
１８
年
度
当
初
予
算
の
概
要
を
９
ペ

ー
ジ
か
ら
１１
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

    市議会会議録の

閲覧・検索ができます
ホームページで定例会・臨時会
会議録の閲覧・検索ができます。
ぜひご利用ください。
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■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
墓
地
事
業
特

別
会
計
予
算　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

赤
田
霊
園
及
び
塩
原
さ
く
ら
公
園
墓
地

の
墓
地
管
理
に
か
か
る
経
費
と
赤
田
霊
園

の
需
要
増
加
に
伴
う
区
画
増
設
の
た
め
の

測
量
設
計
業
務
委
託
料
な
ど
、
予
算
総
額

３
０
９
１
万
１
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
黒
磯
水
道
事

業
会
計
予
算　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
度
の
業
務
の
予
定
量
を
給
水

戸
数
２
万
７
５
０
戸
、
年
間
総
給
水
量
を

５
９
５
万
㎥
と
定
め
、
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。
収
益
的
収
入
及
び
支
出
で
は
、

収
益
的
収
入
の
総
額
を
11
億
１
２
７
６
万

９
０
０
０
円
、
支
出
の
総
額
を
10
億
４
８

２
２
万
１
０
０
０
円
、
ま
た
、
資
本
的
収

入
及
び
支
出
で
は
、
資
本
的
収
入
の
総
額

を
５
億
８
５
１
万
８
０
０
０
円
、
支
出
の

総
額
を
７
億
８
２
５
８
万
４
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
西
那
須
野
水

道
事
業
会
計
予
算　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
度
の
業
務
の
予
定
量
を
給
水

戸
数
２
万
３
０
０
戸
、
年
間
総
給
水
量
を

５
１
３
万
５
０
０
０
㎥
と
定
め
、
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。
収
益
的
収
入
及
び
支

出
で
は
、
収
益
的
収
入
の
総
額
を
10
億
１

３
７
８
万
６
０
０
０
円
、
支
出
の
総
額
を

９
億
４
５
４
２
万
６
０
０
０
円
、
ま
た
、

資
本
的
収
入
及
び
支
出
で
は
、
資
本
的
収

入
の
総
額
を
３
億
２
９
５
５
万
３
０
０
０

円
、
支
出
の
総
額
を
６
億
１
５
７
８
万

9
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
塩
原
水
道
事

業
会
計
予
算　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
度
の
業
務
の
予
定
量
を
給
水

戸
数
２
７
２
３
戸
、
年
間
総
給
水
量
を
１

８
３
万
㎥
と
定
め
、
予
算
編
成
を
行
い
ま

し
た
。
収
益
的
収
入
及
び
支
出
で
は
、
収

益
的
収
入
の
総
額
を
２
億
８
９
７
６
万
５

０
０
０
円
、
支
出
の
総
額
を
３
億
１
５
６

６
万
７
０
０
０
円
、
ま
た
、
資
本
的
収
入

及
び
支
出
で
は
、
資
本
的
収
入
の
総
額
を

９
８
８
０
万
１
０
０
０
円
、
支
出
の
総
額

を
１
億
９
６
６
１
万
７
０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
す
。

条

例

案

件

■
那
須
塩
原
市
国
民
保
護
協
議
会
条
例
の

制
定
に
つ
い
て　
　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の

保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
で
、

市
町
村
に
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
た
、
市

町
村
国
民
保
護
計
画
を
審
議
す
る
た
め
の

国
民
保
護
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
定
め

る
も
の
で
す
。

　

討　

論　
　

h
久
好
一 

議
員（
反
対
）

　

国
民
保
護
と
は
名
ば
か
り
で
、
市
民
を
戦
争
に
協

力
・
動
員
す
る
為
の
条
例
で
あ
り
、
平
和
憲
法
に
も

非
核
平
和
都
市
宣
言
の
精
神
に
も
反
す
る
も
の
。

金
子
哲
也 

議
員（
賛
成
）

　

竹
島
や
尖
閣
諸
島
領
有
権
、
海
底
資
源
や
漁
場
領

海
侵
犯
、
北
方
領
土
や
拉
致
問
題
等
、
外
交
紛
争
は

多
い
。
こ
の
緊
張
関
係
の
中
、
体
制
づ
く
り
は
必
要
。

早
乙
女
順
子 

議
員（
反
対
）

　

首
相
が
地
方
自
治
体
を
統
制
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、

自
衛
隊
が
介
入
し
、
日
常
的
に
戦
争
協
力
の
施
策
が

協
議
会
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

■
那
須
塩
原
市
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び

緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
条
例
の
制
定
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

武
力
攻
撃
事
態
等
が
起
き
た
場
合
に
、

市
民
の
生
命
、
財
産
等
を
保
護
す
る
た
め
、

「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保

護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
で
義

務
付
け
ら
れ
た
国
民
保
護
対
策
本
部
と
緊

急
対
処
事
態
対
策
本
部
の
設
置
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
障
害
者
自
立
支
援
審
査
会

の
委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
か
ら
障
害
者
自
立
支
援

法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
審
査

会
の
委
員
の
定
数
を
定
め
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制

定
に
つ
い
て　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１５
年
度
か
ら
国
庫
補
助
を
受
け
、

関
谷
日
の
出
地
区
に
整
備
し
て
い
た
牛
ふ

ん
尿
と
生
ご
み
の
堆
肥
化
施
設
の
完
成
に

伴
い
、
当
該
施
設
の
設
置
と
管
理
運
営
等

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
温
泉
公
園
条
例
の
制
定
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

塩
原
温
泉
地
内
に
、
平
成
１８
年
７
月
に

開
園
を
予
定
し
て
い
る
温
泉
公
園
に
つ
い

て
、
当
該
施
設
の
設
置
と
管
理
運
営
等
に

つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

■
地
方
自
治
法
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
つ
い
て　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
９
月
１
日
か
ら
す
べ
て
の「
公

の
施
設
」
が
直
営
又
は
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
り
運
営
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
直

営
と
す
る
市
の
９
つ
の
「
公
の
施
設
」
の
設

置
条
例
か
ら
「
管
理
の
委
託
」
の
規
定
を
一

括
し
て
削
除
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て　
　
　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

市
の
防
災
会
議
に
、
従
来
の
委
員
に
加

え
て
「
市
長
が
必
要
と
認
め
る
者
」
を
出
席

さ
せ
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

討　

論　
　

早
乙
女
順
子 

議
員（
反
対
）

　

防
災
会
議
に
自
衛
隊
関
係
者
を
入
れ
、
有
事
の
時

に
い
ち
早
く
国
の
管
理
下
に
お
く
た
め
と
地
域
住
民

を
日
頃
か
ら
戦
争
体
制
に
組
み
込
む
準
備
で
あ
る
。

鈴
木　

紀 

議
員（
賛
成
）

　

新
潟
中
越
地
震
、
那
須
水
害
で
被
災
者
の
救
援
復

旧
に
自
衛
隊
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
災
害
対

策
と
し
て
自
衛
隊
関
係
者
の
委
員
を
賛
成
す
る
。

■
那
須
塩
原
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

国
民
保
護
協
議
会
委
員
、
障
害
者
自
立

支
援
審
査
会
委
員
及
び
塩
原
温
泉
湯
っ
歩

の
里
副
所
長
の
報
酬
額
を
定
め
る
た
め
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常

勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
か
ら
栃
木
県
市
町
村
総

合
事
務
組
合
に
お
い
て
、
議
会
議
員
の
公

務
災
害
補
償
に
係
る
事
務
を
共
同
処
理
す

る
こ
と
及
び
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
改
正

に
よ
り
「
身
体
障
害
者
療
護
施
設
」
が
「
障

害
者
支
援
施
設
」
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
職
員
互
助
会
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
度
以
降
、
市
の
求
め
に
応
じ

国
、
県
か
ら
派
遣
さ
れ
た
者
又
は
関
係
団

体
か
ら
研
修
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
者
が
、

市
の
業
務
に
従
事
し
た
場
合
に
、
そ
の
職

員
の
互
助
会
へ
の
加
入
を
認
め
る
た
め
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
福
祉
事
務
所
設
置
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て　
　

―
全
員
賛
成
―

　

福
祉
事
務
所
の
所
管
事
務
に
、
障
害
者

自
立
支
援
法
に
関
す
る
事
務
を
加
え
る
た

め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
乳
幼
児
医
療

費
助
成
の
対
象
年
齢
を
６
歳
か
ら
９
歳
に

引
き
上
げ
、
３
歳
未
満
の
子
ど
も
に
つ
い

て
、
現
物
給
付
方
式
を
導
入
、
３
歳
か
ら

９
歳
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
償
還
払
い

と
し
、
７
歳
か
ら
９
歳
の
子
ど
も
に
つ
い

て
は
一
部
を
自
己
負
担
と
す
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
国
民
健
康
保
険
法
に
規
定
す
る

住
所
地
主
義
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
者

に
つ
い
て
、
保
険
者
で
あ
る
市
町
村
の
助

成
対
象
者
と
す
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の

で
す
。

■
那
須
塩
原
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保

険
法
に
規
定
す
る
住
所
地
主
義
の
特
例
を

受
け
る
者
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
で
あ
る

市
町
村
の
助
成
対
象
者
と
す
る
た
め
に
改

正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保

険
法
に
規
定
す
る
住
所
地
主
義
の
特
例
を

受
け
る
者
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
で
あ
る

市
町
村
の
助
成
対
象
者
と
す
る
た
め
に
改

正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
を

踏
ま
え
た
第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

基
づ
い
て
市
が
行
う
介
護
保
険
事
業
の
運

営
上
、
必
要
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
規
定

す
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ

る
土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生
防
止
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

「
栃
木
県
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ
る

土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生
の
防
止
に

関
す
る
条
例
」
の
改
正
条
例
が
平
成
１８
年

７
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県

条
例
の
改
正
に
あ
わ
せ
て
、
関
連
す
る
市

の
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

現
在
、
整
備
を
進
め
て
い
る
都
市
計
画

公
園
「
太
夫
塚
公
園
」
の
一
部
を
平
成
１８
年

度
に
供
用
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
管
理

等
を
教
育
委
員
会
へ
委
任
す
る
た
め
に
改

正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
商
工
振
興
協
議
会
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て　
　

―
全
員
賛
成
―

　

組
織
機
構
の
見
直
し
に
伴
い
、
那
須
塩

原
市
商
工
振
興
協
議
会
の
庶
務
を
処
理
す

る
部
署
の
名
称
が
「
黒
磯
支
所
商
工
観
光

担
当
課
」
か
ら
産
業
観
光
部
商
工
観
光
課
」

に
変
更
と
な
る
こ
と
か
ら
改
正
す
る
も
の

で
す
。

■
那
須
塩
原
市
公
民
館
条
例
及
び
那
須
塩

原
市
図
書
館
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

東
那
須
野
公
民
館
が
平
成
１８
年
度
４
月

か
ら
供
用
開
始
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
東

那
須
野
公
民
館
及
び
東
那
須
野
公
民
館
内

に
設
置
し
て
い
る
図
書
館
分
室
の
位
置
に

つ
い
て
、
新
た
な
位
置
に
改
め
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

条
例
の
廃
止
に
つ
い
て　

―
全
員
賛
成
―

　

組
織
機
構
の
見
直
し
に
伴
い
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
業
務
が
、
平
成
１８
年

度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
及
び
黒
磯
、
塩

原
両
支
局
の
教
育
課
に
新
た
に
設
置
さ
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
に
移
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
当
該
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

補

正

予

算

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
６
号
）　
　

   

―
賛
成
多
数
―

　

各
種
事
務
事
業
の
確
定
等
に
伴
う
事
業

費
の
調
整
や
国
の
補
正
予
算
に
伴
う
対
応

を
行
う
ほ
か
、
安
心
・
安
全
の
た
め
の
緊

急
対
応
事
業
費
を
計
上
す
る
も
の
で
、
予

算
総
額
を
３
８
６
億
３
０
２
６
万
４
０
０

０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

決
算
を
見
込
ん
だ
各
種
事
業
費
の
過
不

足
の
調
整
行
う
も
の
で
、
予
算
総
額
を
１

０
８
億
５
５
３
２
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

不
足
が
見
込
ま
れ
る
医
療
諸
費
な
ど
へ

の
対
応
で
、
予
算
総
額
を
７２
億
９
２
４
６

万
４
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

歳
出
予
算
内
の
組
替
え
調
整
を
行
う
も

の
で
、
予
算
総
額
を
４２
億
２
８
５
６
万
９

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
板
室
本
村
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）　
　
　
　
　
　
　
　

 

―
全
員
賛
成
―

　

水
道
使
用
水
量
の
落
ち
込
み
と
、
県
道

中
塩
原
板
室
那
須
線
乙
女
橋
に
添
架
し
て

い
る
送
水
管
の
漏
水
事
故
復
旧
工
事
の
精

算
に
よ
る
減
額
な
ど
を
行
う
も
の
で
、
予

算
総
額
を
１
２
６
７
万
２
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
板
室
温
泉
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）　
　
　
　
　
　
　

 　

―
全
員
賛
成
―

　

水
道
使
用
水
量
の
落
ち
込
み
に
よ
り
、

水
道
使
用
料
な
ど
を
減
額
す
る
も
の
で
、

予
算
総
額
を
８
６
１
万
1
0
0
0
円
と
す

る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
西
塩
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

水
道
事
業
費
に
お
け
る
需
用
費
等
を
減

額
す
る
も
の
で
、
予
算
総
額
を
６
３
６
９

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

受
益
者
負
担
金
前
納
報
奨
金
や
下
水
道

使
用
料
徴
収
委
託
費
等
の
委
託
料
を
増
額

す
る
一
方
、
下
水
道
事
業
費
の
確
定
に
よ

る
減
額
な
ど
の
調
整
を
行
う
も
の
で
、
予

算
総
額
を
４０
億
３
４
７
２
万
円
３
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

那
須
塩
原
駅
西
地
区
区
画
整
理
事
業
の

保
留
地
処
分
に
お
い
て
、
当
初
の
額
が
見

込
め
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
減
額
を
行
い
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
計
上
す
る
も

の
で
、
予
算
総
額
を
３
億
７
９
０
０
万

4
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
西
那
須
野
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

・
収
益
的
収
入　

雨
水
準
幹
線
整
備
事
業

に
伴
う
既
設
管
切
替
工
事
の
補
償
金
を
増

額
す
る
も
の
で
、
補
正
後
の
予
算
額
を
９

億
９
３
８
４
万
８
０
０
０
円
と
す
る
も
の

で
す
。

・
収
益
的
支
出　

配
水
管
切
替
工
事
等
に

よ
る
固
定
資
産
の
除
却
増
と
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
支
出
増
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
補
正
後
の
予
算
額
を
９
億
５
７
９
９

万
9
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

・
資
本
的
収
入　

出
資
金
・
負
担
金
・
補

償
金
へ
の
一
般
会
計
か
ら
の
支
出
の
減
額

分
と
県
の
河
川
改
修
工
事
の
補
償
金
の
増

額
分
と
の
差
し
引
き
で
、
補
正
後
の
予
算

額
を
１
億
２
５
７
５
万
４
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
塩
原
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

資
本
的
支
出
で
は
、
簡
易
水
道
事
業
の

建
設
改
良
費
を
減
額
す
る
も
の
で
、
予
算

総
額
を
１
億
１
０
９
６
万
４
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
す
。
資
本
的
収
入
で
は
、
企

業
債
、
一
般
会
計
補
助
金
を
減
額
す
る
も

の
で
、
予
算
総
額
を
３
４
９
０
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

６０
の
「
公
の
施
設
」
に
お
け
る
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
基
づ
き
、「
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
よ

う
と
す
る
公
の
施
設
の
名
称
」「
指
定
管
理

者
と
な
る
団
体
の
名
称
」「
指
定
の
期
間
等
」

の
３
つ
の
事
項
に
つ
い
て
、
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　

討　

論　
　

早
乙
女
順
子 

議
員（
反
対
）

　

執
行
機
関
単
独
の
選
定
で
、
公
平
性
と
透
明
性
が
確

保
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
議
会
に
は
形
だ
け
の
情
報

提
供
で
、
議
会
が
責
任
を
持
て
な
い
提
案
で
あ
る
。

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
﹇
三
島
学
校
給

食
共
同
調
理
場
（
仮
称
）
改
築
事
業
に
伴
う

用
地
﹈　
　
　
　
　

 　
　

―
全
員
賛
成
―

　

（
仮
称
）
三
島
学
校
給
食
共
同
調
理
場
改

築
事
業
に
要
す
る
用
地
の
取
得
に
つ
い
て
、

「
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財

産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
」
の

規
定
に
基
づ
き
、
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　

取
得
予
定
地
の
合
計
面
積
は
、
６
１
９

７
・
66
㎡
、
取
得
予
定
価
格
は
、
１
億
８

４
５
万
９
０
５
０
円
と
な
り
ま
す
。

■
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
―
全
員
賛
成
―

　

市
営
住
宅
家
賃
滞
納
者
訴
訟
要
綱
第
５

条
の
規
定
に
よ
り
、
宇
都
宮
地
方
裁
判
所

大
田
原
支
部
に
対
し
て
、
滞
納
家
賃
の
支

払
い
及
び
市
営
住
宅
の
明
渡
し
の
訴
え
を

提
起
す
る
も
の
で
す
。

■
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

道
路
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
の
土
地

開
発
市
道
要
綱
に
よ
る
開
発
道
路
１
路
線

を
受
け
入
れ
、
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
結
果
、
市
道
の
総
延
長
は
、
１
２

２
５
・
１
㎞
、
実
延
長
は
、
１
１
７
８
・

４
㎞
、
市
道
路
線
の
総
数
は
２
２
８
４
路

線
と
な
り
ま
す
。

■
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
に
お
い

て
、
市
町
村
の
合
併
に
よ
る
構
成
市
町
村

の
数
の
減
少
に
伴
い
、
組
合
議
員
の
定
数

の
見
直
し
を
行
い
、
組
合
規
約
を
変
更
し

て
、
議
員
の
定
数
を
１４
名
か
ら
９
名
と
し
、

そ
の
構
成
を
大
田
原
市
３
名
、
那
須
塩
原

市
３
名
、
那
須
町
３
名
と
す
る
も
の
で
す
。

■
黒
磯
那
須
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

黒
磯
那
須
消
防
組
合
に
お
い
て
、
組
合

議
員
の
定
数
の
見
直
し
を
行
い
、
組
合
規

約
を
変
更
し
て
、
議
員
の
定
数
を
１６
名
か

ら
８
名
と
し
、
そ
の
構
成
を
那
須
塩
原
市

４
名
、
那
須
町
４
名
と
す
る
も
の
で
す
。

■
大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
大
田

原
地
区
広
域
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
に
お
い
て
、

市
町
村
の
合
併
に
よ
る
構
成
市
町
村
の
数

の
減
少
に
伴
い
、
組
合
議
員
の
定
数
の
見

直
し
を
行
い
、
組
合
規
約
を
変
更
し
て
、

議
員
の
定
数
を
１５
名
か
ら
８
名
と
し
、
そ

の
構
成
を
大
田
原
市
４
名
、
那
須
塩
原
市

４
名
と
す
る
も
の
で
す
。

■
黒
磯
那
須
公
設
卸
売
市
場
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て　
　

―
全
員
賛
成
―

　

黒
磯
那
須
公
設
卸
売
市
場
事
務
組
合
に

お
い
て
、
組
合
議
員
の
定
数
の
見
直
し
を

行
い
、
組
合
規
約
を
変
更
し
て
、
議
員
の

定
数
を
１４
名
か
ら
８
名
と
し
、
そ
の
構
成

を
那
須
塩
原
市
４
名
、
那
須
町
４
名
と
す

る
も
の
で
す
。

■
栃
木
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
等
組
合

の
解
散
に
つ
い
て　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
栃
木
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
を
設
立
し
、
同
組
合
に

お
い
て
栃
木
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
等

組
合
で
処
理
し
て
い
る
事
務
を
共
同
処
理

す
る
こ
と
か
ら
、
３
月
３１
日
を
も
っ
て
解

散
す
る
も
の
で
す
。

■
栃
木
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
等
組
合

の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

栃
木
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
等
組
合

の
解
散
に
伴
い
、
財
産
の
処
分
を
行
う
も

の
で
す
。

■
栃
木
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
の

解
散
に
つ
い
て　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
栃
木
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
を
設
立
し
、
同
組
合
に

お
い
て
市
職
員
の
退
職
手
当
支
給
に
係
る

事
務
を
共
同
処
理
す
る
こ
と
か
ら
、
栃
木

県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
３
月
31

日
も
っ
て
解
散
す
る
も
の
で
す
。

　

討　

論　
　

h
久
好
一 

議
員（
反
対
）

　

市
民
と
市
役
所
を
戦
争
に
協
力
・
動
員
す
る
も
の

で
、
指
定
公
共
機
関
に
さ
れ
る
と
、
消
防
や
救
急
・

病
院
も
ア
メ
リ
カ
軍
や
自
衛
隊
が
優
先
さ
れ
る
。

金
子
哲
也 

議
員（
賛
成
）

　

国
民
保
護
協
議
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
の
討
論

と
同
じ
内
容
で
あ
る
。

早
乙
女
順
子 

議
員（
反
対
）

　

国
民
の
生
命
も
財
産
も
守
ら
な
い
と
わ
か
っ
て
も
、

職
務
拒
否
し
た
場
合
、
処
分
対
象
と
な
る
。
そ
の
仕

事
に
市
職
員
が
携
わ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
他
の
案
件

（
平
成
１８
年
度
当
初
予
算
の
概
要
を
９
ペ

ー
ジ
か
ら
１１
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

    市議会会議録の

閲覧・検索ができます
ホームページで定例会・臨時会
会議録の閲覧・検索ができます。
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■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
墓
地
事
業
特

別
会
計
予
算　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

赤
田
霊
園
及
び
塩
原
さ
く
ら
公
園
墓
地

の
墓
地
管
理
に
か
か
る
経
費
と
赤
田
霊
園

の
需
要
増
加
に
伴
う
区
画
増
設
の
た
め
の

測
量
設
計
業
務
委
託
料
な
ど
、
予
算
総
額

３
０
９
１
万
１
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
黒
磯
水
道
事

業
会
計
予
算　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
度
の
業
務
の
予
定
量
を
給
水

戸
数
２
万
７
５
０
戸
、
年
間
総
給
水
量
を

５
９
５
万
㎥
と
定
め
、
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。
収
益
的
収
入
及
び
支
出
で
は
、

収
益
的
収
入
の
総
額
を
11
億
１
２
７
６
万

９
０
０
０
円
、
支
出
の
総
額
を
10
億
４
８

２
２
万
１
０
０
０
円
、
ま
た
、
資
本
的
収

入
及
び
支
出
で
は
、
資
本
的
収
入
の
総
額

を
５
億
８
５
１
万
８
０
０
０
円
、
支
出
の

総
額
を
７
億
８
２
５
８
万
４
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
西
那
須
野
水

道
事
業
会
計
予
算　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
度
の
業
務
の
予
定
量
を
給
水

戸
数
２
万
３
０
０
戸
、
年
間
総
給
水
量
を

５
１
３
万
５
０
０
０
㎥
と
定
め
、
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。
収
益
的
収
入
及
び
支

出
で
は
、
収
益
的
収
入
の
総
額
を
10
億
１

３
７
８
万
６
０
０
０
円
、
支
出
の
総
額
を

９
億
４
５
４
２
万
６
０
０
０
円
、
ま
た
、

資
本
的
収
入
及
び
支
出
で
は
、
資
本
的
収

入
の
総
額
を
３
億
２
９
５
５
万
３
０
０
０

円
、
支
出
の
総
額
を
６
億
１
５
７
８
万

9
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
塩
原
水
道
事

業
会
計
予
算　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
度
の
業
務
の
予
定
量
を
給
水

戸
数
２
７
２
３
戸
、
年
間
総
給
水
量
を
１

８
３
万
㎥
と
定
め
、
予
算
編
成
を
行
い
ま

し
た
。
収
益
的
収
入
及
び
支
出
で
は
、
収

益
的
収
入
の
総
額
を
２
億
８
９
７
６
万
５

０
０
０
円
、
支
出
の
総
額
を
３
億
１
５
６

６
万
７
０
０
０
円
、
ま
た
、
資
本
的
収
入

及
び
支
出
で
は
、
資
本
的
収
入
の
総
額
を

９
８
８
０
万
１
０
０
０
円
、
支
出
の
総
額

を
１
億
９
６
６
１
万
７
０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
す
。

条

例

案

件

■
那
須
塩
原
市
国
民
保
護
協
議
会
条
例
の

制
定
に
つ
い
て　
　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の

保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
で
、

市
町
村
に
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
た
、
市

町
村
国
民
保
護
計
画
を
審
議
す
る
た
め
の

国
民
保
護
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
定
め

る
も
の
で
す
。

　

討　

論　
　

h
久
好
一 

議
員（
反
対
）

　

国
民
保
護
と
は
名
ば
か
り
で
、
市
民
を
戦
争
に
協

力
・
動
員
す
る
為
の
条
例
で
あ
り
、
平
和
憲
法
に
も

非
核
平
和
都
市
宣
言
の
精
神
に
も
反
す
る
も
の
。

金
子
哲
也 

議
員（
賛
成
）

　

竹
島
や
尖
閣
諸
島
領
有
権
、
海
底
資
源
や
漁
場
領

海
侵
犯
、
北
方
領
土
や
拉
致
問
題
等
、
外
交
紛
争
は

多
い
。
こ
の
緊
張
関
係
の
中
、
体
制
づ
く
り
は
必
要
。

早
乙
女
順
子 

議
員（
反
対
）

　

首
相
が
地
方
自
治
体
を
統
制
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、

自
衛
隊
が
介
入
し
、
日
常
的
に
戦
争
協
力
の
施
策
が

協
議
会
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

■
那
須
塩
原
市
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び

緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
条
例
の
制
定
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

武
力
攻
撃
事
態
等
が
起
き
た
場
合
に
、

市
民
の
生
命
、
財
産
等
を
保
護
す
る
た
め
、

「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保

護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
で
義

務
付
け
ら
れ
た
国
民
保
護
対
策
本
部
と
緊

急
対
処
事
態
対
策
本
部
の
設
置
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
障
害
者
自
立
支
援
審
査
会

の
委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
か
ら
障
害
者
自
立
支
援

法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
審
査

会
の
委
員
の
定
数
を
定
め
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制

定
に
つ
い
て　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１５
年
度
か
ら
国
庫
補
助
を
受
け
、

関
谷
日
の
出
地
区
に
整
備
し
て
い
た
牛
ふ

ん
尿
と
生
ご
み
の
堆
肥
化
施
設
の
完
成
に

伴
い
、
当
該
施
設
の
設
置
と
管
理
運
営
等

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
温
泉
公
園
条
例
の
制
定
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

塩
原
温
泉
地
内
に
、
平
成
１８
年
７
月
に

開
園
を
予
定
し
て
い
る
温
泉
公
園
に
つ
い

て
、
当
該
施
設
の
設
置
と
管
理
運
営
等
に

つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

■
地
方
自
治
法
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
つ
い
て　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
９
月
１
日
か
ら
す
べ
て
の「
公

の
施
設
」
が
直
営
又
は
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
り
運
営
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
直

営
と
す
る
市
の
９
つ
の
「
公
の
施
設
」
の
設

置
条
例
か
ら
「
管
理
の
委
託
」
の
規
定
を
一

括
し
て
削
除
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て　
　
　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

市
の
防
災
会
議
に
、
従
来
の
委
員
に
加

え
て
「
市
長
が
必
要
と
認
め
る
者
」
を
出
席

さ
せ
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

討　

論　
　

早
乙
女
順
子 

議
員（
反
対
）

　

防
災
会
議
に
自
衛
隊
関
係
者
を
入
れ
、
有
事
の
時

に
い
ち
早
く
国
の
管
理
下
に
お
く
た
め
と
地
域
住
民

を
日
頃
か
ら
戦
争
体
制
に
組
み
込
む
準
備
で
あ
る
。

鈴
木　

紀 

議
員（
賛
成
）

　

新
潟
中
越
地
震
、
那
須
水
害
で
被
災
者
の
救
援
復

旧
に
自
衛
隊
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
災
害
対

策
と
し
て
自
衛
隊
関
係
者
の
委
員
を
賛
成
す
る
。

■
那
須
塩
原
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

国
民
保
護
協
議
会
委
員
、
障
害
者
自
立

支
援
審
査
会
委
員
及
び
塩
原
温
泉
湯
っ
歩

の
里
副
所
長
の
報
酬
額
を
定
め
る
た
め
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常

勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
か
ら
栃
木
県
市
町
村
総

合
事
務
組
合
に
お
い
て
、
議
会
議
員
の
公

務
災
害
補
償
に
係
る
事
務
を
共
同
処
理
す

る
こ
と
及
び
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
改
正

に
よ
り
「
身
体
障
害
者
療
護
施
設
」
が
「
障

害
者
支
援
施
設
」
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
職
員
互
助
会
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
度
以
降
、
市
の
求
め
に
応
じ

国
、
県
か
ら
派
遣
さ
れ
た
者
又
は
関
係
団

体
か
ら
研
修
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
者
が
、

市
の
業
務
に
従
事
し
た
場
合
に
、
そ
の
職

員
の
互
助
会
へ
の
加
入
を
認
め
る
た
め
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
福
祉
事
務
所
設
置
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て　
　

―
全
員
賛
成
―

　

福
祉
事
務
所
の
所
管
事
務
に
、
障
害
者

自
立
支
援
法
に
関
す
る
事
務
を
加
え
る
た

め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
乳
幼
児
医
療

費
助
成
の
対
象
年
齢
を
６
歳
か
ら
９
歳
に

引
き
上
げ
、
３
歳
未
満
の
子
ど
も
に
つ
い

て
、
現
物
給
付
方
式
を
導
入
、
３
歳
か
ら

９
歳
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
償
還
払
い

と
し
、
７
歳
か
ら
９
歳
の
子
ど
も
に
つ
い

て
は
一
部
を
自
己
負
担
と
す
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
国
民
健
康
保
険
法
に
規
定
す
る

住
所
地
主
義
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
者

に
つ
い
て
、
保
険
者
で
あ
る
市
町
村
の
助

成
対
象
者
と
す
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の

で
す
。

■
那
須
塩
原
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保

険
法
に
規
定
す
る
住
所
地
主
義
の
特
例
を

受
け
る
者
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
で
あ
る

市
町
村
の
助
成
対
象
者
と
す
る
た
め
に
改

正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保

険
法
に
規
定
す
る
住
所
地
主
義
の
特
例
を

受
け
る
者
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
で
あ
る

市
町
村
の
助
成
対
象
者
と
す
る
た
め
に
改

正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
を

踏
ま
え
た
第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

基
づ
い
て
市
が
行
う
介
護
保
険
事
業
の
運

営
上
、
必
要
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
規
定

す
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ

る
土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生
防
止
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

「
栃
木
県
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ
る

土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生
の
防
止
に

関
す
る
条
例
」
の
改
正
条
例
が
平
成
１８
年

７
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県

条
例
の
改
正
に
あ
わ
せ
て
、
関
連
す
る
市

の
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

現
在
、
整
備
を
進
め
て
い
る
都
市
計
画

公
園
「
太
夫
塚
公
園
」
の
一
部
を
平
成
１８
年

度
に
供
用
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
管
理

等
を
教
育
委
員
会
へ
委
任
す
る
た
め
に
改

正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
商
工
振
興
協
議
会
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て　
　

―
全
員
賛
成
―

　

組
織
機
構
の
見
直
し
に
伴
い
、
那
須
塩

原
市
商
工
振
興
協
議
会
の
庶
務
を
処
理
す

る
部
署
の
名
称
が
「
黒
磯
支
所
商
工
観
光

担
当
課
」
か
ら
産
業
観
光
部
商
工
観
光
課
」

に
変
更
と
な
る
こ
と
か
ら
改
正
す
る
も
の

で
す
。

■
那
須
塩
原
市
公
民
館
条
例
及
び
那
須
塩

原
市
図
書
館
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

東
那
須
野
公
民
館
が
平
成
１８
年
度
４
月

か
ら
供
用
開
始
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
東

那
須
野
公
民
館
及
び
東
那
須
野
公
民
館
内

に
設
置
し
て
い
る
図
書
館
分
室
の
位
置
に

つ
い
て
、
新
た
な
位
置
に
改
め
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

条
例
の
廃
止
に
つ
い
て　

―
全
員
賛
成
―

　

組
織
機
構
の
見
直
し
に
伴
い
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
業
務
が
、
平
成
１８
年

度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
及
び
黒
磯
、
塩

原
両
支
局
の
教
育
課
に
新
た
に
設
置
さ
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
に
移
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
当
該
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

補

正

予

算

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
６
号
）　
　

   

―
賛
成
多
数
―

　

各
種
事
務
事
業
の
確
定
等
に
伴
う
事
業

費
の
調
整
や
国
の
補
正
予
算
に
伴
う
対
応

を
行
う
ほ
か
、
安
心
・
安
全
の
た
め
の
緊

急
対
応
事
業
費
を
計
上
す
る
も
の
で
、
予

算
総
額
を
３
８
６
億
３
０
２
６
万
４
０
０

０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

決
算
を
見
込
ん
だ
各
種
事
業
費
の
過
不

足
の
調
整
行
う
も
の
で
、
予
算
総
額
を
１

０
８
億
５
５
３
２
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

不
足
が
見
込
ま
れ
る
医
療
諸
費
な
ど
へ

の
対
応
で
、
予
算
総
額
を
７２
億
９
２
４
６

万
４
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

歳
出
予
算
内
の
組
替
え
調
整
を
行
う
も

の
で
、
予
算
総
額
を
４２
億
２
８
５
６
万
９

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
板
室
本
村
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）　
　
　
　
　
　
　
　

 

―
全
員
賛
成
―

　

水
道
使
用
水
量
の
落
ち
込
み
と
、
県
道

中
塩
原
板
室
那
須
線
乙
女
橋
に
添
架
し
て

い
る
送
水
管
の
漏
水
事
故
復
旧
工
事
の
精

算
に
よ
る
減
額
な
ど
を
行
う
も
の
で
、
予

算
総
額
を
１
２
６
７
万
２
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
板
室
温
泉
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）　
　
　
　
　
　
　

 　

―
全
員
賛
成
―

　

水
道
使
用
水
量
の
落
ち
込
み
に
よ
り
、

水
道
使
用
料
な
ど
を
減
額
す
る
も
の
で
、

予
算
総
額
を
８
６
１
万
1
0
0
0
円
と
す

る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
西
塩
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

水
道
事
業
費
に
お
け
る
需
用
費
等
を
減

額
す
る
も
の
で
、
予
算
総
額
を
６
３
６
９

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

受
益
者
負
担
金
前
納
報
奨
金
や
下
水
道

使
用
料
徴
収
委
託
費
等
の
委
託
料
を
増
額

す
る
一
方
、
下
水
道
事
業
費
の
確
定
に
よ

る
減
額
な
ど
の
調
整
を
行
う
も
の
で
、
予

算
総
額
を
４０
億
３
４
７
２
万
円
３
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

那
須
塩
原
駅
西
地
区
区
画
整
理
事
業
の

保
留
地
処
分
に
お
い
て
、
当
初
の
額
が
見

込
め
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
減
額
を
行
い
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
計
上
す
る
も

の
で
、
予
算
総
額
を
３
億
７
９
０
０
万

4
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
西
那
須
野
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

・
収
益
的
収
入　

雨
水
準
幹
線
整
備
事
業

に
伴
う
既
設
管
切
替
工
事
の
補
償
金
を
増

額
す
る
も
の
で
、
補
正
後
の
予
算
額
を
９

億
９
３
８
４
万
８
０
０
０
円
と
す
る
も
の

で
す
。

・
収
益
的
支
出　

配
水
管
切
替
工
事
等
に

よ
る
固
定
資
産
の
除
却
増
と
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
支
出
増
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
補
正
後
の
予
算
額
を
９
億
５
７
９
９

万
9
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

・
資
本
的
収
入　

出
資
金
・
負
担
金
・
補

償
金
へ
の
一
般
会
計
か
ら
の
支
出
の
減
額

分
と
県
の
河
川
改
修
工
事
の
補
償
金
の
増

額
分
と
の
差
し
引
き
で
、
補
正
後
の
予
算

額
を
１
億
２
５
７
５
万
４
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
塩
原
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

資
本
的
支
出
で
は
、
簡
易
水
道
事
業
の

建
設
改
良
費
を
減
額
す
る
も
の
で
、
予
算

総
額
を
１
億
１
０
９
６
万
４
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
す
。
資
本
的
収
入
で
は
、
企

業
債
、
一
般
会
計
補
助
金
を
減
額
す
る
も

の
で
、
予
算
総
額
を
３
４
９
０
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

６０
の
「
公
の
施
設
」
に
お
け
る
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
基
づ
き
、「
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
よ

う
と
す
る
公
の
施
設
の
名
称
」「
指
定
管
理

者
と
な
る
団
体
の
名
称
」「
指
定
の
期
間
等
」

の
３
つ
の
事
項
に
つ
い
て
、
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　

討　

論　
　

早
乙
女
順
子 

議
員（
反
対
）

　

執
行
機
関
単
独
の
選
定
で
、
公
平
性
と
透
明
性
が
確

保
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
議
会
に
は
形
だ
け
の
情
報

提
供
で
、
議
会
が
責
任
を
持
て
な
い
提
案
で
あ
る
。

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
﹇
三
島
学
校
給

食
共
同
調
理
場
（
仮
称
）
改
築
事
業
に
伴
う

用
地
﹈　
　
　
　
　

 　
　

―
全
員
賛
成
―

　

（
仮
称
）
三
島
学
校
給
食
共
同
調
理
場
改

築
事
業
に
要
す
る
用
地
の
取
得
に
つ
い
て
、

「
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財

産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
」
の

規
定
に
基
づ
き
、
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　

取
得
予
定
地
の
合
計
面
積
は
、
６
１
９

７
・
66
㎡
、
取
得
予
定
価
格
は
、
１
億
８

４
５
万
９
０
５
０
円
と
な
り
ま
す
。

■
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
―
全
員
賛
成
―

　

市
営
住
宅
家
賃
滞
納
者
訴
訟
要
綱
第
５

条
の
規
定
に
よ
り
、
宇
都
宮
地
方
裁
判
所

大
田
原
支
部
に
対
し
て
、
滞
納
家
賃
の
支

払
い
及
び
市
営
住
宅
の
明
渡
し
の
訴
え
を

提
起
す
る
も
の
で
す
。

■
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

道
路
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
の
土
地

開
発
市
道
要
綱
に
よ
る
開
発
道
路
１
路
線

を
受
け
入
れ
、
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
結
果
、
市
道
の
総
延
長
は
、
１
２

２
５
・
１
㎞
、
実
延
長
は
、
１
１
７
８
・

４
㎞
、
市
道
路
線
の
総
数
は
２
２
８
４
路

線
と
な
り
ま
す
。

■
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
に
お
い

て
、
市
町
村
の
合
併
に
よ
る
構
成
市
町
村

の
数
の
減
少
に
伴
い
、
組
合
議
員
の
定
数

の
見
直
し
を
行
い
、
組
合
規
約
を
変
更
し

て
、
議
員
の
定
数
を
１４
名
か
ら
９
名
と
し
、

そ
の
構
成
を
大
田
原
市
３
名
、
那
須
塩
原

市
３
名
、
那
須
町
３
名
と
す
る
も
の
で
す
。

■
黒
磯
那
須
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

黒
磯
那
須
消
防
組
合
に
お
い
て
、
組
合

議
員
の
定
数
の
見
直
し
を
行
い
、
組
合
規

約
を
変
更
し
て
、
議
員
の
定
数
を
１６
名
か

ら
８
名
と
し
、
そ
の
構
成
を
那
須
塩
原
市

４
名
、
那
須
町
４
名
と
す
る
も
の
で
す
。

■
大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
大
田

原
地
区
広
域
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
に
お
い
て
、

市
町
村
の
合
併
に
よ
る
構
成
市
町
村
の
数

の
減
少
に
伴
い
、
組
合
議
員
の
定
数
の
見

直
し
を
行
い
、
組
合
規
約
を
変
更
し
て
、

議
員
の
定
数
を
１５
名
か
ら
８
名
と
し
、
そ

の
構
成
を
大
田
原
市
４
名
、
那
須
塩
原
市

４
名
と
す
る
も
の
で
す
。

■
黒
磯
那
須
公
設
卸
売
市
場
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て　
　

―
全
員
賛
成
―

　

黒
磯
那
須
公
設
卸
売
市
場
事
務
組
合
に

お
い
て
、
組
合
議
員
の
定
数
の
見
直
し
を

行
い
、
組
合
規
約
を
変
更
し
て
、
議
員
の

定
数
を
１４
名
か
ら
８
名
と
し
、
そ
の
構
成

を
那
須
塩
原
市
４
名
、
那
須
町
４
名
と
す

る
も
の
で
す
。

■
栃
木
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
等
組
合

の
解
散
に
つ
い
て　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
栃
木
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
を
設
立
し
、
同
組
合
に

お
い
て
栃
木
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
等

組
合
で
処
理
し
て
い
る
事
務
を
共
同
処
理

す
る
こ
と
か
ら
、
３
月
３１
日
を
も
っ
て
解

散
す
る
も
の
で
す
。

■
栃
木
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
等
組
合

の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

栃
木
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
等
組
合

の
解
散
に
伴
い
、
財
産
の
処
分
を
行
う
も

の
で
す
。

■
栃
木
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
の

解
散
に
つ
い
て　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
栃
木
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
を
設
立
し
、
同
組
合
に

お
い
て
市
職
員
の
退
職
手
当
支
給
に
係
る

事
務
を
共
同
処
理
す
る
こ
と
か
ら
、
栃
木

県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
３
月
31

日
も
っ
て
解
散
す
る
も
の
で
す
。

　

討　

論　
　

h
久
好
一 

議
員（
反
対
）

　

市
民
と
市
役
所
を
戦
争
に
協
力
・
動
員
す
る
も
の

で
、
指
定
公
共
機
関
に
さ
れ
る
と
、
消
防
や
救
急
・

病
院
も
ア
メ
リ
カ
軍
や
自
衛
隊
が
優
先
さ
れ
る
。

金
子
哲
也 

議
員（
賛
成
）

　

国
民
保
護
協
議
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
の
討
論

と
同
じ
内
容
で
あ
る
。

早
乙
女
順
子 

議
員（
反
対
）

　

国
民
の
生
命
も
財
産
も
守
ら
な
い
と
わ
か
っ
て
も
、

職
務
拒
否
し
た
場
合
、
処
分
対
象
と
な
る
。
そ
の
仕

事
に
市
職
員
が
携
わ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
他
の
案
件

（
平
成
１８
年
度
当
初
予
算
の
概
要
を
９
ペ

ー
ジ
か
ら
１１
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）
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閲覧・検索ができます
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■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
墓
地
事
業
特

別
会
計
予
算　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

赤
田
霊
園
及
び
塩
原
さ
く
ら
公
園
墓
地

の
墓
地
管
理
に
か
か
る
経
費
と
赤
田
霊
園

の
需
要
増
加
に
伴
う
区
画
増
設
の
た
め
の

測
量
設
計
業
務
委
託
料
な
ど
、
予
算
総
額

３
０
９
１
万
１
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
黒
磯
水
道
事

業
会
計
予
算　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
度
の
業
務
の
予
定
量
を
給
水

戸
数
２
万
７
５
０
戸
、
年
間
総
給
水
量
を

５
９
５
万
㎥
と
定
め
、
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。
収
益
的
収
入
及
び
支
出
で
は
、

収
益
的
収
入
の
総
額
を
11
億
１
２
７
６
万

９
０
０
０
円
、
支
出
の
総
額
を
10
億
４
８

２
２
万
１
０
０
０
円
、
ま
た
、
資
本
的
収

入
及
び
支
出
で
は
、
資
本
的
収
入
の
総
額

を
５
億
８
５
１
万
８
０
０
０
円
、
支
出
の

総
額
を
７
億
８
２
５
８
万
４
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
西
那
須
野
水

道
事
業
会
計
予
算　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
度
の
業
務
の
予
定
量
を
給
水

戸
数
２
万
３
０
０
戸
、
年
間
総
給
水
量
を

５
１
３
万
５
０
０
０
㎥
と
定
め
、
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。
収
益
的
収
入
及
び
支

出
で
は
、
収
益
的
収
入
の
総
額
を
10
億
１

３
７
８
万
６
０
０
０
円
、
支
出
の
総
額
を

９
億
４
５
４
２
万
６
０
０
０
円
、
ま
た
、

資
本
的
収
入
及
び
支
出
で
は
、
資
本
的
収

入
の
総
額
を
３
億
２
９
５
５
万
３
０
０
０

円
、
支
出
の
総
額
を
６
億
１
５
７
８
万

9
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
塩
原
水
道
事

業
会
計
予
算　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
度
の
業
務
の
予
定
量
を
給
水

戸
数
２
７
２
３
戸
、
年
間
総
給
水
量
を
１

８
３
万
㎥
と
定
め
、
予
算
編
成
を
行
い
ま

し
た
。
収
益
的
収
入
及
び
支
出
で
は
、
収

益
的
収
入
の
総
額
を
２
億
８
９
７
６
万
５

０
０
０
円
、
支
出
の
総
額
を
３
億
１
５
６

６
万
７
０
０
０
円
、
ま
た
、
資
本
的
収
入

及
び
支
出
で
は
、
資
本
的
収
入
の
総
額
を

９
８
８
０
万
１
０
０
０
円
、
支
出
の
総
額

を
１
億
９
６
６
１
万
７
０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
す
。

条

例

案

件

■
那
須
塩
原
市
国
民
保
護
協
議
会
条
例
の

制
定
に
つ
い
て　
　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の

保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
で
、

市
町
村
に
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
た
、
市

町
村
国
民
保
護
計
画
を
審
議
す
る
た
め
の

国
民
保
護
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
定
め

る
も
の
で
す
。

　

討　

論　
　

h
久
好
一 

議
員（
反
対
）

　

国
民
保
護
と
は
名
ば
か
り
で
、
市
民
を
戦
争
に
協

力
・
動
員
す
る
為
の
条
例
で
あ
り
、
平
和
憲
法
に
も

非
核
平
和
都
市
宣
言
の
精
神
に
も
反
す
る
も
の
。

金
子
哲
也 

議
員（
賛
成
）

　

竹
島
や
尖
閣
諸
島
領
有
権
、
海
底
資
源
や
漁
場
領

海
侵
犯
、
北
方
領
土
や
拉
致
問
題
等
、
外
交
紛
争
は

多
い
。
こ
の
緊
張
関
係
の
中
、
体
制
づ
く
り
は
必
要
。

早
乙
女
順
子 

議
員（
反
対
）

　

首
相
が
地
方
自
治
体
を
統
制
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、

自
衛
隊
が
介
入
し
、
日
常
的
に
戦
争
協
力
の
施
策
が

協
議
会
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

■
那
須
塩
原
市
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び

緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
条
例
の
制
定
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

武
力
攻
撃
事
態
等
が
起
き
た
場
合
に
、

市
民
の
生
命
、
財
産
等
を
保
護
す
る
た
め
、

「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保

護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
で
義

務
付
け
ら
れ
た
国
民
保
護
対
策
本
部
と
緊

急
対
処
事
態
対
策
本
部
の
設
置
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
障
害
者
自
立
支
援
審
査
会

の
委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
か
ら
障
害
者
自
立
支
援

法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
審
査

会
の
委
員
の
定
数
を
定
め
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制

定
に
つ
い
て　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１５
年
度
か
ら
国
庫
補
助
を
受
け
、

関
谷
日
の
出
地
区
に
整
備
し
て
い
た
牛
ふ

ん
尿
と
生
ご
み
の
堆
肥
化
施
設
の
完
成
に

伴
い
、
当
該
施
設
の
設
置
と
管
理
運
営
等

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
温
泉
公
園
条
例
の
制
定
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

塩
原
温
泉
地
内
に
、
平
成
１８
年
７
月
に

開
園
を
予
定
し
て
い
る
温
泉
公
園
に
つ
い

て
、
当
該
施
設
の
設
置
と
管
理
運
営
等
に

つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

■
地
方
自
治
法
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
つ
い
て　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
９
月
１
日
か
ら
す
べ
て
の「
公

の
施
設
」
が
直
営
又
は
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
り
運
営
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
直

営
と
す
る
市
の
９
つ
の
「
公
の
施
設
」
の
設

置
条
例
か
ら
「
管
理
の
委
託
」
の
規
定
を
一

括
し
て
削
除
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て　
　
　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

市
の
防
災
会
議
に
、
従
来
の
委
員
に
加

え
て
「
市
長
が
必
要
と
認
め
る
者
」
を
出
席

さ
せ
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

討　

論　
　

早
乙
女
順
子 

議
員（
反
対
）

　

防
災
会
議
に
自
衛
隊
関
係
者
を
入
れ
、
有
事
の
時

に
い
ち
早
く
国
の
管
理
下
に
お
く
た
め
と
地
域
住
民

を
日
頃
か
ら
戦
争
体
制
に
組
み
込
む
準
備
で
あ
る
。

鈴
木　

紀 

議
員（
賛
成
）

　

新
潟
中
越
地
震
、
那
須
水
害
で
被
災
者
の
救
援
復

旧
に
自
衛
隊
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
災
害
対

策
と
し
て
自
衛
隊
関
係
者
の
委
員
を
賛
成
す
る
。

■
那
須
塩
原
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

国
民
保
護
協
議
会
委
員
、
障
害
者
自
立

支
援
審
査
会
委
員
及
び
塩
原
温
泉
湯
っ
歩

の
里
副
所
長
の
報
酬
額
を
定
め
る
た
め
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常

勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
か
ら
栃
木
県
市
町
村
総

合
事
務
組
合
に
お
い
て
、
議
会
議
員
の
公

務
災
害
補
償
に
係
る
事
務
を
共
同
処
理
す

る
こ
と
及
び
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
改
正

に
よ
り
「
身
体
障
害
者
療
護
施
設
」
が
「
障

害
者
支
援
施
設
」
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
職
員
互
助
会
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
度
以
降
、
市
の
求
め
に
応
じ

国
、
県
か
ら
派
遣
さ
れ
た
者
又
は
関
係
団

体
か
ら
研
修
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
者
が
、

市
の
業
務
に
従
事
し
た
場
合
に
、
そ
の
職

員
の
互
助
会
へ
の
加
入
を
認
め
る
た
め
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
福
祉
事
務
所
設
置
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て　
　

―
全
員
賛
成
―

　

福
祉
事
務
所
の
所
管
事
務
に
、
障
害
者

自
立
支
援
法
に
関
す
る
事
務
を
加
え
る
た

め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
乳
幼
児
医
療

費
助
成
の
対
象
年
齢
を
６
歳
か
ら
９
歳
に

引
き
上
げ
、
３
歳
未
満
の
子
ど
も
に
つ
い

て
、
現
物
給
付
方
式
を
導
入
、
３
歳
か
ら

９
歳
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
償
還
払
い

と
し
、
７
歳
か
ら
９
歳
の
子
ど
も
に
つ
い

て
は
一
部
を
自
己
負
担
と
す
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
国
民
健
康
保
険
法
に
規
定
す
る

住
所
地
主
義
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
者

に
つ
い
て
、
保
険
者
で
あ
る
市
町
村
の
助

成
対
象
者
と
す
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の

で
す
。

■
那
須
塩
原
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保

険
法
に
規
定
す
る
住
所
地
主
義
の
特
例
を

受
け
る
者
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
で
あ
る

市
町
村
の
助
成
対
象
者
と
す
る
た
め
に
改

正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保

険
法
に
規
定
す
る
住
所
地
主
義
の
特
例
を

受
け
る
者
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
で
あ
る

市
町
村
の
助
成
対
象
者
と
す
る
た
め
に
改

正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
を

踏
ま
え
た
第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

基
づ
い
て
市
が
行
う
介
護
保
険
事
業
の
運

営
上
、
必
要
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
規
定

す
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ

る
土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生
防
止
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

「
栃
木
県
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ
る

土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生
の
防
止
に

関
す
る
条
例
」
の
改
正
条
例
が
平
成
１８
年

７
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県

条
例
の
改
正
に
あ
わ
せ
て
、
関
連
す
る
市

の
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

現
在
、
整
備
を
進
め
て
い
る
都
市
計
画

公
園
「
太
夫
塚
公
園
」
の
一
部
を
平
成
１８
年

度
に
供
用
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
管
理

等
を
教
育
委
員
会
へ
委
任
す
る
た
め
に
改

正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
商
工
振
興
協
議
会
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て　
　

―
全
員
賛
成
―

　

組
織
機
構
の
見
直
し
に
伴
い
、
那
須
塩

原
市
商
工
振
興
協
議
会
の
庶
務
を
処
理
す

る
部
署
の
名
称
が
「
黒
磯
支
所
商
工
観
光

担
当
課
」
か
ら
産
業
観
光
部
商
工
観
光
課
」

に
変
更
と
な
る
こ
と
か
ら
改
正
す
る
も
の

で
す
。

■
那
須
塩
原
市
公
民
館
条
例
及
び
那
須
塩

原
市
図
書
館
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

東
那
須
野
公
民
館
が
平
成
１８
年
度
４
月

か
ら
供
用
開
始
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
東

那
須
野
公
民
館
及
び
東
那
須
野
公
民
館
内

に
設
置
し
て
い
る
図
書
館
分
室
の
位
置
に

つ
い
て
、
新
た
な
位
置
に
改
め
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

条
例
の
廃
止
に
つ
い
て　

―
全
員
賛
成
―

　

組
織
機
構
の
見
直
し
に
伴
い
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
業
務
が
、
平
成
１８
年

度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
及
び
黒
磯
、
塩

原
両
支
局
の
教
育
課
に
新
た
に
設
置
さ
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
に
移
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
当
該
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

補

正

予

算

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
６
号
）　
　

   

―
賛
成
多
数
―

　

各
種
事
務
事
業
の
確
定
等
に
伴
う
事
業

費
の
調
整
や
国
の
補
正
予
算
に
伴
う
対
応

を
行
う
ほ
か
、
安
心
・
安
全
の
た
め
の
緊

急
対
応
事
業
費
を
計
上
す
る
も
の
で
、
予

算
総
額
を
３
８
６
億
３
０
２
６
万
４
０
０

０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

決
算
を
見
込
ん
だ
各
種
事
業
費
の
過
不

足
の
調
整
行
う
も
の
で
、
予
算
総
額
を
１

０
８
億
５
５
３
２
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

不
足
が
見
込
ま
れ
る
医
療
諸
費
な
ど
へ

の
対
応
で
、
予
算
総
額
を
７２
億
９
２
４
６

万
４
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

歳
出
予
算
内
の
組
替
え
調
整
を
行
う
も

の
で
、
予
算
総
額
を
４２
億
２
８
５
６
万
９

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
板
室
本
村
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）　
　
　
　
　
　
　
　

 

―
全
員
賛
成
―

　

水
道
使
用
水
量
の
落
ち
込
み
と
、
県
道

中
塩
原
板
室
那
須
線
乙
女
橋
に
添
架
し
て

い
る
送
水
管
の
漏
水
事
故
復
旧
工
事
の
精

算
に
よ
る
減
額
な
ど
を
行
う
も
の
で
、
予

算
総
額
を
１
２
６
７
万
２
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
板
室
温
泉
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）　
　
　
　
　
　
　

 　

―
全
員
賛
成
―

　

水
道
使
用
水
量
の
落
ち
込
み
に
よ
り
、

水
道
使
用
料
な
ど
を
減
額
す
る
も
の
で
、

予
算
総
額
を
８
６
１
万
1
0
0
0
円
と
す

る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
西
塩
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

水
道
事
業
費
に
お
け
る
需
用
費
等
を
減

額
す
る
も
の
で
、
予
算
総
額
を
６
３
６
９

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

受
益
者
負
担
金
前
納
報
奨
金
や
下
水
道

使
用
料
徴
収
委
託
費
等
の
委
託
料
を
増
額

す
る
一
方
、
下
水
道
事
業
費
の
確
定
に
よ

る
減
額
な
ど
の
調
整
を
行
う
も
の
で
、
予

算
総
額
を
４０
億
３
４
７
２
万
円
３
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

那
須
塩
原
駅
西
地
区
区
画
整
理
事
業
の

保
留
地
処
分
に
お
い
て
、
当
初
の
額
が
見

込
め
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
減
額
を
行
い
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
計
上
す
る
も

の
で
、
予
算
総
額
を
３
億
７
９
０
０
万

4
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
西
那
須
野
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

・
収
益
的
収
入　

雨
水
準
幹
線
整
備
事
業

に
伴
う
既
設
管
切
替
工
事
の
補
償
金
を
増

額
す
る
も
の
で
、
補
正
後
の
予
算
額
を
９

億
９
３
８
４
万
８
０
０
０
円
と
す
る
も
の

で
す
。

・
収
益
的
支
出　

配
水
管
切
替
工
事
等
に

よ
る
固
定
資
産
の
除
却
増
と
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
支
出
増
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
補
正
後
の
予
算
額
を
９
億
５
７
９
９

万
9
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

・
資
本
的
収
入　

出
資
金
・
負
担
金
・
補

償
金
へ
の
一
般
会
計
か
ら
の
支
出
の
減
額

分
と
県
の
河
川
改
修
工
事
の
補
償
金
の
増

額
分
と
の
差
し
引
き
で
、
補
正
後
の
予
算

額
を
１
億
２
５
７
５
万
４
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
塩
原
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

資
本
的
支
出
で
は
、
簡
易
水
道
事
業
の

建
設
改
良
費
を
減
額
す
る
も
の
で
、
予
算

総
額
を
１
億
１
０
９
６
万
４
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
す
。
資
本
的
収
入
で
は
、
企

業
債
、
一
般
会
計
補
助
金
を
減
額
す
る
も

の
で
、
予
算
総
額
を
３
４
９
０
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

６０
の
「
公
の
施
設
」
に
お
け
る
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
基
づ
き
、「
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
よ

う
と
す
る
公
の
施
設
の
名
称
」「
指
定
管
理

者
と
な
る
団
体
の
名
称
」「
指
定
の
期
間
等
」

の
３
つ
の
事
項
に
つ
い
て
、
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　

討　

論　
　

早
乙
女
順
子 

議
員（
反
対
）

　

執
行
機
関
単
独
の
選
定
で
、
公
平
性
と
透
明
性
が
確

保
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
議
会
に
は
形
だ
け
の
情
報

提
供
で
、
議
会
が
責
任
を
持
て
な
い
提
案
で
あ
る
。

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
﹇
三
島
学
校
給

食
共
同
調
理
場
（
仮
称
）
改
築
事
業
に
伴
う

用
地
﹈　
　
　
　
　

 　
　

―
全
員
賛
成
―

　

（
仮
称
）
三
島
学
校
給
食
共
同
調
理
場
改

築
事
業
に
要
す
る
用
地
の
取
得
に
つ
い
て
、

「
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財

産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
」
の

規
定
に
基
づ
き
、
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　

取
得
予
定
地
の
合
計
面
積
は
、
６
１
９

７
・
66
㎡
、
取
得
予
定
価
格
は
、
１
億
８

４
５
万
９
０
５
０
円
と
な
り
ま
す
。

■
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
―
全
員
賛
成
―

　

市
営
住
宅
家
賃
滞
納
者
訴
訟
要
綱
第
５

条
の
規
定
に
よ
り
、
宇
都
宮
地
方
裁
判
所

大
田
原
支
部
に
対
し
て
、
滞
納
家
賃
の
支

払
い
及
び
市
営
住
宅
の
明
渡
し
の
訴
え
を

提
起
す
る
も
の
で
す
。

■
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

道
路
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
の
土
地

開
発
市
道
要
綱
に
よ
る
開
発
道
路
１
路
線

を
受
け
入
れ
、
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
結
果
、
市
道
の
総
延
長
は
、
１
２

２
５
・
１
㎞
、
実
延
長
は
、
１
１
７
８
・

４
㎞
、
市
道
路
線
の
総
数
は
２
２
８
４
路

線
と
な
り
ま
す
。

■
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
に
お
い

て
、
市
町
村
の
合
併
に
よ
る
構
成
市
町
村

の
数
の
減
少
に
伴
い
、
組
合
議
員
の
定
数

の
見
直
し
を
行
い
、
組
合
規
約
を
変
更
し

て
、
議
員
の
定
数
を
１４
名
か
ら
９
名
と
し
、

そ
の
構
成
を
大
田
原
市
３
名
、
那
須
塩
原

市
３
名
、
那
須
町
３
名
と
す
る
も
の
で
す
。

■
黒
磯
那
須
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

黒
磯
那
須
消
防
組
合
に
お
い
て
、
組
合

議
員
の
定
数
の
見
直
し
を
行
い
、
組
合
規

約
を
変
更
し
て
、
議
員
の
定
数
を
１６
名
か

ら
８
名
と
し
、
そ
の
構
成
を
那
須
塩
原
市

４
名
、
那
須
町
４
名
と
す
る
も
の
で
す
。

■
大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
大
田

原
地
区
広
域
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
に
お
い
て
、

市
町
村
の
合
併
に
よ
る
構
成
市
町
村
の
数

の
減
少
に
伴
い
、
組
合
議
員
の
定
数
の
見

直
し
を
行
い
、
組
合
規
約
を
変
更
し
て
、

議
員
の
定
数
を
１５
名
か
ら
８
名
と
し
、
そ

の
構
成
を
大
田
原
市
４
名
、
那
須
塩
原
市

４
名
と
す
る
も
の
で
す
。

■
黒
磯
那
須
公
設
卸
売
市
場
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て　
　

―
全
員
賛
成
―

　

黒
磯
那
須
公
設
卸
売
市
場
事
務
組
合
に

お
い
て
、
組
合
議
員
の
定
数
の
見
直
し
を

行
い
、
組
合
規
約
を
変
更
し
て
、
議
員
の

定
数
を
１４
名
か
ら
８
名
と
し
、
そ
の
構
成

を
那
須
塩
原
市
４
名
、
那
須
町
４
名
と
す

る
も
の
で
す
。

■
栃
木
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
等
組
合

の
解
散
に
つ
い
て　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
栃
木
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
を
設
立
し
、
同
組
合
に

お
い
て
栃
木
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
等

組
合
で
処
理
し
て
い
る
事
務
を
共
同
処
理

す
る
こ
と
か
ら
、
３
月
３１
日
を
も
っ
て
解

散
す
る
も
の
で
す
。

■
栃
木
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
等
組
合

の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

栃
木
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
等
組
合

の
解
散
に
伴
い
、
財
産
の
処
分
を
行
う
も

の
で
す
。

■
栃
木
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
の

解
散
に
つ
い
て　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
栃
木
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
を
設
立
し
、
同
組
合
に

お
い
て
市
職
員
の
退
職
手
当
支
給
に
係
る

事
務
を
共
同
処
理
す
る
こ
と
か
ら
、
栃
木

県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
３
月
31

日
も
っ
て
解
散
す
る
も
の
で
す
。

　

討　

論　
　

h
久
好
一 

議
員（
反
対
）

　

市
民
と
市
役
所
を
戦
争
に
協
力
・
動
員
す
る
も
の

で
、
指
定
公
共
機
関
に
さ
れ
る
と
、
消
防
や
救
急
・

病
院
も
ア
メ
リ
カ
軍
や
自
衛
隊
が
優
先
さ
れ
る
。

金
子
哲
也 

議
員（
賛
成
）

　

国
民
保
護
協
議
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
の
討
論

と
同
じ
内
容
で
あ
る
。

早
乙
女
順
子 

議
員（
反
対
）

　

国
民
の
生
命
も
財
産
も
守
ら
な
い
と
わ
か
っ
て
も
、

職
務
拒
否
し
た
場
合
、
処
分
対
象
と
な
る
。
そ
の
仕

事
に
市
職
員
が
携
わ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
他
の
案
件

（
平
成
１８
年
度
当
初
予
算
の
概
要
を
９
ペ

ー
ジ
か
ら
１１
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）
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閲覧・検索ができます
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■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
墓
地
事
業
特

別
会
計
予
算　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

赤
田
霊
園
及
び
塩
原
さ
く
ら
公
園
墓
地

の
墓
地
管
理
に
か
か
る
経
費
と
赤
田
霊
園

の
需
要
増
加
に
伴
う
区
画
増
設
の
た
め
の

測
量
設
計
業
務
委
託
料
な
ど
、
予
算
総
額

３
０
９
１
万
１
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
黒
磯
水
道
事

業
会
計
予
算　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
度
の
業
務
の
予
定
量
を
給
水

戸
数
２
万
７
５
０
戸
、
年
間
総
給
水
量
を

５
９
５
万
㎥
と
定
め
、
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。
収
益
的
収
入
及
び
支
出
で
は
、

収
益
的
収
入
の
総
額
を
11
億
１
２
７
６
万

９
０
０
０
円
、
支
出
の
総
額
を
10
億
４
８

２
２
万
１
０
０
０
円
、
ま
た
、
資
本
的
収

入
及
び
支
出
で
は
、
資
本
的
収
入
の
総
額

を
５
億
８
５
１
万
８
０
０
０
円
、
支
出
の

総
額
を
７
億
８
２
５
８
万
４
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
西
那
須
野
水

道
事
業
会
計
予
算　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
度
の
業
務
の
予
定
量
を
給
水

戸
数
２
万
３
０
０
戸
、
年
間
総
給
水
量
を

５
１
３
万
５
０
０
０
㎥
と
定
め
、
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。
収
益
的
収
入
及
び
支

出
で
は
、
収
益
的
収
入
の
総
額
を
10
億
１

３
７
８
万
６
０
０
０
円
、
支
出
の
総
額
を

９
億
４
５
４
２
万
６
０
０
０
円
、
ま
た
、

資
本
的
収
入
及
び
支
出
で
は
、
資
本
的
収

入
の
総
額
を
３
億
２
９
５
５
万
３
０
０
０

円
、
支
出
の
総
額
を
６
億
１
５
７
８
万

9
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１８
年
度
那
須
塩
原
市
塩
原
水
道
事

業
会
計
予
算　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
度
の
業
務
の
予
定
量
を
給
水

戸
数
２
７
２
３
戸
、
年
間
総
給
水
量
を
１

８
３
万
㎥
と
定
め
、
予
算
編
成
を
行
い
ま

し
た
。
収
益
的
収
入
及
び
支
出
で
は
、
収

益
的
収
入
の
総
額
を
２
億
８
９
７
６
万
５

０
０
０
円
、
支
出
の
総
額
を
３
億
１
５
６

６
万
７
０
０
０
円
、
ま
た
、
資
本
的
収
入

及
び
支
出
で
は
、
資
本
的
収
入
の
総
額
を

９
８
８
０
万
１
０
０
０
円
、
支
出
の
総
額

を
１
億
９
６
６
１
万
７
０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
す
。

条

例

案

件

■
那
須
塩
原
市
国
民
保
護
協
議
会
条
例
の

制
定
に
つ
い
て　
　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の

保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
で
、

市
町
村
に
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
た
、
市

町
村
国
民
保
護
計
画
を
審
議
す
る
た
め
の

国
民
保
護
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
定
め

る
も
の
で
す
。

　

討　

論　
　

h
久
好
一 

議
員（
反
対
）

　

国
民
保
護
と
は
名
ば
か
り
で
、
市
民
を
戦
争
に
協

力
・
動
員
す
る
為
の
条
例
で
あ
り
、
平
和
憲
法
に
も

非
核
平
和
都
市
宣
言
の
精
神
に
も
反
す
る
も
の
。

金
子
哲
也 

議
員（
賛
成
）

　

竹
島
や
尖
閣
諸
島
領
有
権
、
海
底
資
源
や
漁
場
領

海
侵
犯
、
北
方
領
土
や
拉
致
問
題
等
、
外
交
紛
争
は

多
い
。
こ
の
緊
張
関
係
の
中
、
体
制
づ
く
り
は
必
要
。

早
乙
女
順
子 

議
員（
反
対
）

　

首
相
が
地
方
自
治
体
を
統
制
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、

自
衛
隊
が
介
入
し
、
日
常
的
に
戦
争
協
力
の
施
策
が

協
議
会
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

■
那
須
塩
原
市
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び

緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
条
例
の
制
定
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

武
力
攻
撃
事
態
等
が
起
き
た
場
合
に
、

市
民
の
生
命
、
財
産
等
を
保
護
す
る
た
め
、

「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保

護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
で
義

務
付
け
ら
れ
た
国
民
保
護
対
策
本
部
と
緊

急
対
処
事
態
対
策
本
部
の
設
置
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
障
害
者
自
立
支
援
審
査
会

の
委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
か
ら
障
害
者
自
立
支
援

法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
審
査

会
の
委
員
の
定
数
を
定
め
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制

定
に
つ
い
て　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１５
年
度
か
ら
国
庫
補
助
を
受
け
、

関
谷
日
の
出
地
区
に
整
備
し
て
い
た
牛
ふ

ん
尿
と
生
ご
み
の
堆
肥
化
施
設
の
完
成
に

伴
い
、
当
該
施
設
の
設
置
と
管
理
運
営
等

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
温
泉
公
園
条
例
の
制
定
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

塩
原
温
泉
地
内
に
、
平
成
１８
年
７
月
に

開
園
を
予
定
し
て
い
る
温
泉
公
園
に
つ
い

て
、
当
該
施
設
の
設
置
と
管
理
運
営
等
に

つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

■
地
方
自
治
法
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
つ
い
て　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
９
月
１
日
か
ら
す
べ
て
の「
公

の
施
設
」
が
直
営
又
は
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
り
運
営
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
直

営
と
す
る
市
の
９
つ
の
「
公
の
施
設
」
の
設

置
条
例
か
ら
「
管
理
の
委
託
」
の
規
定
を
一

括
し
て
削
除
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て　
　
　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

市
の
防
災
会
議
に
、
従
来
の
委
員
に
加

え
て
「
市
長
が
必
要
と
認
め
る
者
」
を
出
席

さ
せ
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

討　

論　
　

早
乙
女
順
子 

議
員（
反
対
）

　

防
災
会
議
に
自
衛
隊
関
係
者
を
入
れ
、
有
事
の
時

に
い
ち
早
く
国
の
管
理
下
に
お
く
た
め
と
地
域
住
民

を
日
頃
か
ら
戦
争
体
制
に
組
み
込
む
準
備
で
あ
る
。

鈴
木　

紀 

議
員（
賛
成
）

　

新
潟
中
越
地
震
、
那
須
水
害
で
被
災
者
の
救
援
復

旧
に
自
衛
隊
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
災
害
対

策
と
し
て
自
衛
隊
関
係
者
の
委
員
を
賛
成
す
る
。

■
那
須
塩
原
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

国
民
保
護
協
議
会
委
員
、
障
害
者
自
立

支
援
審
査
会
委
員
及
び
塩
原
温
泉
湯
っ
歩

の
里
副
所
長
の
報
酬
額
を
定
め
る
た
め
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常

勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
か
ら
栃
木
県
市
町
村
総

合
事
務
組
合
に
お
い
て
、
議
会
議
員
の
公

務
災
害
補
償
に
係
る
事
務
を
共
同
処
理
す

る
こ
と
及
び
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
改
正

に
よ
り
「
身
体
障
害
者
療
護
施
設
」
が
「
障

害
者
支
援
施
設
」
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
職
員
互
助
会
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
度
以
降
、
市
の
求
め
に
応
じ

国
、
県
か
ら
派
遣
さ
れ
た
者
又
は
関
係
団

体
か
ら
研
修
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
者
が
、

市
の
業
務
に
従
事
し
た
場
合
に
、
そ
の
職

員
の
互
助
会
へ
の
加
入
を
認
め
る
た
め
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
福
祉
事
務
所
設
置
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て　
　

―
全
員
賛
成
―

　

福
祉
事
務
所
の
所
管
事
務
に
、
障
害
者

自
立
支
援
法
に
関
す
る
事
務
を
加
え
る
た

め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
乳
幼
児
医
療

費
助
成
の
対
象
年
齢
を
６
歳
か
ら
９
歳
に

引
き
上
げ
、
３
歳
未
満
の
子
ど
も
に
つ
い

て
、
現
物
給
付
方
式
を
導
入
、
３
歳
か
ら

９
歳
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
償
還
払
い

と
し
、
７
歳
か
ら
９
歳
の
子
ど
も
に
つ
い

て
は
一
部
を
自
己
負
担
と
す
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
国
民
健
康
保
険
法
に
規
定
す
る

住
所
地
主
義
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
者

に
つ
い
て
、
保
険
者
で
あ
る
市
町
村
の
助

成
対
象
者
と
す
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の

で
す
。

■
那
須
塩
原
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保

険
法
に
規
定
す
る
住
所
地
主
義
の
特
例
を

受
け
る
者
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
で
あ
る

市
町
村
の
助
成
対
象
者
と
す
る
た
め
に
改

正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保

険
法
に
規
定
す
る
住
所
地
主
義
の
特
例
を

受
け
る
者
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
で
あ
る

市
町
村
の
助
成
対
象
者
と
す
る
た
め
に
改

正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
を

踏
ま
え
た
第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

基
づ
い
て
市
が
行
う
介
護
保
険
事
業
の
運

営
上
、
必
要
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
規
定

す
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ

る
土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生
防
止
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

「
栃
木
県
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ
る

土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生
の
防
止
に

関
す
る
条
例
」
の
改
正
条
例
が
平
成
１８
年

７
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県

条
例
の
改
正
に
あ
わ
せ
て
、
関
連
す
る
市

の
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

現
在
、
整
備
を
進
め
て
い
る
都
市
計
画

公
園
「
太
夫
塚
公
園
」
の
一
部
を
平
成
１８
年

度
に
供
用
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
管
理

等
を
教
育
委
員
会
へ
委
任
す
る
た
め
に
改

正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
商
工
振
興
協
議
会
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て　
　

―
全
員
賛
成
―

　

組
織
機
構
の
見
直
し
に
伴
い
、
那
須
塩

原
市
商
工
振
興
協
議
会
の
庶
務
を
処
理
す

る
部
署
の
名
称
が
「
黒
磯
支
所
商
工
観
光

担
当
課
」
か
ら
産
業
観
光
部
商
工
観
光
課
」

に
変
更
と
な
る
こ
と
か
ら
改
正
す
る
も
の

で
す
。

■
那
須
塩
原
市
公
民
館
条
例
及
び
那
須
塩

原
市
図
書
館
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

東
那
須
野
公
民
館
が
平
成
１８
年
度
４
月

か
ら
供
用
開
始
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
東

那
須
野
公
民
館
及
び
東
那
須
野
公
民
館
内

に
設
置
し
て
い
る
図
書
館
分
室
の
位
置
に

つ
い
て
、
新
た
な
位
置
に
改
め
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

条
例
の
廃
止
に
つ
い
て　

―
全
員
賛
成
―

　

組
織
機
構
の
見
直
し
に
伴
い
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
業
務
が
、
平
成
１８
年

度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
及
び
黒
磯
、
塩

原
両
支
局
の
教
育
課
に
新
た
に
設
置
さ
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
に
移
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
当
該
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

補

正

予

算

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
６
号
）　
　

   

―
賛
成
多
数
―

　

各
種
事
務
事
業
の
確
定
等
に
伴
う
事
業

費
の
調
整
や
国
の
補
正
予
算
に
伴
う
対
応

を
行
う
ほ
か
、
安
心
・
安
全
の
た
め
の
緊

急
対
応
事
業
費
を
計
上
す
る
も
の
で
、
予

算
総
額
を
３
８
６
億
３
０
２
６
万
４
０
０

０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

決
算
を
見
込
ん
だ
各
種
事
業
費
の
過
不

足
の
調
整
行
う
も
の
で
、
予
算
総
額
を
１

０
８
億
５
５
３
２
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

不
足
が
見
込
ま
れ
る
医
療
諸
費
な
ど
へ

の
対
応
で
、
予
算
総
額
を
７２
億
９
２
４
６

万
４
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

歳
出
予
算
内
の
組
替
え
調
整
を
行
う
も

の
で
、
予
算
総
額
を
４２
億
２
８
５
６
万
９

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
板
室
本
村
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）　
　
　
　
　
　
　
　

 

―
全
員
賛
成
―

　

水
道
使
用
水
量
の
落
ち
込
み
と
、
県
道

中
塩
原
板
室
那
須
線
乙
女
橋
に
添
架
し
て

い
る
送
水
管
の
漏
水
事
故
復
旧
工
事
の
精

算
に
よ
る
減
額
な
ど
を
行
う
も
の
で
、
予

算
総
額
を
１
２
６
７
万
２
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
板
室
温
泉
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）　
　
　
　
　
　
　

 　

―
全
員
賛
成
―

　

水
道
使
用
水
量
の
落
ち
込
み
に
よ
り
、

水
道
使
用
料
な
ど
を
減
額
す
る
も
の
で
、

予
算
総
額
を
８
６
１
万
1
0
0
0
円
と
す

る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
西
塩
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

水
道
事
業
費
に
お
け
る
需
用
費
等
を
減

額
す
る
も
の
で
、
予
算
総
額
を
６
３
６
９

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

受
益
者
負
担
金
前
納
報
奨
金
や
下
水
道

使
用
料
徴
収
委
託
費
等
の
委
託
料
を
増
額

す
る
一
方
、
下
水
道
事
業
費
の
確
定
に
よ

る
減
額
な
ど
の
調
整
を
行
う
も
の
で
、
予

算
総
額
を
４０
億
３
４
７
２
万
円
３
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

那
須
塩
原
駅
西
地
区
区
画
整
理
事
業
の

保
留
地
処
分
に
お
い
て
、
当
初
の
額
が
見

込
め
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
減
額
を
行
い
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
計
上
す
る
も

の
で
、
予
算
総
額
を
３
億
７
９
０
０
万

4
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
西
那
須
野
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

・
収
益
的
収
入　

雨
水
準
幹
線
整
備
事
業

に
伴
う
既
設
管
切
替
工
事
の
補
償
金
を
増

額
す
る
も
の
で
、
補
正
後
の
予
算
額
を
９

億
９
３
８
４
万
８
０
０
０
円
と
す
る
も
の

で
す
。

・
収
益
的
支
出　

配
水
管
切
替
工
事
等
に

よ
る
固
定
資
産
の
除
却
増
と
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
支
出
増
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
補
正
後
の
予
算
額
を
９
億
５
７
９
９

万
9
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

・
資
本
的
収
入　

出
資
金
・
負
担
金
・
補

償
金
へ
の
一
般
会
計
か
ら
の
支
出
の
減
額

分
と
県
の
河
川
改
修
工
事
の
補
償
金
の
増

額
分
と
の
差
し
引
き
で
、
補
正
後
の
予
算

額
を
１
億
２
５
７
５
万
４
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

■
平
成
１７
年
度
那
須
塩
原
市
塩
原
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

資
本
的
支
出
で
は
、
簡
易
水
道
事
業
の

建
設
改
良
費
を
減
額
す
る
も
の
で
、
予
算

総
額
を
１
億
１
０
９
６
万
４
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
す
。
資
本
的
収
入
で
は
、
企

業
債
、
一
般
会
計
補
助
金
を
減
額
す
る
も

の
で
、
予
算
総
額
を
３
４
９
０
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

■
那
須
塩
原
市
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て　
　
　

―
賛
成
多
数
―

　

６０
の
「
公
の
施
設
」
に
お
け
る
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
基
づ
き
、「
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
よ

う
と
す
る
公
の
施
設
の
名
称
」「
指
定
管
理

者
と
な
る
団
体
の
名
称
」「
指
定
の
期
間
等
」

の
３
つ
の
事
項
に
つ
い
て
、
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　

討　

論　
　

早
乙
女
順
子 

議
員（
反
対
）

　

執
行
機
関
単
独
の
選
定
で
、
公
平
性
と
透
明
性
が
確

保
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
議
会
に
は
形
だ
け
の
情
報

提
供
で
、
議
会
が
責
任
を
持
て
な
い
提
案
で
あ
る
。

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
﹇
三
島
学
校
給

食
共
同
調
理
場
（
仮
称
）
改
築
事
業
に
伴
う

用
地
﹈　
　
　
　
　

 　
　

―
全
員
賛
成
―

　

（
仮
称
）
三
島
学
校
給
食
共
同
調
理
場
改

築
事
業
に
要
す
る
用
地
の
取
得
に
つ
い
て
、

「
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財

産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
」
の

規
定
に
基
づ
き
、
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　

取
得
予
定
地
の
合
計
面
積
は
、
６
１
９

７
・
66
㎡
、
取
得
予
定
価
格
は
、
１
億
８

４
５
万
９
０
５
０
円
と
な
り
ま
す
。

■
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
―
全
員
賛
成
―

　

市
営
住
宅
家
賃
滞
納
者
訴
訟
要
綱
第
５

条
の
規
定
に
よ
り
、
宇
都
宮
地
方
裁
判
所

大
田
原
支
部
に
対
し
て
、
滞
納
家
賃
の
支

払
い
及
び
市
営
住
宅
の
明
渡
し
の
訴
え
を

提
起
す
る
も
の
で
す
。

■
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

道
路
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
の
土
地

開
発
市
道
要
綱
に
よ
る
開
発
道
路
１
路
線

を
受
け
入
れ
、
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
結
果
、
市
道
の
総
延
長
は
、
１
２

２
５
・
１
㎞
、
実
延
長
は
、
１
１
７
８
・

４
㎞
、
市
道
路
線
の
総
数
は
２
２
８
４
路

線
と
な
り
ま
す
。

■
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
に
お
い

て
、
市
町
村
の
合
併
に
よ
る
構
成
市
町
村

の
数
の
減
少
に
伴
い
、
組
合
議
員
の
定
数

の
見
直
し
を
行
い
、
組
合
規
約
を
変
更
し

て
、
議
員
の
定
数
を
１４
名
か
ら
９
名
と
し
、

そ
の
構
成
を
大
田
原
市
３
名
、
那
須
塩
原

市
３
名
、
那
須
町
３
名
と
す
る
も
の
で
す
。

■
黒
磯
那
須
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

黒
磯
那
須
消
防
組
合
に
お
い
て
、
組
合

議
員
の
定
数
の
見
直
し
を
行
い
、
組
合
規

約
を
変
更
し
て
、
議
員
の
定
数
を
１６
名
か

ら
８
名
と
し
、
そ
の
構
成
を
那
須
塩
原
市

４
名
、
那
須
町
４
名
と
す
る
も
の
で
す
。

■
大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
大
田

原
地
区
広
域
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
に
お
い
て
、

市
町
村
の
合
併
に
よ
る
構
成
市
町
村
の
数

の
減
少
に
伴
い
、
組
合
議
員
の
定
数
の
見

直
し
を
行
い
、
組
合
規
約
を
変
更
し
て
、

議
員
の
定
数
を
１５
名
か
ら
８
名
と
し
、
そ

の
構
成
を
大
田
原
市
４
名
、
那
須
塩
原
市

４
名
と
す
る
も
の
で
す
。

■
黒
磯
那
須
公
設
卸
売
市
場
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て　
　

―
全
員
賛
成
―

　

黒
磯
那
須
公
設
卸
売
市
場
事
務
組
合
に

お
い
て
、
組
合
議
員
の
定
数
の
見
直
し
を

行
い
、
組
合
規
約
を
変
更
し
て
、
議
員
の

定
数
を
１４
名
か
ら
８
名
と
し
、
そ
の
構
成

を
那
須
塩
原
市
４
名
、
那
須
町
４
名
と
す

る
も
の
で
す
。

■
栃
木
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
等
組
合

の
解
散
に
つ
い
て　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
栃
木
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
を
設
立
し
、
同
組
合
に

お
い
て
栃
木
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
等

組
合
で
処
理
し
て
い
る
事
務
を
共
同
処
理

す
る
こ
と
か
ら
、
３
月
３１
日
を
も
っ
て
解

散
す
る
も
の
で
す
。

■
栃
木
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
等
組
合

の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

栃
木
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
等
組
合

の
解
散
に
伴
い
、
財
産
の
処
分
を
行
う
も

の
で
す
。

■
栃
木
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
の

解
散
に
つ
い
て　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
栃
木
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
を
設
立
し
、
同
組
合
に

お
い
て
市
職
員
の
退
職
手
当
支
給
に
係
る

事
務
を
共
同
処
理
す
る
こ
と
か
ら
、
栃
木

県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
３
月
31

日
も
っ
て
解
散
す
る
も
の
で
す
。

　

討　

論　
　

h
久
好
一 

議
員（
反
対
）

　

市
民
と
市
役
所
を
戦
争
に
協
力
・
動
員
す
る
も
の

で
、
指
定
公
共
機
関
に
さ
れ
る
と
、
消
防
や
救
急
・

病
院
も
ア
メ
リ
カ
軍
や
自
衛
隊
が
優
先
さ
れ
る
。

金
子
哲
也 

議
員（
賛
成
）

　

国
民
保
護
協
議
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
の
討
論

と
同
じ
内
容
で
あ
る
。

早
乙
女
順
子 

議
員（
反
対
）

　

国
民
の
生
命
も
財
産
も
守
ら
な
い
と
わ
か
っ
て
も
、

職
務
拒
否
し
た
場
合
、
処
分
対
象
と
な
る
。
そ
の
仕

事
に
市
職
員
が
携
わ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
他
の
案
件

（
平
成
１８
年
度
当
初
予
算
の
概
要
を
９
ペ

ー
ジ
か
ら
１１
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

    市議会会議録の

閲覧・検索ができます
ホームページで定例会・臨時会
会議録の閲覧・検索ができます。
ぜひご利用ください。
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可
決

■
栃
木
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
の

解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

栃
木
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
の

解
散
に
伴
い
、
財
産
の
処
分
を
行
う
も
の

で
す
。

■
栃
木
県
自
治
会
館
管
理
組
合
の
解
散
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
栃
木
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
を
設
立
し
、
同
組
合
に

お
い
て
栃
木
県
自
治
会
館
の
設
置
、
管
理

及
び
運
営
に
係
る
事
務
を
共
同
処
理
す
る

こ
と
か
ら
、
栃
木
県
自
治
会
館
管
理
組
合

を
３
月
３１
日
も
っ
て
解
散
す
る
も
の
で
す
。

■
栃
木
県
自
治
会
館
管
理
組
合
の
解
散
に

伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て
―
全
員
賛
成
―

　

栃
木
県
自
治
会
館
管
理
組
合
の
解
散
に

伴
い
、
財
産
の
処
分
を
行
う
も
の
で
す
。

■
栃
木
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
設
立

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

―
全
員
賛
成
―

　

栃
木
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
等
組
合
、

栃
木
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
及
び

栃
木
県
自
治
会
館
管
理
組
合
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
共
同
処
理
し
て
い
た
事
務
及
び

市
議
会
の
議
員
の
公
務
災
害
補
償
に
係
る

事
務
を
共
同
処
理
す
る
た
め
、
平
成
１８
年

４
月
１
日
か
ら
栃
木
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
設
立
す
る
も
の
で
す
。

議

員

提

案

■
児
童
扶
養
手
当
の
減
額
に
関
す
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て　
　

―
全
員
賛
成
―

　

平
成
１５
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
児
童
扶

養
手
当
法
で
、
受
給
期
間
が
５
年
を
超
え

る
場
合
、
手
当
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る

額
を
超
え
な
い
額
を
減
額
す
る
こ
と
に
対

し
、
児
童
扶
養
手
当
は
母
子
家
庭
等
の
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
養
育
を

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
減
額
率
を

緩
和
す
る
よ
う
国
に
求
め
る
も
の
で
す
。

　

提
出
し
た
意
見
書
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

国への意見書

　児童扶養手当は、母子家庭の子供の健やかな養育のために必要な支援である。

　児童扶養手当の受給者が増加する中、政府は、合理化・効率化を進め、児童

扶養手当法を改正し、手当の受給期間が５年（事由発生から７年）を超える場

合、「政令により手当の額の２分の１に相当する額を超えない額を支給しない」

とした。児童扶養手当制度が母子家庭の自立を支援する制度として、将来にわ

たり機能するよう、このたび制度変更が行われたものであるとされている。

　しかしながら、厚生労働省が平成15年11月に行った「平成15年度全国母子

世帯等調査」結果によると、「母子世帯となったときの母の平均年齢は33.5歳で、

そのときの末子の平均年齢は4.8歳」となっている。4.8歳の子の５年後は、小学

校中学年頃に当たり、成長に伴う食費増、教育費増などが重なる時期となり、

児童扶養手当の減額は、子供の健やかな成長期を直撃することになりかねない。

　よって政府は、児童扶養手当の見直しによる受給５年後の減額率を緩和する

とともに、自立に向けた就労支援策のより一層の充実を図るよう強く要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成18年3月22日

栃木県那須塩原市議会

児童扶養手当の減額に関する意見書

｝
議会を傍聴してみませんか
定例会は

　３月・６月・９月・１２月に開催されます。

　 次の定例会（6月議会）は、6月9日（金）開会予定です。

　詳しい内容は、ホームページをご覧ください。

　→http://www.city.nasushiobara.lg.jp/

内閣総理大臣

　総務大臣　　　　　　　

　財務大臣　　　　　　　　　　　
宛

　厚生労働大臣

　内閣府特命担当大臣

　（青少年育成及び少子化対策）
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会　　　計　　　名 １８年度
当初予算

１７年度
当初予算 比　　較

対 前 年 度
伸び率（％）

一 　 　 般 　 　 会 　 　 計

合 　 　 　 　 計

国民健康保険

老人保健

介護保険

板室本村簡易水道事業

板室温泉簡易水道事業

西塩簡易水道事業

下水道事業

農業集落排水事業

土地区画整理事業

公共用地先行取得事業

温泉事業

墓地事業

40,500,000

10,872,119�

7,093,924�

4,616,293

5,158�

8,761�

125,466�

3,684,424�

81,794�

266,923�

55,981�

55,115�

30,911�

67,396,869

36,860,000�

10,814,470�

6,694,625�

4,057,898�

5,860�

8,562�

73,694�

4,049,525�

75,326�

380,649�

89,975�

53,341�

29,395�

63,193,320

3,640,000�

57,649�

399,299�

558,395�

△ 702�

199�

51,772�

△ 365,101�

6,468�

△ 113,726�

△ 33,994�

1,774�

1,516�

4,203,549

9.9�

0.5�

6.0�

13.8�

△ 12.0�

2.3�

70.3�

△ 9.0�

8.6�

△ 29.9�

△ 37.8�

3.3�

5.2�

6.7

特　
　

別　
　

会　
　

計

区　　　　分

収益的収支
収  入

支  出

収  入

支  出

収  入

支  出

収  入

支  出

収  入

支  出

収  入

支  出

収  入

支  出

収  入

支  出

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

会計名

合 計

１８年度
当初予算

１７年度
当初予算 比　　較 対 前 年 度

伸び率（％）

水
道
事
業

黒　
　

磯

水
道
事
業

西
那
須
野

水
道
事
業

塩　
　

原

1,112,769

1,048,221�

508,518�

782,584�

1,013,786�

945,426�

329,553�

615,789�

289,765�

315.667�

98,801�

196,617�

2,416,320�

2,309,314�

936,872�

1,594,990

1,131,618�

1,099,889�

120,303�

404,295�

991,669�

948,712�

128,418�

469,710�

299,679�

304,316�

26,794�

106,330�

2,422,966�

2,352,917�

275,515�

980,335

△ 18,849

△ 51,668�

388,215�

378,289�

22,117�

△ 3,286�

201,135�

146,079�

△ 9,914�

11,351�

72,007�

90,287�

△ 6,646�

△ 43,603�

661,357�

614,655

△ 1.7�

△ 4.7�

322.7�

93.6�

2.2�

△ 0.3�

156.6�

31.1�

△ 3.3�

3.7�

268.7�

84.9�

△ 0.3�

△ 1.9�

240.0�

62.7

●一般会計・特別会計 （単位：千円） ●企業会計 （単位：千円）

17
年
度
の
種
か
ら
芽
吹
い
た

　
　

   　

 

”
芽
の
育
成

“ 

を
基
本
に

　

平
成
18
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
総
合
計

画
が
策
定
途
上
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
５

つ
の
こ
と
を
目
指
し
、
住
民
の
満
足
度
を
高

め
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
安
心
」「
安

全
」
を
掲
げ
、
新
た
に
芽
吹
い
た
芽
を
育
成
す

る
た
め
の
予
算
と
す
る
こ
と
を
基
本
に
、
施

設
修
繕
費
な
ど
を
前
倒
し
計
上
し
た
17
年
度

の
３
月
補
正
予
算
と
あ
わ
せ
、「
安
心
・
安
全

13
か
月
予
算
」
と
し
て
編
成
し
た
も
の
で
す
。

一
、
新
市
建
設
計
画
の
着
実
な
実
施

一
、
17
年
度
策
定
の
行
政
改
革
大
綱
及
び
集
中
行

一
、
財
政
改
革
プ
ラ
ン
の
履
行

一
、
既
に
着
手
し
て
い
る
継
続
事
業
の
早
期
完
了

一
、
17
年
度
予
算(

種
ま
き
・
芽
吹
き
予
算)

で
計
画

一
、
策
定
し
た
事
業
の
具
現
化

一
、
子
ど
も
の
安
全
対
策
、
耐
震
対
策
な
ど
当
面
の

一
、
懸
案
事
項
の
解
決

安
心
・
安
全
１３
ケ
月
予
算

総額 ６７３
億円

新年度予
算を可決
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対
前
年
度
比
9.9
％
増

一般会計

●那須地区広域行政事務組合ごみ処理施設整備事業負担金　17億9,583万7,000円

●道整備交付金事業 （６路線） ５億3,891万円

・黒磯地区 （２路線）　
・西那須野地区（３路線）
・塩原地区（１路線）

松浦町稲村線、総合グランド西線
幹Ⅰ－１号線、幹Ⅰ－３号線、幹Ⅰ－５号線
旧新湯線

10

○那須地区広域行政事務組合ごみ処理施設整備事業負担金
　17億9,583万7,000円
○道整備交付金事業
　５億3,891万円
　　・黒磯地区　２路線
　　・西那須野地区　３路線
　　・塩原地区　１路線

平成18年度の主要事業

会　　　計　　　名 １８年度
当初予算

１７年度
当初予算 比　　較 対前年度

伸び率（％）

区　　　　分

収益的収支
収  入

支  出

収  入

支  出

収  入

支  出

収  入

支  出

収  入

支  出

収  入

支  出

収  入

支  出

収  入

支  出

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

会計名

合  計

１８年度
当初予算

１７年度
当初予算 比　　較 対前年度

伸び率（％）

一　　般　　会　　計

合　　　　計

国民健康保険

老人保健

介護保険

板室本村簡易水道事業

板室温泉簡易水道事業

西塩簡易水道事業

下水道事業

農業集落排水事業

土地区画整理事業

公共用地先行取得事業

温泉事業

墓地事業

40,500,000

10,872,119�

7,093,924�

4,616,293

5,158�

8,761�

125,466�

3,684,424�

81,794�

266,923�

55,981�

55,115�

30,911�

67,396,869

36,860,000�

10,814,470�

6,694,625�

4,057,898�

5,860�

8,562�

73,694�

4,049,525�

75,326�

380,649�

89,975�

53,341�

29,395�

63,193,320

3,640,000�

57,649�

399,299�

558,395�

△ 702�

199�

51,772�

△ 365,101�

6,468�

△ 113,726�

△ 33,994�

1,774�

1,516�

4,203,549

9.9�

0.5�

6.0�

13.8�

△ 12.0�

2.3�

70.3�

△ 9.0�

8.6�

△ 29.9�

△ 37.8�

3.3�

5.2�

6.7

特　
　

別　
　

会　
　

計

（単位：千円）

●一般会計・特別会計 ●平成18年度の主要事業

（単位：千円）

●企業会計

水
道
事
業

黒　
　

磯

水
道
事
業

西
那
須
野

水
道
事
業

塩　
　

原

1,112,769

1,048,221�

508,518�

782,584�

1,013,786�

945,426�

329,553�

615,789�

289,765�

315.667�

98,801�

196,617�

2,416,320�

2,309,314�

936,872�

1,594,990

1,131,618�

1,099,889�

120,303�

404,295�

991,669�

948,712�

128,418�

469,710�

299,679�

304,316�

26,794�

106,330�

2,422,966�

2,352,917�

275,515�

980,335

△ 18,849

△ 51,668�

388,215�

378,289�

22,117�

△ 3,286�

201,135�

146,079�

△ 9,914�

11,351�

72,007�

90,287�

△ 6,646�

△ 43,603�

661,357�

614,655

△ 1.7�

△ 4.7�

322.7�

93.6�

2.2�

△ 0.3�

156.6�

31.1�

△ 3.3�

3.7�

268.7�

84.9�

△ 0.3�

△ 1.9�

240.0�

62.7

国道400号
東北自動車道

国道4号

東北新幹線・東北本線

黒磯駅

那須塩原駅

黒磯駅

那須塩原駅

西那須野駅西那須野駅

１８
年
度
当
初
予
算
は
405
億
円

塩原支所新築事業
6億2,666万6,000円

○塩原支所

箒根出張所○

西那須野支所○西那須野支所○

西那須野塩原IC西那須野塩原IC
地域再生整備事業
２億5,450万円

（仮称）黒磯インター整備関連事業
４億4,098万9,000円

那須塩原駅北土地区画整理事業
４億4,803万円

市役所◎市役所◎

その他の主要事業

ここに住んでよかった･･･
目指すのは“住民満足度”のアップ！
「安心」キーワード「安全」

　予算編成の基本的な考え方を踏まえ策定した平成18年度一般会

計当初予算は、17年度当初予算と比較し、9.9％増の405億円です。

　大きな伸びとなった主な要因は、合併前の旧市町時代に計画を策

定していた事業が、建物の建設など、本格的な対応の時期を迎える

ことによるものです。

　このほか、那須地区広域行政事務組合が進めている第２期ごみ処

理施設の整備事業負担金を計上したことなども予算額を押し上げる

大きな要因となっています。

（仮称）三島学校給食共同調理場改築事業
３億7,882万3,000円

◎
地
域(

自
主)

防
犯
活
動
支
援
補
助
金

↓
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
地
域

に
お
い
て
自
主
的
に
防
犯
活
動
を
実
践

す
る
団
体
に
支
援
す
る
も
の
で
す
。

◎
学
校
安
全
推
進
対
策

・
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
（
10
人
・

10
中
学
校
区
）
の
設
置

・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
（
青
色
回
転
灯
設

置
車
両
10
台
）
の
設
置
運
行

◎
防
犯
ブ
ザ
ー
の
配
布

◎
校
内
安
全
対
策
（
3
月
前
倒
し
実
施
）

・
門
扉
、
フ
ェ
ン
ス
の
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
車
座
談
議
の
開
催

↓
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、
地
域

の
課
題
を
討
議
・
解
決
す
る
場
と
し
て
、

ま
た
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す

る
場
と
し
て
公
民
館
区
を
基
準
に
開
催

す
る
も
の
で
す
。

◎
黒
磯
駅
周
辺
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

◎
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策

↓
西
那
須
野
駅
東
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
、構
内
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
補
助
金
で
す
。

◎
障
害
者
自
立
支
援
法
の
対
応

◎
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

◎
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
団
体
補
助
金

◎
学
力
向
上
連
携
事
業

↓
大
学
と
の
連
携
の
も
と
、
生
き
生
き

と
学
べ
る
教
師
の
指
導
力
ア
ッ
プ
や
学

校
の
活
性
化
を
目
指
し
、
大
学
教
授
に

学
校
で
の
直
接
指
導
を
い
た
だ
く
も
の

で
す
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

・
交
流
促
進
事
業
（
市
長
杯
大
会
）

↓
地
域
の
一
体
化
、
連
帯
感
の
醸
成
を

目
指
し
、
市
体
育
協
会
専
門
部
が
主
催

す
る
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
市
長
杯
を

提
供
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

↓
０
歳
か
ら
３
歳
未
満
は
現
物
給
付
、

３
歳
か
ら
９
歳
は
償
還
払
い
（
た
だ
し
、

７
歳
か
ら
９
歳
は
１
レ
セ
プ
ト
５
０
０

円
の
自
己
負
担
）
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
塩
原
温
泉
開
湯
１
２
０
０
年
記
念
事
業
実

　

行
委
員
会
補
助
金

↓
開
湯
１
２
０
０
年
を
迎
え
る
塩
原
温

泉
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
実

行
委
員
会
が
実
施
す
る
記
念
事
業
や
イ

ベ
ン
ト
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
支
援
す
る
も
の

で
す
。

◎
市
街
地
再
開
発
事
業

↓
西
那
須
野
地
区
中
心
市
街
地
活
性
化

計
画
に
基
づ
き
、
商
業
拠
点
で
あ
る
西

大
和
地
区
再
開
発
事
業
を
促
進
す
る
こ

と
で
、
賑
わ
い
の
あ
る
中
心
市
街
地
の

形
成
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

子
ど
も
を
守
る
安
全
対
策

 

拡
大
・
拡
充
す
る
事
業

 

新
た
に
対
応
す
る
も
の

 

子
ど
も
を
守
る
安
全
対
策

西那須野地区まちづくり交付金事業
10億2,805万円
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対
前
年
度
比
9.9
％
増

一般会計

●那須地区広域行政事務組合ごみ処理施設整備事業負担金　17億9,583万7,000円

●道整備交付金事業 （６路線） ５億3,891万円

・黒磯地区 （２路線）　
・西那須野地区（３路線）
・塩原地区（１路線）

松浦町稲村線、総合グランド西線
幹Ⅰ－１号線、幹Ⅰ－３号線、幹Ⅰ－５号線
旧新湯線

10

○那須地区広域行政事務組合ごみ処理施設整備事業負担金
　17億9,583万7,000円
○道整備交付金事業
　５億3,891万円
　　・黒磯地区　２路線
　　・西那須野地区　３路線
　　・塩原地区　１路線

平成18年度の主要事業

会　　　計　　　名 １８年度
当初予算

１７年度
当初予算 比　　較 対前年 度

伸び率（％）

区　　　　分

収益的収支
収  入

支  出

収  入

支  出

収  入

支  出

収  入

支  出

収  入

支  出

収  入

支  出

収  入

支  出

収  入

支  出

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

会計名

合  計

１８年度
当初予算

１７年度
当初予算 比　　較 対前年 度

伸び率（％）

一　　般　　会　　計

合　　　　計

国民健康保険

老人保健

介護保険

板室本村簡易水道事業

板室温泉簡易水道事業

西塩簡易水道事業

下水道事業

農業集落排水事業

土地区画整理事業

公共用地先行取得事業

温泉事業

墓地事業

40,500,000

10,872,119�

7,093,924�

4,616,293

5,158�

8,761�

125,466�

3,684,424�

81,794�

266,923�

55,981�

55,115�

30,911�

67,396,869

36,860,000�

10,814,470�

6,694,625�

4,057,898�

5,860�

8,562�

73,694�

4,049,525�

75,326�

380,649�

89,975�

53,341�

29,395�

63,193,320

3,640,000�

57,649�

399,299�

558,395�

△ 702�

199�

51,772�

△ 365,101�

6,468�

△ 113,726�

△ 33,994�

1,774�

1,516�

4,203,549

9.9�

0.5�

6.0�

13.8�

△ 12.0�

2.3�

70.3�

△ 9.0�

8.6�

△ 29.9�

△ 37.8�

3.3�

5.2�

6.7

特　
　

別　
　

会　
　

計

（単位：千円）

●一般会計・特別会計 ●平成18年度の主要事業

（単位：千円）

●企業会計

水
道
事
業

黒　
　

磯

水
道
事
業

西
那
須
野

水
道
事
業

塩　
　

原

1,112,769

1,048,221�

508,518�

782,584�

1,013,786�

945,426�

329,553�

615,789�

289,765�

315.667�

98,801�

196,617�

2,416,320�

2,309,314�

936,872�

1,594,990

1,131,618�

1,099,889�

120,303�

404,295�

991,669�

948,712�

128,418�

469,710�

299,679�

304,316�

26,794�

106,330�

2,422,966�

2,352,917�

275,515�

980,335

△ 18,849

△ 51,668�

388,215�

378,289�

22,117�

△ 3,286�

201,135�

146,079�

△ 9,914�

11,351�

72,007�

90,287�

△ 6,646�

△ 43,603�

661,357�

614,655

△ 1.7�

△ 4.7�

322.7�

93.6�

2.2�

△ 0.3�

156.6�

31.1�

△ 3.3�

3.7�

268.7�

84.9�

△ 0.3�

△ 1.9�

240.0�

62.7

国道400号
東北自動車道

国道4号

東北新幹線・東北本線

黒磯駅

那須塩原駅

黒磯駅

那須塩原駅

西那須野駅西那須野駅

１８
年
度
当
初
予
算
は
405
億
円

塩原支所新築事業
6億2,666万6,000円

○塩原支所

箒根出張所○

西那須野支所○西那須野支所○

西那須野塩原IC西那須野塩原IC
地域再生整備事業
２億5,450万円

（仮称）黒磯インター整備関連事業
４億4,098万9,000円

那須塩原駅北土地区画整理事業
４億4,803万円

市役所◎市役所◎

その他の主要事業

ここに住んでよかった･･･
目指すのは“住民満足度”のアップ！
「安心」キーワード「安全」

　予算編成の基本的な考え方を踏まえ策定した平成18年度一般会

計当初予算は、17年度当初予算と比較し、9.9％増の405億円です。

　大きな伸びとなった主な要因は、合併前の旧市町時代に計画を策

定していた事業が、建物の建設など、本格的な対応の時期を迎える

ことによるものです。

　このほか、那須地区広域行政事務組合が進めている第２期ごみ処

理施設の整備事業負担金を計上したことなども予算額を押し上げる

大きな要因となっています。

（仮称）三島学校給食共同調理場改築事業
３億7,882万3,000円

◎
地
域(

自
主)

防
犯
活
動
支
援
補
助
金

↓
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
地
域

に
お
い
て
自
主
的
に
防
犯
活
動
を
実
践

す
る
団
体
に
支
援
す
る
も
の
で
す
。

◎
学
校
安
全
推
進
対
策

・
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
（
10
人
・

10
中
学
校
区
）
の
設
置

・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
（
青
色
回
転
灯
設

置
車
両
10
台
）
の
設
置
運
行

◎
防
犯
ブ
ザ
ー
の
配
布

◎
校
内
安
全
対
策
（
3
月
前
倒
し
実
施
）

・
門
扉
、
フ
ェ
ン
ス
の
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
車
座
談
議
の
開
催

↓
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、
地
域

の
課
題
を
討
議
・
解
決
す
る
場
と
し
て
、

ま
た
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す

る
場
と
し
て
公
民
館
区
を
基
準
に
開
催

す
る
も
の
で
す
。

◎
黒
磯
駅
周
辺
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

◎
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策

↓
西
那
須
野
駅
東
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
、構
内
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
補
助
金
で
す
。

◎
障
害
者
自
立
支
援
法
の
対
応

◎
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

◎
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
団
体
補
助
金

◎
学
力
向
上
連
携
事
業

↓
大
学
と
の
連
携
の
も
と
、
生
き
生
き

と
学
べ
る
教
師
の
指
導
力
ア
ッ
プ
や
学

校
の
活
性
化
を
目
指
し
、
大
学
教
授
に

学
校
で
の
直
接
指
導
を
い
た
だ
く
も
の

で
す
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

・
交
流
促
進
事
業
（
市
長
杯
大
会
）

↓
地
域
の
一
体
化
、
連
帯
感
の
醸
成
を

目
指
し
、
市
体
育
協
会
専
門
部
が
主
催

す
る
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
市
長
杯
を

提
供
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

↓
０
歳
か
ら
３
歳
未
満
は
現
物
給
付
、

３
歳
か
ら
９
歳
は
償
還
払
い
（
た
だ
し
、

７
歳
か
ら
９
歳
は
１
レ
セ
プ
ト
５
０
０

円
の
自
己
負
担
）
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
塩
原
温
泉
開
湯
１
２
０
０
年
記
念
事
業
実

　

行
委
員
会
補
助
金

↓
開
湯
１
２
０
０
年
を
迎
え
る
塩
原
温

泉
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
実

行
委
員
会
が
実
施
す
る
記
念
事
業
や
イ

ベ
ン
ト
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
支
援
す
る
も
の

で
す
。

◎
市
街
地
再
開
発
事
業

↓
西
那
須
野
地
区
中
心
市
街
地
活
性
化

計
画
に
基
づ
き
、
商
業
拠
点
で
あ
る
西

大
和
地
区
再
開
発
事
業
を
促
進
す
る
こ

と
で
、
賑
わ
い
の
あ
る
中
心
市
街
地
の

形
成
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

子
ど
も
を
守
る
安
全
対
策

 

拡
大
・
拡
充
す
る
事
業

 

新
た
に
対
応
す
る
も
の

 

子
ど
も
を
守
る
安
全
対
策

西那須野地区まちづくり交付金事業
10億2,805万円
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　市民の皆さんの意見・要望等について、市議会へ請願及び陳情書を提出する制度があります。

　請願・陳情はいつでも受け付けております。当市議会では、年４回（３･６･９･12月）の定例会が開催されて

おり、開会の10日前までに提出されたものが、その定例会で審議されます。

詳しくは議会事務局までお問い合わせください。（☎0287‐62‐7181）

【請願・陳情は、次の要領で提出してください。】
◎あて先（那須塩原市議会議長あて）、提出年月日、及び趣旨・理由等を簡潔に書いてください。

◎住所・氏名をはっきり書いて、必ず押印してください。

◎請願書を提出する場合は、様式に従って紹介議員（那須塩原市

議会議員）の記名押印が必要となっています。

◎請願・陳情書が多数のときは、代表者を決めてください。

どうなったの？私たちの 請願・陳情
３月定例会で審議された皆さまからの請願・陳情等は次のとおりです。

第１回定例会 請願・陳情審議結果

受理年月日 件　　　　名 提出者住所・氏名 結　果区
分

陳　
　
　
　
　
　
　

情

Ｈ17・9・21
（第11号）

Ｈ17・11・24
（第12号）

Ｈ17・12・7
（第13号）

Ｈ18・2・6
（第１号）

Ｈ18・2・8
（第２号）

Ｈ18・2・14
（第３号）

那須野ゼロポイントに関する陳情

那須野ゼロポイントに関する陳情（※）

（※）陳情内容の変更により新たに提出されたものです。

児童扶養手当の減額に関する陳情

那須塩原市、とくに旧黒磯市街地に
おける市営バス路線の順路変更に関
する陳情書

「人権侵害の救済に関する法律」の
早期制定を求める意見書（議会決議）
について

市町村管理栄養士設置に関する陳情書

那須塩原市青木２２５ー１３
　那須野ゼロポイント整備実行委員会
　　委員長　小久保　進

那須塩原市青木２２５ー１３
　那須野ゼロポイント整備実行委員会
　　委員長　小久保　進

那須塩原市母子寡婦福祉連合会
　那須塩原市島方２８６
　　横山　愛子
　那須塩原市東三島５－７４
　　佐藤　幸枝
　那須塩原市関谷１０５７
　　b橋　美代子

那須塩原市大黒町２番５号
　特定医療法人　菅間記念病院
　　院長　鈴木　正徳

小山市神鳥谷２－３１－６
　部落解放同盟栃木県連合会
　　執行委員長　和田　献一

千代田区神田神保町１－３９
　社団法人　日本栄養士会
　　会長　中村　丁次
豊島区北大塚１－１６－６
　社団法人　全国栄養士養成施設協会
　　会長　松田　　朗
宇都宮市梁瀬町１８９７－９
　社団法人　栃木県栄養士会
　　会長　恩田　淑子

３月10日
取り下げ

採　　択

採　　択

不 採 択

継続審査

継続審査

請願・陳情の提出のしかた

　　　　　平成　年　月　日

那須塩原市議会議長あて

○○に関する請願（陳情）

　紹介議員　　　　　　　㊞

(陳情の場合、紹介議員は必要

ありません。)

　請願（陳情）者

　住所　　　　　　　　　

　氏名　　　　　㊞　他　名

請願（陳情）内容
(趣旨､理由を書いてください。）

※受理されたものは、関係する委員会（総務教育・福祉環境・産
業観光・建設水道）で審査をいたしますので、他種類にわたる
場合は、別々の請願・陳情として提出してください。

※必要により図面（その他資料）を添付してください。
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●５会派が代表質問

●市政一般質問に９議員が登壇

　３月６日に会派代表質問が行われ、未来２１、創生会、敬清会、公明クラブ、緑風

会の５会派の各代表が登壇。新年度に向けた市政運営方針・予算編成の基本的な考え

方、行財政改革への取り組みや新市建設計画の進捗状況など、今後のまちづくりの方

向性を確かめる活発な質問が行われました。その中の一部（１４㌻から１８㌻に掲載）

を要約してお知らせします。

関谷　暢之 議員（未来21）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  １
　①市政運営方針について／②安心安全なまちづくりについて／③公共施設について

菊地　弘明 議員（創生会）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　2
　①子供を守る安全対策について／②道路特定財源の見直しと道路行政について／③総合学習

　の中での本市の教育について

平山　　英 議員（敬清会）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　3
　①主要道路網の整備について／②安全で快適な上水道の整備運営について／③三位一体改革

　が推進される中、本市が目指す改革プランについて／④組織機構の抜本的見直しの方向性に

　ついて

吉成　伸一 議員（公明クラブ）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　4
　①平成18年度市政運営方針について②合併特例債について／③環境行政について／④農業行

　政について／⑤子どもを守る緊急対策についての要望書／⑥介護予防について

松原　　勇 議員（緑風会）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　5
　①塩原堆肥センターの稼働に期待する／②交通安全、特に十字路の安全対策に配慮を／

　③行政区・自治区の統合は市一本化への鍵

　３月８日・１０日の２日間の日程で行われた市政一般質問では、議員９人が登壇。
合併後１年が経過し、市を取り巻く社会環境等の変化への対応、各地域で抱える様々
な問題など、幅広い分野にわたり活発な質問が行われました。その中の一部（１９㌻
から２７㌻に掲載）を要約してお知らせします。

金子　哲也 議員　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　1
　①西那須野・北赤田地区産業廃棄物中間処理場許可について／②男女共同参画社会に向けて
眞壁　俊郎 議員　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　2
　①学校などの安全対策について／②第２期ごみ処理施設整備事業及び一般廃棄物処理基本計
　画について
東泉富士夫 議員　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　3
　①県道拡幅と歩道の設置について／②ガードレールの安全対策について／③公共事業のコス
　ト削減について
若松　東征 議員　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　4
　①情報通信技術（IT）講習推進特例事業について／②道路行政について／③保育園の安全対
　策について
早乙女順子 議員　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　5
　①那須塩原市総合計画について／②障害者自立支援制度について／③ごみ処理基本計画につ
　いて

e久　好一 議員　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　6
　①国保税の滞納について／②少子化対策について／③子ども達を守る活動について／④北赤
　田中間処理施設について／⑤農業問題について
植木　弘行 議員　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　7
　①施設振興公社の施設利用について／②下水道事業について／③障害者自立支援法について
　／④健康長寿センター内の自主訓練について／⑤新市建設計画に基づく社会基盤の整備とし
　ての主要道路網の整備について
室井　俊吾 議員　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　8
　①企業誘致について／②東那須産業団地について／③旧穴沢小学校について
山本はるひ 議員　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　9
　①市民と協働によるまちづくりについて／②補助金等について

３月６日

３月８日

３月１０日

会
派
代
表
質
問
＆
市
政
一
般
質
問

会
派
代
表
質
問
＆
市
政
一
般
質
問

ここが
聞きたい！
ここが
聞きたい！
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答 問

答 問答 問答 問答 問

答 問答 問答 問

答 問 答 問 答 問 答 問

未

来

21

会派代表質問-1　

■
基
本
姿
勢
・
基
本
的
考
え
方
は

　
　

市
の
一
体
感
に
つ
い
て
、
現
況
へ
の

　
　

所
見
と
課
題
は
。

　
　

市
長　

新
市
の
重
要
課
題
と
認
識
し

　
　

て
い
る
。
地
域
等
の
歴
史
・
伝
統
を

重
視
し
な
が
ら
も
、
す
ぐ
に
実
施
す
る
も

の
と
し
て
市
の
木
・
花
の
制
定
、
開
墾
記

念
祭
を
全
市
的
な
祭
り
に
位
置
づ
け
、
マ

ラ
ソ
ン
大
会
の
統
合
等
で
、
一
体
感
の
醸

成
に
向
け
で
き
る
も
の
か
ら
進
め
た
い
。

　
　

「
市
民
の
側
に
軸
足
を
置
い
た
施
策
」

　
　

と
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
。

　
　

市
長　

各
種
施
策
を
展
開
す
る
過
程

　
　

で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
な
ど
を
積
極
的
に
実
施
、
さ
ら
に

審
議
会
や
協
議
会
等
か
ら
の
提
言
を
い
た

だ
き
な
が
ら
運
営
し
て
い
き
た
い
。

　
　

「
個
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の

　
　

「
個
性
」と
具
体
的
施
策
は
。

　
　

市
長　

豊
か
な
自
然
、
疏
水
や
開
拓

　
　

の
歴
史
、
多
彩
な
産
業
の
立
地
、
国

土
幹
線
軸
上
の
要
衝
地
な
ど
で
あ
り
、
具

体
的
に
は
、
土
地
利
用
計
画
や
環
境
基
本

計
画
の
策
定
、
塩
原
温
泉
開
湯
１
２
０
０

年
記
念
祭
な
ど
で
あ
る
。

　
　

「
将
来
に
向
け
た
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

　
　

の
た
め
の
基
礎
づ
く
り
」
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
の
イ
メ
ー
ジ
と
具
体
的
施
策
は
。

　
　

市
長　

拠
点
都
市
と
し
て
の
エ
リ
ア

　
　

の
育
成
な
ど
で
、
具
体
的
に
は
中
心

市
街
地
の
活
性
化
や
主
要
道
路
の
整
備
、

土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進
な
ど
で
あ
る
。

注目していた市政運営方針

市長のビジョン・具体的施策とは
関谷　暢之 議員

重要課題は新市一体感の醸成

各種施策に市民の声を反映させたい
市　　長

■
学
校
の
安
全
対
策　
　
　

　
　

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
進
捗
状
況
と
課

　
　

題
は
。

　
　

市
長　

２
月
現
在
、
市
内
３
０
０
０

　
　

人
以
上
の
方
に
協
力
を
い
た
だ
き
、

着
実
に
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
課
題
は
、

一
部
の
保
護
者
や
教
職
員
に
負
担
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
、
学
校
の
目
の
届
か
な
い

と
こ
ろ
で
ど
う
守
っ
て
い
く
か
で
あ
る
。

　
　

新
年
度
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
運

　
　

行
計
画
・
体
制
は
。

　
　

市
長　

市
教
育
委
員
会
の
職
員
が
、

　
　

公
用
車
８
台
で
市
内
全
域
を
児
童
の

下
校
時
間
を
巡
回
し
て
い
る
。
来
年
度
は

青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
２
台
を
加
え
、
よ
り

効
率
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
い
。

　
　

児
童
へ
の
防
犯
ブ
ザ
ー
を
貸
与
と
し

　
　

た
真
意
と
今
後
に
つ
い
て
は
。

　
　

教
育
部
長　

意
識
付
け
と
し
て
大
切

　
　

に
使
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
趣
旨
で

あ
り
、
次
年
度
以
降
も
続
け
て
い
き
た
い
。

■
地
域
防
犯　

警
察
署
再
編
の
影
響
は

　
　

地
域
自
主
防
犯
組
織
の
現
況
と
今
後

　
　

の
取
り
組
み
は
。

　
　

市
長　

把
握
し
て
い
る
範
囲
で
は
市

　
　

内
に
１４
団
体
。
地
域
に
根
ざ
し
た
防

犯
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
新
年
度
予
算

に
防
犯
活
動
支
援
補
助
金
を
計
上
し
た
。

　
　

各
種
防
犯
組
織
・
防
犯
情
報
の
管
理

　
　

体
系
・
体
制
は
。

　
　

市
長　

団
体
相
互
お
よ
び
警
察
等
の

　
　

関
係
機
関
と
の
連
絡
強
化
は
不
可
欠

で
あ
り
、
自
主
的
な
防
犯
活
動
が
推
進
、

継
続
し
て
い
け
る
環
境
整
備
に
努
め
た
い
。

　
　

警
察
署
再
編
に
伴
い
、
防
犯
体
制
へ

　
　

の
影
響
と
課
題
は
。

　
　

市
長　

市
民
の
安
全
・
安
心
が
確
保

　
　

さ
れ
る
よ
う
、
人
的
配
置
の
増
強
、

交
番
な
ど
の
配
備
充
実
を
要
望
し
て
い
る
。

特
に
西
那
須
野
地
区
の
パ
ト
ロ
ー
ル
体
制

は
今
ま
で
以
上
に
強
化
さ
れ
る
と
伺
っ
て

お
り
、
防
犯
体
制
へ
の
影
響
や
課
題
は
な

い
も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　
　

「
公
共
施
設
白
書
」
策
定
へ
の
考
え
は

　
　

あ
る
か
。

　
　

市
長　

合
併
に
伴
い
、
数
多
く
の
公

　
　

共
施
設
を
保
有
し
て
お
り
、
そ
の
整

備
・
統
合
や
将
来
的
な
公
共
施
設
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
検

討
の
基
礎
資
料
と
し
て
「
公
共
用
地
白
書
」

策
定
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　

「
公
共
施
設
保
全
計
画
」「
公
共
施
設

　
　

保
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
」策
定
の
考
え
は
。

　
　

市
長　

施
設
の
保
全
は
、
予
防
保
全

　
　

が
効
率
的
、
経
済
的
な
施
設
運
用
が

で
き
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
策
定
に
つ
い

て
も
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

そ 

す
い　

地
域
防
犯
の
意
識
高
ま
る

『
安
心
・
安
全
』
へ
の
取
り
組
み
は

全
公
共
施
設
の

保
全
計
画
・
保
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
を
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答 問

答 問 答 問

答答 問問

答 問

答 問 ■予
算
編
成
へ
の
影
響

　
　

道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
関
す
る

　
　

基
本
方
針
の
決
定
に
伴
う
本
市
の
新

年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
の
考
え
方
は
。

　
　

市
長　

平
成
１７
年
１２
月
９
日
に
提
示 
　
　

さ
れ
た
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
１８
年

度
当
初
予
算
に
関
し
て
は
特
に
影
響
な
い

と
思
っ
て
い
る
が
、
１９
年
度
予
算
に
つ
い

て
は
、
何
ら
か
の
影
響
が
あ
る
も
の
と
考

え
て
お
り
、
今
後
の
国
に
お
け
る
歳
入
歳

出
一
体
改
革
の
論
議
状
況
や
具
体
案
の
方

向
な
ど
、
注
意
深
く
見
守
り
た
い
。

■
今
後
の
施
策
と
問
題
点
は

　
　

今
後
の
道
路
行
政
施
策
と
そ
の
問
題

　
　

点
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

　
　

市
長　

昨
今
の
厳
し
い
財
政
事
情
の

　
　

中
で
道
路
整
備
基
本
計
画
の
着
実
な

推
進
を
図
る
に
は
、
財
源
の
確
保
が
最
重

要
の
課
題
と
な
る
。
今
後
、
道
路
特
定
財

源
の
動
向
に
注
意
し
つ
つ
、
財
源
の
確
保

に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
、
事
業
の
重
要
性
や
優
先
度
を
十

分
考
慮
し
、
効
果
的
、
効
率
的
な
道
路
整

備
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

道路特定財源の見直し

新年度予算・施策等に影響ないか

市　　長

財源確保は最重要課題

重要性・優先度を見極め 整備進める

菊地　弘明 議員�

　
　

市
長
の
公
約
で
あ
る
少
人
数
学
級
、

　
　

３０
人
学
級
の
実
現
に
向
か
っ
て
い
る

中
、
小
中
学
校
の
先
生
方
は
ど
の
よ
う
に

感
じ
て
い
る
と
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

　
　

教
育
長　

市
単
独
に
よ
る
採
用
教
師

　
　

の
継
続
配
置
や
の
少
人
数
学
級
の
早

期
実
現
を
望
ん
で
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
考
え
方
と
取
り
入

　
　

れ
方
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　
　

教
育
長　

児
童
生
徒
が
社
会
の
激
し

　
　

い
変
化
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

社
会
人
、
職
業
人
と
し
て
、
し
っ
か
り
自

立
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
た
キ
ャ
リ

ア
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
小
学
校
も
含
め
て
各
学
校
が
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

視
点
か
ら
も
と
ら
え
て
、
推
進
し
て
い
け

る
よ
う
指
導
・
助
言
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　

い
わ
ゆ
る
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
実
態
と

　
　

そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

教
育
長　

平
成
１５
年
度
の
６
年
生
は
、

　
　

不
登
校
が
小
学
生
で
１
０
０
人
中
１
・

７７
人
、
中
学
１
年
時
で
３
・
２９
人
と
な
り

約
１
・
８６
倍
と
不
登
校
は
増
加
し
て
い
る
。

学
習
面
で
の
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
、
大

学
等
と
連
携
を
進
め
な
が
ら
学
力
向
上
支

援
事
業
と
し
て
、
１８
年
、
１９
年
度
の
２
年

間
、
市
教
委
単
独
の
研
究
校
を
小
学
校
１３

校
、
中
学
校
５
校
を
指
定
す
る
予
定
に
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
授
業
力
の
向
上
の

中
で
、
小
中
学
校
の
連
携
事
業
も
含
め
計

画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

小
中
一
貫
教
育
と
現
行
義
務
教
育
の

　
　

相
違
点
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

教
育
長　

現
行
の
義
務
教
育
は
小
中

　
　

一
貫
教
育
の
理
念
と
比
較
し
、
小
中

間
の
接
続
が
必
ず
し
も
滑
ら
か
で
は
な
い

と
言
わ
れ
て
お
り
、
不
登
校
、
学
習
、
生

活
面
な
ど
で
課
題
が
見
ら
れ
る
た
め
、
そ

の
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
、
小
中
学
校
９

年
間
を
見
通
し
た
系
統
的
、
継
続
的
な
教

育
活
動
が
で
き
る
小
中
一
貫
教
育
を
進
め

る
自
治
体
も
見
ら
れ
る
。
現
行
の
義
務
教

育
に
お
い
て
も
、
小
中
学
校
の
生
活
指
導

の
違
い
を
解
消
し
て
、
よ
り
一
層
の
連
携

に
よ
り
、
両
者
の
違
い
は
少
な
く
な
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

学
力
の
低
下
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、

　
　

生
徒
の
学
習
意
欲
を
引
き
出
す
諸
施

策
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

教
育
長　

大
学
と
の
連
携
に
お
け
る

　
　

市
教
委
指
定
の
小
中
学
校
１８
校
の
学

習
指
導
に
関
す
る
研
究
学
校
の
中
に
、
子

供
た
ち
の
学
習
意
欲
や
態
度
の
向
上
を
目

指
す
研
究
学
校
も
指
定
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
特
に
市
採
用
の
教
師
や
、
特
別
非

常
勤
講
師
の
積
極
的
な
活
用
を
促
し
、
指

導
方
法
の
工
夫
・
改
善
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
子
供
た
ち
の
さ
ら
な
る
学
習
意
欲
の

向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

創

生

会

次
代
を
担
う
子
ど
も
の
教
育

　

教
育
現
場
の
実
態
と
諸
施
策
は

会派代表質問-2　
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産業活動に重要な主要道路網の整備

（仮称）黒磯ICの開設 予定どおりか

平成20年度供用開始を目指し整備進める

答

答

問答 問

問 答

答

問

問

平山　英 議員�

市　　長

　
　

（
仮
称
）
黒
磯
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

　
　

開
設
は
、
当
初
予
定
ど
お
り
平
成
２０

年
度
に
は
供
用
開
始
で
き
る
の
か
。
進
捗

状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　

市
長　

県
と
市
の
役
割
分
担
に
よ
り
、

　
　

２０
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
整

備
を
進
め
て
お
り
、
昨
年
末
に
は
県
の
発

注
に
よ
り
一
部
側
道
等
の
工
事
に
着
手
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
役
割
分
担
の
中

で
本
市
は
、
側
道
や
周
辺
道
路
の
用
地
取

得
、
道
路
工
事
で
あ
り
、
供
用
開
始
を
目

標
に
、
現
在
用
地
の
取
得
に
向
け
た
測
量

に
着
手
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　　
　

現
在
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
行
政

　
　

改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
大
綱
の
柱

と
な
る
も
の
は
何
か
。

　
　

市
長　

基
本
方
針
で
柱
と
な
っ
て
い

　
　

る
も
の
は
、
①
従
前
の
画
一
的
な
行

政
運
営
か
ら
自
己
決
定
、
自
己
責
任
に
よ

る
自
立
的
な
行
政
運
営
へ
と
転
換
を
図
る

こ
と
。
②
公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
新
た
な

形
態
と
し
て
、
市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企

業
な
ど
の
参
入
を
促
進
す
る
こ
と
。
③
さ

ま
ざ
ま
な
行
政
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
速

や
か
に
公
開
し
、
市
民
と
の
情
報
の
共
有

化
を
推
進
す
る
こ
と
。
④
地
域
の
課
題
解

決
に
は
市
民
と
の
協
働
の
手
法
を
取
り
入

れ
、
市
民
に
は
取
り
組
め
な
い
課
題
は
行

政
が
担
う
と
い
っ
た
役
割
の
重
点
化
を
図

る
こ
と
。
⑤
職
員
一
人
一
人
が
創
意
工
夫

に
よ
る
行
政
運
営
感
覚
を
身
に
つ
け
る
た

め
、
職
員
の
意
識
改
革
を
す
る
こ
と
。
以

上
が
柱
と
な
る
視
点
で
あ
る
。

　
　

本
市
が
目
指
す
改
革
プ
ラ
ン
を
ど
の

　
　

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

市
長　

こ
の
プ
ラ
ン
は
行
財
政
改
革

　
　

大
綱
に
基
づ
き
策
定
す
る
も
の
で
、

プ
ラ
ン
に
は
検
討
項
目
ご
と
に
分
類
し
、

改
革
の
方
向
、
時
期
な
ど
具
体
的
な
改
革

内
容
を
記
載
す
る
。
こ
れ
ら
の
改
革
は
平

成
１７
年
度
を
起
点
に
２１
年
度
ま
で
の
５
か

年
の
取
り
組
み
内
容
で
あ
り
、
策
定
後
も

毎
年
度
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
改

革
の
成
果
を
公
表
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

今
後
と
も
市
民
満
足
度
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
第
一
に
、
健
全
で
効
率
的
な
行
政
運

営
を
将
来
に
わ
た
り
継
続
、
発
展
で
き
る

よ
う
さ
ら
な
る
努
力
を
重
ね
た
い
。

　
　

早
期
に
組
織
機
構
の
抜
本
的
見
直
し

　
　

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
市

長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

市
長　

こ
の
１
年
間
を
検
証
し
た
結

　
　

果
、
事
務
事
業
の
効
率
性
な
ど
の
問

題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
部
見
直

し
を
行
い
、
本
年
４
月
の
移
行
を
予
定
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
さ
ら
に

組
織
機
構
の
簡
素
化
・
効
率
化
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
来
年
度
か
ら

抜
本
的
見
直
し
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

水
道
事
業
統
合
の
基
本
計
画
策
定
業

　
　

務
委
託
の
計
上
が
さ
れ
て
い
る
が
、

い
つ
ご
ろ
策
定
す
る
の
か
。

　
　

市
長　

事
業
統
合
と
あ
わ
せ
た
料
金

　
　

体
系
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
事
業
統
合
に
係
わ
る
基
本
計

画
策
定
及
び
水
道
料
金
の
見
直
し
作
業
に

取
り
か
か
る
予
定
で
あ
る
。

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

　

市
が
目
指
す
改
革
の
柱
は

抜
本
的
な
見
直
し
必
要

　

現
行
組
織 

ど
う
考
え
る

会派代表質問-3　

安
全
・
快
適
な
上
水
道
の
運
営
を

敬

清

会
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黒磯地域にあるシニアセンター黒磯地域にあるシニアセンター

答答 問問

答 答問 問

答 問

後を絶たない産業廃棄物の不法投棄

市内の産廃処理施設 適正な操業か

市　　長

不法投棄対策の強化を県に要望

吉成　伸一 議員�

■
操
業
状
況
・
市
の
基
本
姿
勢
は

　
　

本
市
に
あ
る
産
業
廃
棄
物
の
中
間
処

　
　

理
場
、
ま
た
最
終
処
分
場
は
正
し
く

操
業
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

市
長　

担
当
職
員
や
廃
棄
物
監
視
員

　
　

に
よ
る
監
視
活
動
等
を
行
っ
て
お
り
、

各
施
設
と
も
適
正
に
操
業
さ
れ
て
い
る
も

の
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

本
市
の
産
業
廃
棄
物
処
理
場
に
対
す

　
　

る
基
本
姿
勢
は
。

　
　

市
長　

昨
年
、
立
地
基
準
、
不
適
正

　
　

処
理
対
策
の
不
法
投
棄
対
策
な
ど
の

強
化
に
つ
い
て
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

本
市
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
基

　
　

本
的
な
考
え
方
は
。

　
　

市
長　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に

　
　

い
て
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
に
な

っ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
削
減

す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
と
し
て
注
目
を

さ
れ
て
お
り
、
持
続
発
展
が
可
能
な
社
会

の
構
築
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

特
に
利
用
し
や
す
い
太
陽
光
発
電
に

　
　

つ
い
て
、
よ
り
普
及
す
る
た
め
に
市

独
自
の
補
助
制
度
を
導
入
し
て
は
。

　
　

市
長　

市
と
し
て
の
補
助
制
度
の
導

　
　

入
に
つ
い
て
、
来
年
度
策
定
予
定
の

総
合
計
画
や
環
境
基
本
計
画
の
中
で
論
議

を
し
、
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

　　

   

集
荷
円
滑
化
対
策
、
品
目
横
断
的
経

　
　

営
安
定
化
対
策
、
農
地
・
水
・
環
境

保
全
向
上
対
策
や
集
落
営
農
な
ど
今
後
の

施
策
を
ど
う
農
家
に
伝
え
て
い
く
の
か
。

　
　

市
長　

農
家
と
非
農
家
が
行
う
共
同

　
　

活
動
へ
の
支
援
事
業
で
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

市
の
堆
肥
セ
ン
タ
ー
を
特
定
の
地
域

　
　

の
施
設
だ
け
で
な
く
、
市
の
酪
農
の

研
究
施
設
と
し
て
、
ま
た
、
観
光
施
設
と

し
て
も
利
用
で
き
な
い
か
。

　
　

市
長　

提
案
に
つ
い
て
は
、
近
隣
に

　
　

国
の
研
究
施
設
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
研
究
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　

      

合
併
特
例
債
の
運
用
の
基
本
的
な
考

　
　

え
方
と
、
今
後
考
え
ら
れ
る
合
併
特

例
債
を
使
っ
た
大
き
な
事
業
は
。

　
　

市
長　

新
市
建
設
計
画
の
事
務
事
業

　
　

を
再
検
討
し
、
事
業
の
必
要
性
等
を

十
分
に
見
き
わ
め
る
と
と
も
に
、
優
先
順

位
を
考
慮
し
な
が
ら
、
適
正
活
用
を
図
っ

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
旧
市
町
の
市
街
地

を
一
体
化
す
る
た
め
の
道
路
や
拠
点
の
連

結
を
強
化
す
る
た
め
の
道
路
な
ど
、
主
要

道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て
も
特
例
債
の
活

用
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

既
に
黒
磯
地
区
に
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　

が
整
備
を
さ
れ
て
い
る
が
、
西
那
須

野
・
塩
原
地
区
に
も
整
備
す
べ
き
で
は
。

　
　

市
長　

当
面
は
既
存
施
設
を
活
用
し
、

　
　

シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー
と
同
様
な
介
護
予

防
事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

　
　

整
備
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

市
長　

今
後
内
容
等
も
含
め
整
備
に

　
　

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

通
学
時
に
お
け
る
歩
道
の
整
備
に
つ

　
　

き
ま
し
て
伺
う
。

　
　

市
長　

予
算
の
制
約
が
あ
る
が
、
市

　
　

道
に
つ
い
て
は
順
次
整
備
を
し
た
い
。

　
　

学
童
保
育
の
設
置
基
準
や
利
用
条
件

　
　

の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
長　

保
護
者
会
の
組
織
の
地
域
に

　
　

お
い
て
は
組
織
化
を
図
っ
て
い
た
だ

き
、
利
用
条
件
等
の
拡
大
緩
和
等
を
含
め

て
協
議
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

問 問

答 問

答 問答 問答 問

答 答

会派代表質問-4　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は

品
目
横
断
的
経
営
安
定
化
対
策

　

農
家
が
歓
迎
す
べ
き
政
策
か

約
45
億
円
の
合
併
特
例
債

　

基
本
的
な
運
用
・
使
途
区
分
は

子
育
て
の
相
互
援
助
活
動

　

拠
点
と
な
る
施
設
整
備
は

　

シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー
の
増
設
は
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塩原堆肥センター稼働に期待

料金･需給バランス･販路 問題ないか
松原　勇 議員�

安定した優良堆肥を製造

畜産農家・耕種農家等の利用促進図る
市　　長

■
施
設
管
理
・
運
営
の
方
向
は

　
　

家
畜
糞
尿
処
理
法
の
制
定
に
基
づ
い

　
　

て
建
設
さ
れ
た
、
こ
の
塩
原
堆
肥
セ

ン
タ
ー
の
意
義
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

市
長　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
意
義
は
、

　
　

有
機
質
資
源
で
あ
る
牛
の
ふ
ん
や
尿
、

生
ご
み
を
堆
肥
化
し
、
有
機
肥
料
と
し
て

有
効
利
用
す
る
こ
と
で
、
畜
産
環
境
保
全

や
、
土
づ
く
り
を
基
本
と
し
た
環
境
保
全

型
農
業
及
び
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成
を

推
進
す
る
た
め
の
施
設
と
考
え
て
い
る
。

　
　

ふ
ん
尿
の
処
理
料
金
が
１
ｔ
当
た
り

　
　

１
５
０
０
円
に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
算
出
基
準
は
。

　
　

市
長　

処
理
料
金
は
、
施
設
全
体
の

　
　

管
理
運
営
計
画
に
あ
わ
せ
て
検
討
し
、

入
荷
を
基
本
と
し
て
１
ｔ
当
た
り
１
５
０

０
円
と
い
う
金
額
を
算
出
し
た
。

　
　

畜
産
農
家
と
セ
ン
タ
ー
と
の
契
約
が

　
　

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

市
長　

農
家
と
の
契
約
、
利
用
に
つ

　
　

い
て
は
、
利
用
者
と
も
協
議
し
な
が

ら
搬
入
量
や
搬
入
日
等
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
を
組
む
こ
と
に
よ
り
、
施
設
の
処
理
能

力
と
搬
入
量
を
考
慮
し
、
年
間
を
通
し
て

安
定
し
た
稼
働
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

有
機
質
堆
肥
の
循
環
型
農
業
の
推
進

　
　

は
農
耕
の
基
本
だ
と
考
え
て
い
る
が
、

こ
の
施
設
で
製
造
さ
れ
る
堆
肥
の
販
路
は
。

　
　

市
長　

Ｊ
Ａ
な
す
の
や
、
各
生
産
組

合　

及
び
農
業
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
、

販
路
の
拡
大
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　

化
学
肥
料
に
頼
ら
ず
、
優
良
堆
肥
の

　
　

使
用
に
よ
り
経
費
削
減
、
生
産
向
上

を
図
る
た
め
に
も
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
役
割

は
重
要
で
あ
る
が
、
行
政
の
指
導
推
進
に

ど
の
よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

市
長　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
を
契

　
　

機
に
、
品
質
の
安
定
し
た
優
良
堆
肥

を
製
造
し
、
営
農
指
導
等
も
含
め
Ｊ
Ａ
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
畜
産
・
耕

種
農
家
等
へ
の
利
用
促
進
を
図
り
た
い
。

　
　

市
の
形
態
の
基
本
は
市
民
で
あ
り
、

　
　

自
治
区
で
あ
る
。
こ
の
自
治
区
の
人

口
、
世
帯
の
構
成
が
大
き
く
異
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
歴
史
的
背
景
と
時
代
の
変
遷

に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
自
治
区
の
組
織

統
合
を
行
政
の
立
場
で
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

市
長　

小
規
模
の
自
治
組
織
の
統
合

　
　

や
単
位
行
政
区
の
規
模
の
均
衡
を
図

る
課
題
に
つ
い
て
は
、
行
政
側
が
一
方
的

に
行
政
区
の
基
準
を
示
す
と
、
地
域
に
大

き
な
混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
、
そ
の
地

域
の
歴
史
的
な
背
景
、
地
理
的
な
問
題
な

ど
、
長
年
に
わ
た
る
習
慣
も
あ
る
の
で
、

地
域
住
民
の
意
向
が
、
重
要
な
位
置
を
占

め
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

現
在
市
内
に
行
政
区
が
２
１
４
あ
る

　
　

が
、
そ
の
う
ち
５０
世
帯
未
満
が
黒
磯

地
区
で
４６
区
、
塩
原
地
区
で
は
30
区
と
な

っ
て
い
る
。
小
規
模
地
区
の
統
合
、
あ
る

い
は
自
治
区
を
ま
と
め
て
代
表
区
長
制
と

し
て
行
政
と
の
連
携
を
密
に
し
、
自
治
区

の
早
期
の
確
立
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
。

　
　

市
長　

一
定
区
域
内
の
複
数
の
区
長

　
　

を
代
表
と
す
る
区
長
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
地
域
住
民
に
対
す
る
事
業
説
明
及

び
周
知
徹
底
等
の
一
つ
の
手
法
と
し
て
考

え
る
が
、
情
報
交
換
を
怠
る
こ
と
な
く
、

事
務
事
業
の
説
明
な
ど
を
通
じ
て
、
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

自
治
組
織
の
統
一
体
制
に
つ
い
て
は
、
昨

年
６
月
に
那
須
塩
原
市
自
治
会
・
区
長
会

協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
組
織
的
な
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　

市
内
の
全
自
治
区
が
同
様
の
組
織
体

　
　

制
と
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
の

た
め
に
は
市
民
の
理
解
と
協
力
、
行
政
サ

イ
ド
の
助
言
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　

市
長　

未
加
入
地
域
の
自
治
会
や
自

　
　

治
会
長
や
連
合
会
組
織
、
さ
ら
に
は

住
民
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
十
分
に
参
考
に

し
な
が
ら
、
引
き
続
き
早
期
加
入
、
統
合

に
向
け
て
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

行
政
区
・
自
治
区
統
合
は

　

市
の
一
本
化
へ
の
”カ
ギ
“

答 問

答 問答 問答 問答 問

問答

問 問答 答

稼動を待つ堆肥センター
（発酵棟内）

稼動を待つ堆肥センター
（発酵棟内）

会派代表質問-5　



答

答

答

答

答 問問
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問

問

問

問

■
反
対
署
名
２
６
０
０
人

　
　

地
域
住
民
の
声　

ど
う
受
け
止
め
る

工事が進む建設現場工事が進む建設現場

19

■
こ
れ
か
ら
の
対
応
・
考
え
は

　
　

平
成
１６
年
８
月
に
、
東
武
商
事
に
よ

　
　

る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
事
業

計
画
書
の
提
出
が
あ
り
、
昨
年
暮
れ
に
地

鎮
祭
が
行
わ
れ
、
産
廃
処
理
場
建
設
が
現

在
着
々
と
進
ん
で
い
る
が
、
①
経
緯
と
市

の
姿
勢
に
つ
い
て
、
②
市
と
住
民
と
の
共

同
歩
調
が
と
れ
な
い
か
、
③
業
者
と
の
協

定
締
結
に
つ
い
て
、
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

生
活
環
境
部
長　

①
産
業
廃
棄
物
中

　
　

間
処
理
施
設
は
、
県
が
内
容
を
審
査

し
、
設
置
予
定
箇
所
の
現
地
調
査
を
経
て

設
置
の
許
可
を
し
た
も
の
で
、
市
と
し
て

は
、
事
業
者
と
の
合
意
に
よ
る
環
境
保
全

協
定
等
の
締
結
の
方
向
に
な
れ
ば
、
協
力

し
た
い
。
②
県
と
連
携
し
監
視
、
指
導
を

す
る
と
と
も
に
、
関
係
地
域
の
生
活
環
境

の
保
全
と
公
害
の
未
然
防
止
に
努
め
た
い
。

③
事
業
者
に
対
し
て
は
、
関
係
地
域
の
住

民
と
の
合
意
形
成
を
図
る
よ
う
指
導
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
必
要
が
あ
れ
ば
県

と
と
も
に
事
業
者
に
対
し
て
説
明
会
の
開

催
等
に
つ
い
て
指
導
し
た
い
。

　
　

住
民
の
２
６
０
０
名
に
上
る
反
対
の

　
　

署
名
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

に
対
し
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

生
活
環
境
部
長　

心
情
的
な
部
分
で

　
　

は
受
け
と
め
て
い
る
が
、
法
律
を
破

っ
て
ま
で
は
、
同
じ
行
政
の
中
で
は
で
き

な
い
こ
と
も
あ
わ
せ
て
考
え
て
い
る
。

　
　

今
ま
で
の
経
過
の
中
で
、
住
民
と
の

　
　

話
し
合
い
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い

な
い
。
住
民
の
意
向
を
、
ほ
と
ん
ど
組
ん

で
い
な
い
と
こ
ろ
に
今
回
の
問
題
が
あ
る

と
思
う
。
地
域
住
民
へ
の
周
知
及
び
継
続

的
な
合
意
形
成
を
図
る
と
言
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
の
体
制
が
あ
る
か
。

　
　

生
活
環
境
部
長　

事
業
者
が
、
た
と

　
　

え
用
途
地
域
と
し
て
工
業
専
用
地
域

で
あ
っ
て
も
、
十
分
、
周
辺
住
民
の
合
意

形
成
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
意

見
を
県
に
対
し
て
出
し
て
い
る
。
県
は
、

事
業
者
に
対
し
て
住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
く

説
明
を
し
、
理
解
を
図
る
よ
う
に
再
三
言

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

■
建
設
断
る
市
の
姿
勢
も
必
要

　
　

平
成
１７
年
３
月
の
回
答
書
で
、
こ
の

　
　

地
域
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ゾ
ー
ン
地
区

に
属
し
て
い
て
、
複
合
業
務
区
域
な
の
で
、

商
業
業
務
及
び
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し

た
企
業
等
の
誘
致
を
図
る
区
域
と
位
置
づ

け
て
い
る
。
原
則
と
し
て
当
該
施
設
の
立

地
を
想
定
し
て
い
な
い
と
い
う
回
答
を
出

し
て
い
る
が
、
な
ぜ
市
は
こ
の
施
設
を
断

る
と
い
う
方
向
に
立
て
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

生
活
環
境
部
長　

確
か
に
意
見
と
し

　
　

て
は
そ
う
い
う
形
で
出
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
工
業
専
用
地
域
に
つ
い
て

は
、
指
導
要
綱
上
、
住
民
の
同
意
等
が
要

ら
な
い
。
そ
う
い
う
も
の
を
つ
く
れ
る
場

所
だ
と
い
う
判
断
で
、
県
は
一
つ
の
手
順

に
従
っ
て
許
可
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ゾ
ー
ン
に
指
定
し
、

　
　

こ
う
い
う
地
域
は
そ
う
い
う
業
種
は

ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
判
断
の
も
と
に
、

や
は
り
市
は
反
対
で
あ
る
と
い
う
立
場
を

と
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
昨
年
３
月

の
建
設
反
対
の
議
会
決
議
、
６１
名
が
全
会

一
致
で
議
決
し
た
決
議
書
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
立
場
で
県
に
対
応
し
た
の
か
。

　
　

生
活
環
境
部
長　

廃
掃
法
、
あ
る
い

　
　

は
指
導
要
綱
の
手
続
き
に
よ
り
、
県

が
許
可
を
す
る
と
い
う
一
連
の
流
れ
に
対

し
て
、
反
対
と
い
う
よ
う
な
形
で
は
申
し

上
げ
て
は
い
な
い
。

北赤田地区産廃中間処理場建設

地域住民の合意形成どう取り組む
金子　哲也 議員

金
子
哲
也 

議
員

金
子
哲
也 

議
員

県と連携、必要に応じて指導等を

生活環境部長

市政一般質問-1
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総
事
業
費
約
130
億
円
　

　
第
２
期
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
は

施
設
発
注
仕
様
書
・
設
計
作
業
を
進
め
て
い
る

眞
壁　

俊
郎 

議
員

生
活
環
境
部
長

　
　

第
２
期
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
の

　
　

進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

生
活
環
境
部
長　

現
在
、
施
設
本
体

　
　

等
の
発
注
仕
様
書
の
作
成
、
敷
地
造

成
の
設
計
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
　

住
民
へ
の
説
明
内
容
と
住
民
の
意
見
、

　
　

要
望
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

生
活
環
境
部
長　

ス
ト
ー
カ
ー
方
式

　
　

プ
ラ
ス
灰
溶
融
炉
の
仕
組
み
、
生
活

環
境
影
響
調
査
結
果
等
を
説
明
、
意
見
・

要
望
は
、
収
集
運
搬
時
の
交
通
渋
滞
対
策
、

安
心
・
安
全
な
施
設
建
設
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
　

生
活
環
境
影
響
調
査
の
評
価
と
環
境

　
　

保
全
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

生
活
環
境
部
長　

本
事
業
の
環
境
へ

　
　

の
影
響
は
小
さ
く
、
環
境
保
全
も
十

分
配
慮
さ
れ
て
い
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
作
成
の

　
　

進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

市
長　

ご
み
の
分
別
収
集
、
ご
み
袋

　
　

の
統
一
な
ど
に
つ
い
て
、
廃
棄
物
減

量
等
推
進
会
議
で
議
論
を
し
て
い
た
だ
き
、

平
成
18
年
度
に
は
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

　
　

基
本
計
画
で
は
、
ご
み
の
減
量
・
資

　
　

源
化
の
推
進
が
大
変
重
要
と
考
え
る

が
主
な
施
策
は
。

　
　

市
長　

計
画
の
基
本
は
、
循
環
型
社

　
　

会
の
実
現
を
図
る
こ
と
で
、
で
き
る

限
り
廃
棄
物
の
排
出
を
抑
制
し
、
環
境
へ

の
負
荷
の
低
減
に
配
慮
し
つ
つ
、
再
使
用
、

再
生
利
用
、
分
別
回
収
等
、
循
環
的
な
利

用
を
考
え
て
い
く
。

　
　

ご
み
施
設
建
設
は
、
立
地
場
所
、
近

　
　

郊
住
民
の
理
解
と
協
力
が
大
変
重
要

だ
が
、
こ
れ
を
得
る
こ
と
は
大
変
難
し
い

と
思
っ
て
い
る
。
今
後
、
同
意
を
求
め
る

の
に
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

　
　

生
活
環
境
部
長　

各
自
治
会
に
あ
と

　
　

２
回
程
度
説
明
を
行
い
、
同
意
的
な

も
の
、
あ
る
い
は
環
境
保
全
の
協
定
等
の

意
見
交
換
、
要
望
等
を
整
理
し
、
実
行
に

向
け
た
い
と
考
え
る
。

　
　

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

　
　

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

生
活
環
境
部
長　

周
辺
整
備
的
な
兼

　
　

ね
合
い
の
中
で
、
事
業
と
し
て
捉
え

る
も
の
は
所
管
部
と
協
議
を
し
た
い
。

　
　

湯
宮
、
鴫
内
地
区
は
、
生
活
用
水
、

　
　

飲
料
水
も
含
め
裏
の
山
か
ら
引
い
て

い
る
が
、
河
川
の
水
質
調
査
は
。

　
　

生
活
環
境
部
長　

事
業
主
体
の
広
域

　
　

行
政
事
務
組
合
が
、
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
実
施
に
つ
い
て
話
を
し

て
い
き
た
い
。

　
　

水
道
の
設
置
に
つ
い
て
は
。

　
　

水
道
部
長　

第
５
次
拡
張
事
業
に
入

　
　

っ
て
い
る
。
生
活
環
境
部
と
相
談
し

な
が
ら
今
後
計
画
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

当
該
地
区
は
非
常
に
農
業
が
盛
ん
で

　
　

あ
る
が
、
農
地
の
調
査
、
農
業
生
産

物
の
調
査
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

生
活
環
境
部
長　

実
施
の
方
向
で
話

　
　

を
し
た
い
。

　
　

不
審
者
情
報
な
ど
の
共
有
は
、
ど
う

　
　

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の

よ
う
に
実
施
す
る
の
か
。

　
　

教
育
部
長　

市
内
の
各
小
学
校
、
保

　
　

育
園
、
幼
稚
園
、
公
民
館
、
青
少
年

セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
セ
ン
タ
ー
、
各
支
局

へ
フ
ァ
ク
ス
で
送
信
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ

ル
機
器
を
使
っ
た
不
審
者
情
報
交
換
は
、

そ
の
効
果
な
ど
を
今
後
検
討
し
た
い
。

　
　

警
察
と
の
連
携
は
ど
う
し
て
い
る
の

　
　

か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
実
施

す
る
の
か
。

　
　

教
育
部
長　

児
童
生
徒
の
健
全
育
成

　
　

の
た
め
の
学
校
と
警
察
と
の
連
携
に

関
す
る
協
定
の
締
結
に
向
け
準
備
を
し
て

お
り
、
３
月
中
に
締
結
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

安
全
対
策
と
し
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

　
　

新
規
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
と
の

こ
と
だ
が
、
既
存
の
も
の
の
活
用
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

教
育
部
長　

現
在
の
と
こ
ろ
、
ス
ク

　
　

ー
ル
バ
ス
を
子
供
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
活
用
す
る
考
え
は
な
い
。

答 問答

答

問

問

答 問答

答

問

問

答 問答 問答 問答

答

問

問 答 問 答 問

真
壁
俊
郎 

議
員

真
壁
俊
郎 

議
員

市政一般質問-2

”
安
心
・
安
全
“
の
崩
壊
時
代

　

子
ど
も
の
安
全
対
策
ど
う
す
る
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危険な道路状況

通学・歩行者安全対策どう考える
東泉富士夫 議員

東
泉
富
士
夫 

議
員

東
泉
富
士
夫 

議
員

安全対策 引き続き県に要望していく
建設部長

■
県
道
の
拡
幅
と
歩
道
の
設
置
を

　
　

県
道
２
５
９
号
、
通
称
接
骨
木
、
横

　
　

林
街
道
は
、
那
須
塩
原
方
面
の
利
便

性
が
高
く
、
年
々
通
行
量
も
多
く
な
っ
て

い
る
が
、
歩
道
が
な
く
、
地
域
住
民
や
児

童
生
徒
の
通
学
路
と
し
て
は
大
変
危
険
に

な
っ
て
お
り
、
特
に
東
北
道
と
県
道
が
交

差
し
て
い
る
ト
ン
ネ
ル
内
は
、
片
側
に
狭

い
歩
道
が
あ
る
の
み
。
ト
ン
ネ
ル
付
近
は

緩
や
か
な
Ｕ
字
型
で
、
上
り
下
り
の
車
が

見
え
に
く
く
、
か
な
り
ス
ピ
ー
ド
も
出
て

お
り
、
児
童
生
徒
が
歩
道
の
な
い
方
を
通

る
場
合
は
、
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
危
険

な
状
況
で
あ
る
。
従
前
よ
り
保
護
者
か
ら

県
道
を
拡
幅
、
歩
道
の
設
置
と
、
東
北
道

に
歩
道
用
ト
ン
ネ
ル
の
要
望
を
受
け
て
き

た
が
、
今
後
、
こ
の
安
全
対
策
を
ど
う
考

え
る
の
か
。

　
　

建
設
部
長　

当
路
線
は
、
東
北
自
動

　
　

車
道
と
の
交
差
部
を
含
め
、
全
体
的

に
幅
員
が
狭
い
上
に
大
型
車
両
の
交
通
量

も
多
く
、
児
童
生
徒
の
通
学
路
と
し
て
非

常
に
危
険
な
状
況
に
あ
る
。
道
路
改
良
及

び
歩
道
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で

も
要
望
し
て
い
る
が
、
今
後
も
引
き
続
き

県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

■
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
安
全
対
策

　
　

塩
原
温
泉
街
を
通
る
国
道
４
０
０
号

　
　

は
、
道
路
が
狭
い
た
め
歩
道
が
十
分

で
な
く
、
特
に
塩
原
温
泉
ホ
テ
ル
前
の
風

見
鶏
館
か
ら
三
條
屋
の
間
約
20
ｍ
は
、
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
が
低
い
と
こ
ろ
で
約
70
㎝
、

高
い
と
こ
ろ
で
も
80
㎝
と
い
う
状
況
で
あ

る
。
道
路
の
崖
下
水
面
ま
で
は
約
10
ｍ
あ

り
、
万
が
一
を
考
え
る
と
大
変
懸
念
さ
れ

る
。
ま
た
、
冬
に
な
る
と
20
㎝
か
ら
30
㎝

の
積
雪
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
地
域
住
民

を
は
じ
め
児
童
生
徒
の
通
学
に
も
大
変
危

険
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
今
年
は
塩

原
温
泉
湯
っ
歩
の
里
も
オ
ー
プ
ン
し
、
人

通
り
も
さ
ら
に
多
く
な
る
。
今
後
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
安
全
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

建
設
部
長　

国
道
４
０
０
号
に
設
置

　
　

さ
れ
て
い
る
当
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
、

県
の
管
理
施
設
で
あ
る
。
質
問
の
箇
所
は
、

歩
道
も
な
く
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
真
下
は

箒
川
と
な
っ
て
お
り
、
大
変
危
険
な
箇
所

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
本
年
７
月
に
は
塩

原
温
泉
湯
っ
歩
の
里
が
オ
ー
プ
ン
す
る
予

定
で
、
今
後
も
観
光
客
の
増
大
が
見
込
ま

れ
る
の
で
、
歩
行
者
の
安
全
対
策
の
一
環

と
し
て
県
に
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

公
共
事
業
の
コ
ス
ト
削
減

　
　

内
閣
府
の
地
域
経
済
レ
ポ
ー
ト
に
よ 

  

　
　

れ
ば
、 

90
年
度
に
は
公
共
工
事
と
民

間
工
事
の
建
築
単
価
は
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い

た
が
、
民
間
工
事
は
92
年
度
か
ら
下
落
し

始
め
、
２
０
０
０
年
度
で
は
公
共
が
民
間

よ
り
も
１
㎡
当
た
り
約
９
万
円
上
回
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
る
。
今
、
政
府
も
公
共
事

業
の
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
る
た
め
、
入
札

制
度
の
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
財
政
難
と
言
わ
れ
る
今
日
、
国
民
の

税
金
で
運
営
し
て
い
る
自
治
体
は
、
公
共

事
業
の
コ
ス
ト
削
減
に
つ
い
て
研
究
、
努

力
が
さ
ら
に
要
求
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考

え
る
。
今
後
、
本
市
は
、
公
共
事
業
の
コ

ス
ト
削
減
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

　
　

市
長　

公
共
事
業
の
コ
ス
ト
削
減
に

　
　

つ
い
て
は
、
事
業
を
効
率
的
に
執
行

す
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、

コ
ス
ト
削
減
だ
け
に
主
眼
を
置
き
、
社
会

資
本
が
本
来
備
え
る
べ
き
品
質
の
低
下
や
、

価
格
の
み
を
意
図
的
に
下
げ
る
こ
と
で
下

請
業
者
や
労
働
者
へ
の
不
当
な
し
わ
寄
せ

が
起
こ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
は
、
公

共
事
業
の
本
来
の
目
指
す
べ
き
コ
ス
ト
削

減
に
は
つ
な
が
ら
な
い
た
め
、
提
案
の
入

札
制
度
の
見
直
し
と
あ
わ
せ
て
、
価
格
と

品
質
を
総
合
的
に
評
価
す
る
コ
ス
ト
削
減

行
動
計
画
を
平
成
１８
年
度
に
策
定
し
、
全

庁
的
な
コ
ス
ト
削
減
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

答

答

答

問
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問

問

市政一般質問-3

東北自動車道下の
　　　　トンネルの様子
東北自動車道下の
　　　　トンネルの様子
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答 問答 問

答答 答

答 答

問

問 問

問 問

西那須野支所にある自動交付機西那須野支所にある自動交付機

住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
等

　
身
近
な
公
民
館
で
　
交
付
で
き
な
い
か

　

市
民
窓
口
は
充
足　

当
面
の
間
考
え
て
い
な
い

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
・
自
動
交
付
機
導
入

若
松　

東
征 

議
員

企
画
部
長

■
障
害
者
に
配
慮
し
た
パ
ソ
コ
ン
整
備

　
　

情
報
通
信
技
術
関
連
特
別
対
策
情
報

　
　

通
信
設
備
整
備
事
業
で
補
助
対
象
と

な
る
事
業
は
。
ま
た
、
障
害
者
に
配
慮
し

た
パ
ソ
コ
ン
設
備
の
整
備
内
容
は
。

　
　

企
画
部
長　

平
成
１３
年
度
に
文
部
学 

 
  

　
　

省
が
学
習
活
動
支
援
設
備
整
備
事
業

費
と
し
て
、
社
会
教
育
施
設
に
お
い
て
パ

ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
操
作
等
を

学
習
す
る
た
め
に
必
要
な
環
境
整
備
を
図

る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
補
助
を
行
っ

た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
旧
黒
磯
市
、

旧
西
那
須
野
町
、
旧
塩
原
町
と
も
パ
ソ
コ

ン
や
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
の
周
辺
機
器
の
購

入
及
び
配
線
工
事
等
を
行
っ
た
が
、
特
別

に
障
害
者
に
対
応
し
た
機
器
の
整
備
は
３

市
町
と
も
行
っ
て
い
な
い
。

■
公
民
館
で
諸
証
明
書
の
交
付
を

　
　

身
近
な
公
民
館
を
利
用
し
て
の
住
民

　
　

票
、
印
鑑
証
明
等
の
交
付
は
。

　
　

企
画
部
長　

３
支
所
、
１
出
張
所
で

　
　

交
付
し
て
お
り
、
ま
た
、
各
支
所
、

出
張
所
に
お
い
て
は
、
週
に
１
日
ト
ワ
イ

ラ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
（
業
務
時
間
延
長
）
を

実
施
し
て
い
る
。
加
え
て
、
西
那
須
野
支

所
で
は
自
動
交
付
機
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、

土
日
、
祝
日
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
自
動
交
付
機
は
、
黒
磯
支
所
に
も
１８

年
度
中
に
導
入
予
定
で
あ
り
、
今
の
と
こ

ろ
市
民
の
窓
口
は
充
足
し
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
当
分
の
間
、
公
民
館
等
で

の
交
付
は
考
え
て
い
な
い
。

道
路
行
政
に
つ
い
て

　
　

県
道
黒
磯
黒
羽
線
、
黒
磯
警
察
署
前

　
　

に
「
エ
イ
ト
タ
ウ
ン
那
須
塩
原
」
出
店

計
画
が
あ
る
が
、
歩
道
の
整
備
計
画
は
。

　
　

建
設
部
長　

県
道
黒
磯
黒
羽
線
側
の

　
　

出
入
口
に
、
右
折
の
た
め
の
付
加
車

線
を
設
け
る
た
め
、
歩
道
は
そ
の
外
側
に

付
け
替
え
を
す
る
こ
と
で
栃
木
県
と
協
議

が
進
ん
で
い
る
。

　
　

市
道
１
１
８
号
豊
浦
七
区
線
の
安
全

　
　

対
策
に
つ
い
て
、「
エ
イ
ト
タ
ウ
ン
那

須
塩
原
」
と
の
落
差
が
、
高
い
と
こ
ろ
で

約
２
ｍ
と
聞
い
て
い
る
が
、
通
学
路
に
対

す
る
安
全
対
策
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
　

建
設
部
長　

事
業
者
の
負
担
に
よ
り

　
　

市
道
起
点
部
分
の
一
部
改
良
や
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
な
ど
の
安
全
施
設
を
設
置
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

国
道
４
号
と
市
道
下
黒
磯
七
区
線
の

　
　

交
差
点
に
歩
道
橋
の
設
置
は
で
き
な

い
か
。

　
　

建
設
部
長　

歩
道
橋
を
設
置
す
る
場

　
　

合
は
、
利
用
者
が
か
な
り
見
込
め
る

こ
と
や
、
近
隣
に
代
替
の
横
断
施
設
が
な

く
、
隣
接
地
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
る
か

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
て
決
め
て
い
る

と
国
土
交
通
省
宇
都
宮
国
道
事
務
所
か
ら

伺
っ
て
い
る
。
質
問
の
交
差
点
は
、
横
断

歩
道
及
び
信
号
機
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
約
２
０
０
ｍ
西
側
、
西
那
須
野
方

面
へ
向
か
っ
て
の
付
近
に
歩
道
橋
が
設
置

を
さ
れ
て
い
る
現
状
で
、
さ
ら
に
利
用
者

も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
新
た
な
歩
道
橋
の

設
置
は
大
変
難
し
い
と
伺
っ
て
い
る
。

　
　

ゆ
た
か
保
育
園
、
と
よ
う
ら
保
育
園

　
　

の
駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
拡
張
は
。

　
　

市
長　

登
園
時
間
、
退
園
時
間
と
同

　
　

じ
時
間
帯
に
集
中
し
て
送
迎
す
る
こ

と
か
ら
、
運
転
に
は
十
分
に
注
意
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
再
々
保
護
者
に
お
願
い

し
て
い
る
。
行
事
等
の
と
き
に
は
近
隣
の

空
き
地
を
協
力
し
て
い
た
だ
く
な
ど
駐
車

場
の
確
保
に
努
め
て
お
り
、
駐
車
場
の
拡

張
は
物
理
的
問
題
も
あ
る
の
で
、
現
行
の

ま
ま
様
子
を
見
た
い
と
思
う
。

　
　

と
よ
う
ら
保
育
園
の
園
庭
を
拡
張
す

　
　

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　

市
長　

現
在
の
園
庭
は
１
３
０
０
㎡

　
　

で
、
国
の
基
準
の
４
・
５
倍
の
広
さ

で
あ
る
。
関
係
者
の
理
解
を
得
る
と
と
も

に
、
現
行
の
ま
ま
様
子
を
見
た
い
と
思
う
。

市政一般質問-4

若
松
東
征 

議
員

若
松
東
征 

議
員

保
育
園
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
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答 答

答 答

答答

問

問

問問

問

問

行政評価システムによる 行政経営

 行政評価   どのような役割を担うのか

早
乙
女
順
子 

議
員

早
乙
女
順
子 

議
員

行政の透明性・説明責任、市民の参加促す
評価結果の公表で

早乙女順子 議員

企画部長

■
変
革
担
う
行
政
評
価
の
役
割
は

　
　

那
須
塩
原
市
の
行
財
政
改
革
は
、
行

　
　

政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、

従
前
の
行
政
運
営
か
ら
行
政
経
営
へ
の
手

法
へ
と
変
革
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
行

政
評
価
と
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
こ

と
に
な
る
の
か
。

　
　

企
画
部
長　

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
は
、

　
　

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
事
務

事
業
の
目
的
や
成
果
を
評
価
、
検
証
し
、

予
算
の
執
行
や
計
画
策
定
、
事
務
事
業
の

見
直
し
な
ど
に
反
映
さ
せ
る
目
的
で
実
施

す
る
も
の
で
、
評
価
結
果
を
公
表
す
る
こ

と
で
行
政
の
透
明
性
を
確
保
す
る
と
同
時

に
、
説
明
責
任
を
果
た
し
、
政
策
の
再
構

築
を
可
能
と
し
、
市
民
の
行
政
参
加
を
促

進
す
る
制
度
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
基

本
計
画
の
施
策
に
お
い
て
、
行
財
政
改
革

や
定
員
適
正
化
等
と
と
も
に
行
政
評
価
シ

ス
テ
ム
を
位
置
づ
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

健
康
づ
く
り
の
推
進
に
は
、
専
任
の

　
　

管
理
栄
養
士
と
し
て
の
職
員
配
置
は

必
至
で
は
な
い
か
。
総
合
計
画
や
第
３
期

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
な
ど
計
画
を
実
効

あ
る
も
の
と
す
る
た
め
の
体
制
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

市
民
福
祉
部
長　

健
康
づ
く
り
計
画

　
　

の
目
的
達
成
に
は
、
生
活
習
慣
病
予

防
等
の
基
本
的
な
考
え
方
の
普
及
、
啓
発

が
必
要
に
な
る
。
こ
の
活
動
の
取
り
組
み

に
は
、
企
画
立
案
か
ら
栄
養
士
が
中
心
と

な
り
、
他
機
関
等
と
の
連
携
や
調
整
を
担

う
こ
と
が
重
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
当
市

に
お
い
て
も
管
理
栄
養
士
の
必
要
性
は
認

識
し
て
い
る
。

　
　

栄
養
士
の
配
置
に
つ
い
て
、
那
須
塩

　
　

原
市
ぐ
ら
い
の
規
模
に
な
れ
ば
栄
養

士
を
設
け
て
い
る
。
他
市
町
の
状
況
は
。

　
　

市
民
福
祉
部
長　

他
市
の
配
置
状
況

　
　

に
つ
い
て
は
、
市
で
は
宇
都
宮
３
名
、

足
利
、
栃
木
、
日
光
、
小
山
、
真
岡
、
大

田
原
、
ま
た
町
で
も
益
子
、
茂
木
、
芳
賀

な
ど
で
配
置
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

西
那
須
野
駅
東
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

　
　

置
、
西
那
須
野
駅
構
内
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

那
須
塩
原
駅
で
は
、
ホ
ー
ム
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
工
事
も
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、

ま
だ
着
手
し
て
い
な
い
黒
磯
駅
周
辺
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

建
設
部
長　

駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ

　
　

ー
化
に
関
し
て
は
、
ま
だ
素
案
の
段

階
で
あ
る
が
、
今
策
定
を
進
め
て
い
る
。

　

　
　

障
害
者
自
立
支
援
制
度
で
市
の
担
う

　
　

役
割
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

　
　

市
民
福
祉
部
長　

障
害
者
に
最
も
身

　
　

近
な
行
政
機
関
で
あ
る
市
の
責
任
は

重
い
も
の
と
受
け
と
め
て
お
り
、
身
近
な

地
域
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
障
害
者
の

地
域
で
の
自
立
し
た
生
活
と
社
会
参
加
を

支
援
し
た
い
。

　
　

障
害
者
区
分
の
判
定
、
支
給
決
定
ま

　
　

で
の
プ
ロ
セ
ス
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
願
う
。
判
定
規
準
は
、
客
観
的
な
基
準

と
い
う
名
の
支
援
量
の
抑
制
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
な
い
か
。
生
活
す
る
の
に
必
要
な

支
援
と
な
る
も
の
な
の
か
。

　
　

市
民
福
祉
部
長　

障
害
程
度
区
分
の

　
　

認
定
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
必

要
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
障
害
者
の

心
身
の
状
態
を
総
合
的
に
示
す
区
分
で
あ

り
、
判
定
基
準
は
、
支
援
の
必
要
度
を
み

る
客
観
的
な
も
の
で
あ
る
。
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
支
給
決
定
の
各
段
階
に
お
い
て
、
障

害
者
の
社
会
活
動
や
介
護
者
、
居
住
等
の

状
況
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
移
行
な
ど
を
十

分
に
把
握
し
て
支
給
決
定
を
行
っ
て
お
り
、

決
し
て
支
援
量
を
抑
制
す
る
も
の
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

障
害
者
自
立
支
援
法　

　

市
の
役
割　

職
員
体
制
十
分
か

市政一般質問-5

黒
磯
駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」
に

　

 

管
理
栄
養
士
の
配
置
は
必
至

“ 　　　　”
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答 答 問問問

答

答

答答

答

答問問

問

問問

払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
の
が
実
情

　
国
保
税
の
滞
納
世
帯
　
対
策
を
ど
う
考
え
る

　

収
税
課
を
新
設　

収
納
率
の
向
上
を
目
指
す

高
久　

好
一  

議
員

市
民
福
祉
部
長

■
滞
納
世
帯
の
対
策

　
　

合
併
後
１
年
、
不
況
と
大
幅
な
国
保

　
　

税
の
値
上
げ
に
よ
り
、
市
民
は
払
い

た
く
て
も
払
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
県
内

滞
納
世
帯
数
第
２
位
と
あ
る
が
今
年
の
収

納
率
と
そ
の
対
策
は
。

　
　

市
民
福
祉
部
長　

県
内
の
収
納
率
は
、

　
　

44
市
町
村
中
、
第
35
位
と
低
い
位
置

に
あ
る
。
平
成
18
年
度
は
収
税
課
を
設
け
、

他
の
税
と
と
も
に
収
納
率
向
上
を
目
指
す
。

今
年
度
の
収
納
率
は
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同

様
の
収
納
率
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
　

昨
年
始
ま
っ
た
市
独
自
の
減
免
制
度

　
　

を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
か
。

　
　

市
民
福
祉
部
長　

減
免
総
額
は
、
85

　
　

件
、
９
０
０
万
円
超
で
あ
り
、
制
度

の
趣
旨
は
理
解
さ
れ
て
い
る
思
う
。

　
　

全
国
各
地
で
国
保
停
止
の
た
め
、
受

　
　

診
が
お
く
れ
、
死
者
が
出
て
い
る
が

悲
劇
を
生
ま
な
い
た
め
の
対
策
、
市
民
に

温
か
い
指
導
は
。

　
　

市
民
福
祉
部
長　

納
税
の
姿
勢
を
見

　
　

せ
た
方
に
つ
い
て
は
弁
明
の
機
会
、

納
税
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
短
期
保
険
証
、

資
格
者
証
の
発
行
を
受
け
る
方
は
、
基
本

的
に
悪
質
滞
納
者
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

資
格
証
、
そ
れ
は
悪
質
滞
納
者
で
あ

　
　

る
と
の
こ
と
だ
が
、
政
府
が
国
保
の

国
庫
負
担
を
引
き
下
げ
以
降
、
市
町
村
の

国
保
財
政
は
厳
し
く
な
り
、
国
保
料
が
値

上
げ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
市
長
の
所

信
表
明
に
あ
っ
た
県
・
国
に
働
き
か
け
は
。

　
　

市
民
福
祉
部
長　

国
保
財
政
の
あ
る

　
　

面
で
は
危
機
的
な
状
況
だ
と
い
っ
て

い
い
と
思
う
。
従
来
、
町
村
会
、
市
長
会

を
通
じ
て
要
望
活
動
を
続
け
て
き
た
。
国
、

県
の
動
き
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

栃
木
県
の
去
年
の
人
口
増
１
０
５
人
。

　
　

若
い
夫
婦
が
安
心
し
て
子
を
産
み
育

て
ら
れ
る
要
望
の
第
１
位
は
、
経
済
的
支

援
。
産
前
産
後
の
医
療
費
の
無
料
化
が
で

き
な
い
か
。

　
　

市
民
福
祉
部
長　

少
子
化
対
策
は
今
、

　
　

夜
明
け
前
の
一
番
暗
い
と
き
。
総
合

的
な
施
策
が
必
要
と
思
う
。
本
市
に
お
い

て
も
不
妊
治
療
の
助
成
の
制
度
を
ス
タ
ー

ト
し
た
。
出
産
費
用
は
現
在
審
議
し
て
い

る
国
会
の
動
向
を
見
き
わ
め
た
い
。

子
ど
も
を
守
る
活
動

　

地
域
住
民
見
守
る
社
会
づ
く
り
を

　
　

地
域
住
民
が
無
理
な
く
協
働
で
き
る

　
　

持
続
可
能
な
活
動
へ
の
励
ま
し
、
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
た
め
の
対
策
と
助
成
は
。

　
　

教
育
部
長　

情
報
の
交
換
や
運
動
の

　
　

展
開
の
質
的
な
向
上
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
生
き
が
い
を
持
っ
て
い
た
だ
く
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
趣
旨
に
し
た
市
民
の

交
流
、
啓
発
大
会
と
い
っ
た
も
の
も
企
画

し
て
い
き
た
い
。

　
　

県
の
設
置
許
可
は
地
域
住
民
の
総
意

　
　

と
市
議
会
で
の
意
見
書
を
無
視
す
る

も
の
。
環
境
を
守
る
と
い
う
上
で
、
公
害

防
止
協
定
に
臨
む
姿
勢
を
。

　
　

生
活
環
境
部
長　

設
置
は
県
が
要
綱
、

　
　

法
令
、
技
術
上
の
基
準
、
生
活
環
境

へ
の
配
慮
等
を
審
査
し
、
設
置
予
定
箇
所

の
現
地
調
査
を
経
て
、
設
置
の
許
可
を
し

た
も
の
。
一
企
業
が
撤
退
す
る
な
ど
の
二

次
、
三
次
の
被
害
に
つ
い
て
は
な
い
も
の

と
考
え
る
。
協
定
は
地
元
と
事
業
所
が
結

ぶ
段
階
で
十
分
協
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　

来
年
か
ら
の
品
目
横
断
的
経
営
安
定

　
　

対
策
の
周
知
と
ほ
と
ん
ど
の
農
家
が

受
給
で
き
る
よ
う
、
指
導
と
規
制
緩
和
の

意
見
書
等
を
提
案
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

　
　

市
長　

生
産
調
整
面
積
や
所
得
に
応

　
　

じ
た
特
例
措
置
を
活
用
し
て
、
農
家

が
現
行
対
策
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
助
成
を
受

け
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
。
国
・
県

へ
の
働
き
か
け
は
既
に
条
件
緩
和
の
要
望

が
特
例
措
置
と
し
て
制
度
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
の
で
、
動
向
を
見
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。
大
き
な
混
乱
は
な
い
も
の

と
考
え
る
。

市政一般質問-6

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

　

米
作
農
家　

混
乱
招
く
の
で
は

北
赤
田
中
間
処
理
施
設

　

住
民
総
意
を
無
視　

市
の
対
応
は

少
子
化
対
策

　

産
前
産
後
医
療
費
の
無
料
化
は

高
久
好
一 

議
員

高
久
好
一 

議
員
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答

答

問

問答答 問問

答 答問

問

答答 問問

効率・効果的な生活環境の整備を

全市下水道基本計画はあるのか

植
木
弘
行 

議
員

植
木
弘
行 

議
員

旧３市町計画を

　　全市の基本計画に位置付け

植木　弘行 議員

建設部長

■
下
水
道
基
本
計
画
は

　
　

市
内
の
ど
の
地
域
に
は
ど
の
事
業
で

　
　

下
水
道
を
設
置
す
る
か
と
い
う
、
全

市
の
下
水
道
基
本
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
　

建
設
部
長　

栃
木
県
生
活
排
水
処
理

　
　

構
想
に
つ
い
て
は
、
旧
３
市
町
に
お

い
て
策
定
さ
れ
た
計
画
が
反
映
さ
れ
た
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
の
全
市
の
下
水

道
基
本
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

■
西
那
須
野
地
区
の
整
備
状
況
は

　
　

旧
西
那
須
野
町
の
西
部
地
域
は
、
農

　
　

業
集
落
排
水
に
よ
る
下
水
道
設
置
が

可
能
か
、
調
査
計
画
が
あ
っ
た
が
、
ど
う

な
っ
た
か
。
結
果
に
つ
い
て
、
住
民
に
説

明
が
な
か
っ
た
が
、
今
後
の
予
定
は
。

　
　

建
設
部
長　

平
成
１６
年
度
に
農
業
集

　
　

落
排
水
事
業
で
の
妥
当
性
を
確
認
す

る
た
め
の
基
礎
調
査
を
行
い
、
本
年
度
は

こ
の
調
査
結
果
を
基
に
検
証
を
行
っ
た
。

検
証
の
結
果
、
本
地
区
で
の
推
進
は
大
変

難
し
い
状
況
で
あ
る
。
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
検
証
の
結
果
等
を
関
係
地
区
へ
説

明
の
上
、
生
活
排
水
に
対
す
る
地
区
の
意

識
を
把
握
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

北
那
須
流
域
下
水
道
が
数
年
前
に
設

　
　

置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
早
期
に
で
き

る
の
で
は
、
具
体
的
に
計
画
を
伺
う
。

　
　

建
設
部
長　

整
備
時
期
は
、
今
後
の

　
　

検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
１８
年
度
の
中

で
、
乃
木
参
道
及
び
参
道
に
接
続
す
る
道

路
改
良
の
隣
接
地
域
住
民
な
ど
を
対
象
に

説
明
会
を
行
い
、
合
意
形
成
を
図
り
、
１９

年
度
か
ら
順
次
整
備
し
て
い
き
た
い
。

　
　

権
現
山
の
と
こ
ろ
の
頂
上
付
近
の
２０�

　　　　　　

軒
ぐ
ら
い
の
団
地
と
、
乃
木
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
下
水
道
整
備
状
況
は
。

　
　

建
設
部
長　

蕪
中
川
の
県
で
行
っ
て

　
　

い
る
河
川
改
修
に
あ
わ
せ
て
、
道
路

改
良
も
し
て
お
り
、
下
水
道
も
あ
わ
せ
て

布
設
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
団
地
に

つ
い
て
は
近
い
将
来
布
設
を
し
た
い
。
団

地
内
に
私
道
が
あ
り
、
そ
う
い
う
対
応
も

含
め
て
進
め
、
処
理
し
て
い
き
た
い
。

　
　

一
区
の
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
通
り
の

　
　

特
環
下
水
道
工
事
は
、
二
つ
室
・
緑

の
方
に
進
ん
で
い
く
の
か
。
今
後
の
実
施

計
画
を
伺
う
。

　
　

建
設
部
長　

北
の
方
に
上
が
っ
て
く

　
　

る
管
も
現
在
１
０
０
０
ｍ
以
上
布
設

を
完
了
し
、
ご
指
摘
の
地
区
に
つ
い
て
も

近
い
将
来
、
管
を
布
設
し
、
使
用
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。

　
　

近
い
将
来
と
い
う
の
は
、
５
・
６
年

　
　

ぐ
ら
い
を
指
し
て
い
る
の
か
。

　
　

建
設
部
長　

事
業
認
可
の
平
成
２２
年

　
　

度
ま
で
に
は
完
了
し
た
い
。

　
　

記
念
・
周
年
事
業
や
発
表
会
の
事
業

　
　

等
で
、
１
０
０
名
以
上
の
参
加
が
予

定
さ
れ
、
年
度
当
初
の
４
月
か
ら
６
月
中

に
実
施
さ
れ
る
各
種
団
体
の
事
業
に
つ
い

て
は
、
前
年
度
の
１２
月
、
１
月
ご
ろ
に
調

整
会
議
を
持
ち
日
時
を
決
定
で
き
な
い
か
。

　
　

教
育
部
長　

利
用
調
整
会
議
は
、
市

　
　

民
及
び
小
・
中
・
高
校
の
児
童
・
生

徒
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
優
先
し
、
会
議
を

開
催
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
行
事
が
確

定
す
る
の
が
、
２
月
か
ら
３
月
と
い
う
現

状
で
あ
る
。
１２
月
か
ら
１
月
に
調
整
会
議

を
開
催
す
る
の
は
、
関
係
機
関
と
の
調
整

も
必
要
と
な
り
、
直
ち
に
実
現
す
る
こ
と

は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、
会
議

の
開
催
時
期
が
問
題
と
な
り
、
施
設
利
用

者
に
不
便
を
か
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
大

変
遺
憾
な
こ
と
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

調
整
会
議
の
早
期
開
催
を
図
り
、
全
体
的

な
利
用
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
年
度
当

初
の
利
用
者
に
対
し
て
は
、
柔
軟
に
対
応

す
る
よ
う
指
導
し
た
い
。

　
　

開
催
日
の
た
び
に
訓
練
し
て
い
る
人

　
　

が
１０
人
程
度
あ
り
、
身
体
の
機
能
も

回
復
に
向
か
っ
て
い
る
現
状
を
考
え
、
こ

の
訓
練
制
度
を
今
後
も
継
続
を
望
む
。

　
　

市
民
福
祉
部
長　

実
施
主
体
は
、
地

　
　

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
移
る
が
、

利
用
者
の
通
所
等
の
利
便
性
を
考
慮
し
、

引
き
続
き
西
那
須
野
保
健
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
調
整
を
し
て
い

き
た
い
。

市政一般質問-7

か
ぶ
ち
ゅ
う
が
わ

施
設
利
用
の
改
善

　

利
用
者
が
満
足
で
き
る
対
応
を

健
康
長
寿
セ
ン
タ
―

　

自
主
訓
練
の
継
続
望
む



答

答

答

答

答答
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室
井
俊
吾 

議
員

室
井
俊
吾 

議
員
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問

問

問

問

問

問

問

市
の
活
性
化
に
は
不
可
欠

　
東
那
須
産
業
団
地
に
積
極
的
な
誘
致
を

　

地
域
活
性
化
つ
な
が
る
企
業
受
け
入
れ
た
い

室
井　

俊
吾 

議
員

市　

長

■
工
業
団
地
等
の
現
況
と
課
題

　
　

働
く
場
所
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
企

　
　

業
誘
致
が
最
も
大
切
で
あ
り
、
活
気

に
も
つ
な
が
る
施
策
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
に
工
業
団
地
等
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

　
　

市
長　

現
在
、
市
内
に
８
つ
の
産
業
・

　
　

工
業
団
地
が
あ
り
、
総
面
積
は
１
３

６
・
６
ha
で
あ
る
。
う
ち
、
東
那
須
産
業

団
地
の
19
・
３
ha
と
下
厚
崎
第
2
工
業
団

地
の
０
・
８６
ha
が
未
分
譲
で
あ
る
。

　
　

産
業
観
光
部
長　

西
那
須
野
地
域
の

　
　

３
工
業
団
地
に
つ
い
て
は
、
全
部
分

譲
済
で
、
操
業
し
て
い
る
。
関
谷
工
業
団

地
に
つ
い
て
は
、
分
譲
は
全
部
完
了
し
て

い
る
。
工
場
が
ま
だ
進
出
を
し
て
こ
な
い

の
が
２
件
、
操
業
を
し
て
い
な
い
の
が
１

件
で
、
３
件
で
約
１９
町
歩
ぐ
ら
い
あ
る
。

　
　

企
業
誘
致
に
必
要
な
水
、
電
気
、
排

　
　

水
等
は
心
配
な
い
か
。

　
　

市
長　

東
那
須
産
業
団
地
に
つ
い
て

　
　

は
、
排
水
の
制
限
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

大
量
の
水
を
使
用
し
な
い
業
種
の
立
地
を

想
定
し
て
い
る
。

　
　

今
後
の
課
題
や
施
策
を
ど
の
よ
う
に

　
　

考
え
て
い
る
か
。

　
　

市
長　

未
分
譲
地
の
分
譲
の
促
進
及

　
　

び
分
譲
団
地
に
あ
る
未
利
用
地
の
活

用
を
図
る
こ
と
な
ど
が
重
要
課
題
と
考
え

て
い
る
。
企
業
が
立
地
し
や
す
い
、
実
情

に
合
っ
た
制
度
の
検
討
を
進
め
、
優
良
企

業
を
誘
致
し
、
地
域
活
性
化
に
努
め
た
い
。

■
東
那
須
産
業
団
地
へ
の
誘
致
状
況
は

　
　

県
の
企
業
局
の
団
地
で
あ
る
が
、
市

　
　

は
ど
の
程
度
関
与
で
き
る
の
か
。
ま

た
、
現
時
点
で
企
業
進
出
の
話
は
あ
る
か
。

　
　

市
長　

市
の
要
望
に
基
づ
い
て
企
業

　
　

局
が
整
備
し
、
分
譲
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
は
企
業

局
と
市
が
連
携
し
て
進
め
て
い
る
。
現
時

点
で
幾
つ
か
の
企
業
か
ら
の
引
き
合
い
が

あ
り
、
市
と
し
て
も
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
る
企
業
で
あ
れ
ば
受
け
入
れ
た
い
と
考

え
て
い
る
。
現
在
、
県
企
業
局
が
市
の
要

望
を
踏
ま
え
、
誘
致
に
向
け
て
の
話
を
進

め
て
い
る
。

　
　

具
体
的
に
ど
う
い
う
企
業
の
話
が
あ

　
　

る
の
か
。

　
　

産
業
観
光
部
長　

企
業
局
の
情
報
に

　
　

よ
る
と
、
一
昨
年
８
月
に
名
称
変
更
、

方
針
転
換
し
、
商
業
系
の
進
出
の
要
望
と

か
、
そ
う
い
う
企
業
が
出
て
い
る
と
い
う

話
を
聞
い
て
い
る
。

　
　

企
業
誘
致
専
任
の
職
員
を
置
く
考
え

　
　

が
あ
る
か
な
い
か
、

　
　

市
長　

現
在
の
と
こ
ろ
置
く
考
え
は

　
　

持
っ
て
い
な
い
。

　
　

現
在
の
旧
穴
沢
小
学
校
跡
地
は
ど
う

　
　

す
る
の
か
。
ま
た
、
市
で
は
地
元
と

相
談
の
上
、
方
針
を
決
め
た
い
と
の
こ
と

だ
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
。

　
　

市
民
福
祉
部
長　

市
政
懇
談
会
で
も
、

　
　

地
元
か
ら
旧
穴
沢
小
学
校
（
旧
へ
き

地
保
育
所
）
の
跡
地
の
有
効
活
用
は
ど
う

か
と
い
う
よ
う
な
意
見
も
あ
り
、
現
地
を

確
認
し
た
。
他
の
施
設
へ
の
転
用
は
、
現

在
の
老
朽
化
し
た
施
設
だ
と
、
不
可
能
と

思
わ
れ
る
。
18
年
度
の
中
で
解
体
、
そ
の

他
の
予
算
づ
け
は
し
て
い
な
い
が
、
今
後

様
子
を
見
て
判
断
を
し
て
い
き
た
い
。
地

元
の
意
見
、
意
向
を
聞
い
た
が
、
使
用
予

定
等
は
な
く
、
当
分
の
間
、
市
の
普
通
財

産
と
し
て
管
理
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

市政一般質問-8

現在の旧穴沢小学校（旧へき地保育所）現在の旧穴沢小学校（旧へき地保育所）

旧
穴
沢
小
学
校
跡
地

　

今
後
の
整
備
計
画
は
あ
る
か
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問問

問 問

問

問

市政一般質問-9

市単独補助金9億8500万円

廃止・統合含め全体的に見直し

団体への補助金　抜本的見直しを
山本はるひ 議員

山
本
は
る
ひ 

議
員

山
本
は
る
ひ 

議
員

20年度から新たな補助金で対応
市　　長

■
検
討
委
員
会
を
設
置　

　
　

市
の
経
費
削
減
に
あ
た
っ
て
は
、
補

　
　

助
金
や
交
付
金
の
思
い
切
っ
た
見
直

し
が
必
要
と
思
う
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　

市
長　

補
助
金
は
、
平
成
18
年
度
と

　
　

19
年
度
の
２
年
を
か
け
て
廃
止
や
統

合
を
含
め
、
補
助
金
全
体
の
検
討
を
行
い
、

20
年
度
か
ら
見
直
し
後
の
補
助
金
で
対
応

し
て
い
き
た
い
。

　
　

具
体
的
に
ど
ん
な
形
で
見
直
し
を
し

　
　

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

総
務
部
長　

旧
黒
磯
市
で
は
、
平
成

　
　

12
年
に
市
単
独
補
助
金
の
抜
本
的
な

見
直
し
を
行
い
、
そ
の
精
査
に
あ
た
っ
て

は
、
第
三
者
機
関
を
設
置
し
た
。
検
討
委

員
会
は
学
識
経
験
者
等
５
名
の
方
々
で
す

べ
て
の
補
助
金
を
逐
一
判
断
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
結
果
16
本
の
補
助
金
が
廃
止
さ

れ
た
。
今
回
の
見
直
し
に
あ
っ
て
は
、
こ

れ
を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

そ
の
時
に
、
団
体
に
対
す
る
運
営
補

　
　

助
金
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
た
の
か
。

　
　

総
務
部
長　

補
助
金
が
既
得
権
化
さ

　
　

さ
れ
て
い
な
い
か
十
分
研
究
す
る
必

要
が
あ
り
、
前
例
踏
襲
と
い
う
安
易
な
話

に
は
な
っ
て
こ
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
平

成
１２
年
の
見
直
し
の
時
、
補
助
金
が
団
体

の
運
営
費
全
体
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い

る
の
は
ま
ず
い
と
い
う
指
摘
も
あ
り
、
今

は
年
度
毎
に
実
績
報
告
を
出
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

■
市
民
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
へ

　
　

見
直
し
は
、
公
共
的
な
必
要
性
と
公

　
　

平
と
い
う
観
点
か
ら
き
ち
っ
と
組
織

を
立
ち
上
げ
て
早
く
や
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
実
行
委
員
会
形
式
の
イ
ベ
ン
ト
に
対

す
る
補
助
金
に
つ
い
て
は
企
画
書
が
出
て

補
助
金
を
出
し
て
い
る
の
か
。
お
祭
り
、

花
火
な
ど
実
行
委
員
会
形
式
の
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
は
そ
の
中
身
に
つ
い
て
も
民
間

に
任
せ
る
方
向
で
進
め
て
ほ
し
い
。
ま
た

見
直
し
を
す
る
時
の
組
織
に
は
、
財
政
に

明
る
い
専
門
の
人
、
行
政
の
補
助
に
対
し

て
き
ち
っ
と
わ
か
る
人
を
入
れ
て
い
た
だ

き
た
い
。
誰
が
見
て
も
お
か
し
い
と
い
う

こ
と
の
な
い
よ
う
な
形
で
補
助
金
の
見
直

し
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　

産
業
観
光
部
長　

実
行
委
員
会
の
計

　
　

画
に
よ
っ
て
補
助
金
の
請
求
を
出
す

の
で
事
業
に
沿
っ
た
補
助
金
と
い
え
る
。

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

　
　

公
募
委
員
中
心
の
審
議
会
等
を

　
　

審
議
会
や
懇
談
会
の
公
募
の
委
員
の

　
　

選
出
方
法
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。
団
体
か
ら
の
推
薦
委
員
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

　
　

企
画
部
長　

市
の
要
綱
に
基
づ
き
選

　
　

考
を
し
て
い
る
。
推
薦
委
員
は
各
分

野
の
専
門
的
な
視
点
か
ら
の
検
討
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、
団
体
に
依
頼
し
て
選
任
し

て
い
る
。
市
長
か
ら
は
、
会
長
じ
ゃ
な
く

て
い
い
、
い
ろ
ん
な
方
に
出
て
も
ら
っ
た

ほ
う
が
い
い
と
い
う
指
示
が
出
て
い
る
。

　
　

市
に
は
57
の
審
議
会
、
協
議
会
が
あ

　
　

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
公
募
を
行
っ

て
い
る
会
は
ど
れ
ほ
ど
か
。

　
　

企
画
部
長　

公
募
を
し
て
い
る
の
は

　
　

６
委
員
会
で
、
23
名
い
る
。
選
任
方

法
は
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
で
、
内
部
で
審
査

を
し
て
選
ん
で
い
る
。

実行委員会主催による「開こん記念祭」
　　　    （4月15日烏ケ森公園にて開催）
市内全25小学校の6年生1,232人が参加、
イベントを盛り上げた。

実行委員会主催による「開こん記念祭」
　　　    （4月15日烏ケ森公園にて開催）
市内全25小学校の6年生1,232人が参加、
イベントを盛り上げた。

と
う
し
ゅ
う



ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ

市
の
花
が
決
定
し
ま
し
た

　

３
月
議
会
は
、
那
須
塩
原
市
合
併
２
年

目
の
予
算
、
議
案
に
つ
い
て
議
論
を
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
５
会
派
の
代
表
質
問
、

９
人
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
新
議

会
に
な
っ
て
、
丸
１
年
が
経
過
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

１
月
に
は
女
性
参
画
事
業
の
模
擬
議
会

が
あ
り
、
現
職
の
議
員
も
熱
心
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。
３
月
に
は
姉
妹
都
市
の
新
座

市
、
ひ
た
ち
な
か
市
、
滑
川
市
と
提
携
調

印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
那
須
塩
原
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
市
の
木
（
マ
ツ
）
・
市
の
花
（
ヤ
シ
オ

ツ
ツ
ジ
）
が
、
皆
さ
ま
か
ら
の
公
募
を
参

考
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
で
は
、
皆
さ

ま
に
読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
紙
面

を
ど
の
よ
う
に
提
供
し
て
い
く
か
、
本
格

的
な
検
討
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
会
傍
聴
や
議
会
だ
よ
り
に
関
す
る
ご

意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
h
久
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

金
子　

哲
也　
　
　

石
川　

英
男

　

岡
本　

真
芳　
　
　

岡
部　

瑞
穂

　

h
久　

好
一　
　
　

磯
飛　
　

清

　

平
山　

啓
子　
　
　

山
本
は
る
ひ

　次の施設で本会議の模様がご覧いただけます。
　　　【設置場所】　・黒磯庁舎１階　市民室

　　　　　　　　　・西那須野庁舎１階　ロビー

　　　　　　　　　・ハロープラザ１階　ホワイエ

　※西那須野支所管内の公民館では、今までどおり住民開放パソコン

　　から覧いただけます。

　　【問い合わせ】　　議会事務局　℡0287-62-7181

　　　　　　　　　　企画情報課　℡0287-62-7106

編
集
後
記

本会議をテレビ中継します！本会議をテレビ中継します！

読みやすく、親しみやすくい紙面づくりのために、ぜひご意見をお聞かせ下さい。

議会だよりに関するお問い合せ・ご意見は議会事務局まで。

【Eメールアドレス】gikai@city.nasushiobara.lg.jp  ℡0287（62）7181

♣
♣
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